
    
      
        
      
    

  











































































失格紋の最強賢者２

～世界最強の賢者が更に強くなるために転生しました～
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　さらなる力を求め、自ら転生した俺おれを待っていたのは、魔法技術の衰退すいたいした世界だった。

　最強の紋章もんしょうが最弱扱いされ、最弱の紋章が最強扱いされる世界で、俺は正しい知識を広めつつ、自らも鍛錬たんれんを積んだ。

　そして手始めに、王国に潜もぐり込んで間違った知識を広めていた魔族デビリスを倒したのだった。




　◇




「……こんな簡単に、国王に会えるものなんですか？」




　魔族デビリスを倒して数日後。

　俺は校長と共に、王宮へと来ていた。

　何の予告もなく、『今日暇ひまだろ？　ちょっと王宮についてこいよ』的なノリで引っ張られて来たのだが……一体何だというのだろう。




「馬鹿ばかなことを言うな。国王と簡単に会える訳がないだろう」




「じゃあ、国王以外の誰だれかに？」




「いや、会うのは国王だ」




「流石さすがに、魔族一匹倒したくらいでは……」




「魔族の単独討伐とうばつなんて、有史以来の偉業だぞ。まだ公おおやけにされてはいないが、王宮内部ではマティアスのために新しい勲章くんしょうを作る話まで出ている」




「えっ……」




「ちなみに百年ちょっと前、魔族をたった六人で倒したパーティーが出た時には、そいつらのために新しい勲章が作られたぞ」




　そんなことになってたのか……。

　どうやら魔法が衰退したのは、最近のことではないようだ。

　魔族に潜り込まれ、魔族を倒すための技術を片かたっ端ぱしから壊された後では、仕方がないのだろうか。




「……と、この部屋だな」




　言いながら校長は、王宮にあった扉の一つの前で立ち止まった。

　あまり装飾などが施ほどこされた扉という訳ではないが、他ほかの部屋と比べて、やたらと頑丈がんじょうそうな扉だ。恐らく、壁も分厚いな。魔力の反応が違うから分かる。




「エデュアルトです」




　内側から鍵かぎが開く音が聞こえ、ドアが開いた。

　部屋の中にはメイドさんと、何やら威厳いげんのある感じの男がいた。

　こんな雰囲気ふんいきの男は、前世で見たことがある気がするな。




　確か前世で知り合いだった……マニリア魔法国の国王と同じ雰囲気だ。

　……国王!?




「エデュアルトよ、久しぶりではないか」




「お久しぶりです、陛下へいか」




　校長が跪ひざまずくのを見て、俺もそれに倣ならう。

　今の時代での礼の仕方はよく知らないのだが……まあ真似まねをしておけばいいだろう。




「余とお前の仲だ。正式な謁見えっけんでもないのだし、そのように固くならんでもよい」




「お言葉ですが、陛下はこの国の国王ですので……」




　まさかとは思っていたが、本当に国王だった。

　そして、どうやらエデュアルト校長は、国王と知り合いらしい。

　随分ずいぶんと簡単な手続きで通されたと思ったら、そういうことか。




「して、そこの少年が、此度こたびの英雄か？」




「はい。彼が魔族の単独討伐者にして、第二学園における無詠唱むえいしょう魔法の指導に多大な貢献こうけんをしてくれている、マティアス＝ヒルデスハイマーです」




「なるほど。……確かに若くはあるが、なかなか鍛きたえられた体をしておる。ああ。念のために自己紹介をしておくが、余はエイス＝グライア四世だ。この国の国王をしておる」




　前世でなら俺の家に国王が挨拶あいさつしにくることは時々あったが、転生してから二十年も経たたないうちに国王に謁見することになるとは思わなかったぞ。

　というか、やけにフランクな気がするが、これでいいのか？　普通国王って、こんな簡単に自己紹介とかしちゃダメなんじゃ……。




「第二学園初等部一年、マティアス＝ヒルデスハイマーです」




　どうするのが正しいのかは分からないが、一応自己紹介をしておいた。

　正式な儀礼などを要求するつもりなら、多少は事前に指導とかがあるだろうし。




「此度の討伐、ご苦労であった。本来であれば大々的に表彰した上で、領地を下賜かしするところなのだが……」




　領地、いらない！　超いらない！

　魔法戦闘をやるためにわざわざ転生までしてきたというのに、何が悲しくて領地など治めねばならんのか。

　まあ、領地経営ができる人に負担を押しつければ、あまり負担なく受け取れるのかもしれないが、せめてあと二十年くらい待ってほしい。




「しかし、人間に魔族が紛まぎれ込んでいたのが公開されれば、国中が大パニックに陥おちいるのは必至ひっし。それに魔族を単独で倒せるような英雄を領地に縛しばり付けるのは、正直なところ避けたいというのもある。もちろんこの件が一段落したら、私が与えられる最大限の名誉めいよと褒美ほうびを約束しよう。それまでの間、少し待ってはくれんか」




「喜んで！」




　どうやら領地の件は先送りできたらしい。




「礼を言う。……しかし、今褒美を与えんというのも問題だな。事情があるとはいえ、功績には報いねばならん。……そうだ。魔剣はどうだ？」




「魔剣……ですか？」




「ああ。少し前に、他の国宝級と比べても桁けた違いに強力な魔剣が手に入ってな。見たこともない形式の魔法が、二重に付与ふよされておる。その剣が見つかった店の主は、通りすがりの子供が付与した剣だと申していたそうだが……あまりに非現実的な話だし、実はその子供が、魔法神の化身けしんだという話まで出ているくらいだ」




　そんな魔剣があるのか……。

　ただ、二重付与の剣をもらっても仕方がない気がする。

　ルリイにちゃんとした付与と、ちょっとした裏技を教えれば、二重付与より強い剣なんていくらでも作れるようになるし。




「……いらん、と言いたそうな顔をしておるな。まあ、他の物でもよいぞ。後ほど宝物庫を開あけさせるから、好きなものを持っていくがよい」




「ありがたき幸せ」




　王家の宝物庫で、好きなものを選べるのか。なんとも豪儀ごうぎな話だな。

　何か面白おもしろいものがあればいいのだが。




「だが、マティアスの功績に対しては、まだ褒美が少ないな。複数の国宝を渡すのでもいいのだが……何か他に、希望はあるか？」




　希望か。

　前世では『陛下のお心のままに』とか言うのが正式な作法だと聞いた覚えがあるが、この世界でもそうとは限らないな。

　せっかく希望を聞かれているのだし、ここは一つ、大きく吹っかけてみるか。




「私としては、国内に存在する全ダンジョンの資源利用権を希望いたします」




「ダンジョンの資源……それは魔物や、鉱脈から産出する鉱石のことか？」




「はい。その他のものも含めて、ダンジョンから採とれるもの全てです。もちろん、独占させてほしいとは言いません。私とその関係者がダンジョン内で資源を採ることができれば……」




　ダンジョンは、高品位の金鉱脈にも勝まさる、最高の資源だ。

　前世であれば、『話にならん』と突っぱねられ、交渉こうしょうさえ受け付けてもらえないであろう条件。

　しかし今の世界の価値観は、前世とだいぶずれているようだからな。一部でも受け入れてもらえれば、万々歳ばんばんざいだ。




「そんなことでいいのであれば、喜んで許可する。今後、マティアス＝ヒルデスハイマー及びその関係者には、ダンジョン関連の税を課さず、またダンジョンへの立ち入りを制限しないことにしよう」




　やった！　大成功だ！

　これで魔物素材や魔法金属が、簡単に手に入る。




「それとダンジョンが欲しいのであれば、領地を下賜する際、ダンジョンも一緒に渡そうと思うが……どうする？　もちろん管理費は国庫から支払う。ダンジョンは金食い虫だからな」




　小さくガッツポーズする俺を見て、国王がこんな素晴すばらしい提案をしてきた。




「是非ぜひお願いします！」




　資源ゲット！　しかも管理費までもらえるなんて、どんな天国だ。

　なんだか騙だましているみたいで、申し訳なくなってくるレベルの好条件だぞ。




「もっと吹っかけられると思っていたが、随分と無欲なのだな」




　無欲なんてとんでもない。この上なく強欲ごうよくです。

　そう答えたくなったが、一応黙っておいた。










「では、次の話に入ろう。此度の魔族の話だが……魔法の申し子デビリスが魔族であったという報告に、間違いはないな？」




「はい。間違いありません。紋章も偽にせのものでしたし、使っていた魔法も、詠唱魔法に見せかけた無詠唱魔法です」




「やはりか……。実は先日、この国にいた魔法の申し子四名が、全員失踪しっそうした」




　あー。やっぱり魔法の申し子、全員魔族だったか……。




「その中には、我が国の魔法師団長であったエルハルトも含まれている。更に言えば、魔法の申し子だと思われる存在は最低でも数百年前から現れていたようだ。……つまり我が国は知らないうちに、数百年もの間、魔族に牛耳ぎゅうじられていたことになる。魔族への対策において最も重要な役割を果たすべき、魔法師団でさえな」




　となるともう、国の中に、魔族にまともに勝てる組織はないと見ていいか。

　あまりに追い詰めすぎてしまうと、何か厄介やっかいなことが起こる可能性があるので、魔族も人間の戦力を完全には潰つぶしていないようだが。




「私はどうすればいい？」




「そうですね……まずは、戦力を整える必要があるかと」




「それが簡単にできれば、苦労はせんのだが……」




「可能な限り多くの魔法使いに、無詠唱魔法を広めましょう。それだけでもある程度対処ができるはずです」




　一対一では魔族に勝てないだろうが、人間には数がある。

　今までだって、魔族が人間をすぐに滅ぼせるのであればそうしていただろう。

　無詠唱魔法の力があれば、自分を守るくらいは難しくないはず。

　……まあ、こちらから攻めるとなると、機動力の差などがあって難しいだろうが。




「なるほど。無詠唱魔法の話はエデュアルトから聞いている。確かにあれを広められれば、魔族に対抗できよう。しかしそれでは、我が国が魔族への有力な対策を持っていると敵に知らせているようなものだ。魔族が」




「……来るでしょうね」




　恐らく魔族は、ゆっくりと人類の力を削けずりつつ、確実に勝てるとみたところで、人類を滅ぼしにかかるつもりだったのだろう。

　しかし、エイス王国がそれに気付き、対抗手段を取るとなれば、魔族もそうのんきには構えていられないはず。

　まず確実に、エイス王国を潰しにかかるだろうな。




「そうなると、やはり隠蔽いんぺいを施しつつ、水面下で戦力の増強を進めるべきではないのか？」




「魔法の申し子が逃げていなければ、そうなんですが……」




「魔族に動きを察知された以上、やはり時間の問題か。滅ぼされる前に気付けて幸いではあるが……何か、対応策はあるのか？　エイス王国に戦力を集中させられると、いくら無詠唱魔法があっても対応は厳きびしかろう？」




　確かに、それはそうだ。

　俺一人で対応するにも限界はあるし、いくら魔族の数が減っていても、その戦力を王都だけに集中されれば、守り切るのはかなり難しくなるだろう。

　だが、もちろん対策は可能だ。




「魔族が集まるまでには、恐らく時間がかかります。連中は人間の騎士団きしだんのように、大規模な組織を組んだりはしませんから。仮に数人の魔族がこの国を脅威きょういと見たとしても、恐らく攻撃は散発的なものになると思われます。少なくとも、ここ三ヶ月くらいはですが」




　基本的に魔族は、協調性がない。

　偽装ぎそうがバレたとなれば、流石に逃げるくらいはしたようだが、それにしても恐らく、人間嫌いで情報が得意な魔族が一人いて、そいつが情報を流して回っただけのような気がする。




　まあ人間を嫌わない魔族などいないので、わざわざ『人間嫌いで』などとつける必要はないのだが。

　魔族は魔法的な構造からして『人間を嫌うようにできている』ため、突然変異でもない限り、人間を嫌わない魔族など存在しようがない。




「その三ヶ月が過ぎた後は？」




「大規模攻撃の可能性は否定できません。ですからその前に、魔族を締め出してしまいましょう」




「そんな方法があるのか？　魔族相手に三ヶ月など、ないに等しい時間のはずだが……」




「あります。守りたい範囲はんいを、巨大な結界で囲めばいいんです」




「永続型結界魔法……まさか君は、神造アーティファクトを新たに作ろうというのか？」




「神造アーティファクト……その名前は知りませんが、王都の広さであれば、永続型中規模結界魔法で何とかなるかと。第二学園には迷宮がありますし、そこにつながっている龍脈りゅうみゃくを魔力源として使えるでしょう」




「そんなことが、可能なのか？　正直、神話の世界の話を聞いているようにしか思えんのだが……」




「それも仕方のないことかもしれません。技術なんかは魔族によって徹底的てっていてきに破壊されているみたいですしね。まあ、第二学園の生徒達の協力が得られれば、一月ひとつきほどで準備はできるでしょう。材料が揃そろえばですが……」




「第二学園だけと言わず、第一学園や騎士団、魔法師団などの協力も約束しよう。正直なところ私には、マティアスに賭かける以外の手がない。それで、材料は何が必要なのだ？」




　材料か。

　前世の俺が加工するのであれば大した量の材料は必要ないが、今回は第一紋の学生達に加工魔法を教えて人海戦術じんかいせんじゅつで何とかする形になるからな。ルリイ一人で何とかできる量でもないし。

　となると、大雑把おおざっぱに見て──




「六十センチ級の魔石を一個、オリハルコン─アダマンタイト合金を十キロ。それから、ミスリルを一・五トン」




「……真面目まじめに言っているのか？」




「至って真面目ですが……」




　やばい。国王を怒らせてしまったのだろうか。

　最悪、国外逃亡という手はあるが、そうするとまた俺はぼっちになってしまう。




「六十センチ級の魔石など、この国にはない。ミスリルの確保も、数十キロが限界だ。オリハルコンやアダマンタイトなど、国宝のアーティファクトに少しある程度。使い道が分かっているものは魔族と戦うために貸し出し中だし、全部集めても三キロに届くかどうかだ」




　なるほど。

　確かに、王都に来る途中で倒した魔物が『強い魔物』として扱われるような状況で、六十センチ級の魔石は確保できないか。

　オリハルコンやアダマンタイトは製錬せいれんに少し技術が必要だからな。
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「……では、集めてきましょう」




「集める？」




「幸い、第二学園にある迷宮は、だいぶ古いみたいです。深い階層にいれば、六十センチ級の魔石を持った魔物が出てくる可能性は高いので。ミスリルについても、まあ何とかなります。時間は三ヶ月もありますしね。オリハルコン─アダマンタイト合金については……とりあえず、宝物庫を見てから考えていいですか？」




「トン単位のミスリルは『まあ何とかなる』か……。我々の、いや人類の常識からいったらあり得ないことだが……エデュアルト、このマティアスは、信用できる男か？」




　今まで黙っていた校長に話が振られた。




「マティアスは今まで、信じられないことを言っては、その全てを現実にしてきました。そもそも十二歳で魔族を単独討伐する人間など、存在自体が冗談のようなものです」




「……だな。よし、此度の件、マティアス＝ヒルデスハイマーとエデュアルトの二人に、一任することとする」




「ありがたき幸せ」




　そんなこんなで非公式な謁見は終わり、俺は宝物庫の管理人とエデュアルト校長と共に、宝物庫へと足を踏み入れることになった。国王のものというだけあって、宝物庫はかなり広く、きちんと整頓せいとんされていた。

　しかし、面白そうなものは、入り口からは見当たらないな。

　まあ、探してみるか。




「まずは、迷宮の材料……とにかく、頑丈なものが欲しいですね」




「頑丈なもの、ですか？」




「はい。頑丈でありさえすれば、実質何でもいいです」




　永続型結界魔法は基本的に、核となる物体に、結界へのダメージを押しつけることで結界自体への負担を軽減する。

　小規模なものであればメインの魔石に核としての役目を持たせることもできるが、王都を囲む規模でそれをやると、少し負担がかかっただけで結界もろとも壊されてしまうことになる。




「……正直、どれがマティアスさんの求める耐久性たいきゅうせいを持ったものなのか、私には分かりません。ミスリルより頑丈なものなら分かりますが、オリハルコンやアダマンタイトとなると……」




　だが、残念ながら管理人には、宝物庫にある物のうちどれが頑丈なのか、よく分かっていないようだ。

　魔法を使った非破壊検査法は沢山たくさんあったのだが……それも恐らく、無詠唱魔法と一緒に失伝してしまったのだろう。




「じゃあ、他の物を見ながら探すことにしますか。報酬ほうしゅうは、好きな物を選んでいいという話でしたよね？」




「は、はい！　いくつか例外はございますが、基本的には好きな物をと仰おおせつかっております」




　これが先払いの報酬で、本来の報酬は事態が収まった後だというのだから、随分な大盤振おおばんぶる舞まいだが──

　魔力反応を見る限り、俺が興味を引かれるようなものは一カ所に固まっているようだ。

　俺はその場所に歩いて行き、管理人に質問する。




「この辺りにある物は、その例外に含まれますか？」




「いえ。この付近に、渡せないものはないはずです。恐らく古代文明や神話の遺物いぶつだというだけで、使い道すら分かっていないものがほとんどなので」




　なるほど。

　この区画にある物は、確かに大半がただのガラクタだ。

　前世の文明が作ったと思われる物は多いが、ほとんどは子供用のオモチャだとか、肩こりをほぐすための魔道具だとか、つまらない物だと言っていい。

　しかしその中に、使えそうな物──が含まれていた。




「この剣は？」




　そう言って俺は、置かれていた剣を持ち上げる。




　恐らく前世の俺が、実験用に作ったものだな。いつ作ったかは覚えていないが、魔力のパターンに見覚えがある。




「古代遺跡から出土した、古い剣ですね。確かに頑丈なようですが、とても重い上に切れ味が悪いので、あまりおすすめできません。それよりは、こちらの剣がおすすめです。ごく最近発見された剣なのですが、神話じみた性能でして。マティアス様に下賜されなかった場合、これを巡って争奪戦が行われるという話もありまして──」




　言って管理人は、一本の剣を取り出した。

　その剣もまた、見覚えが──というか、これはベイスの鍛冶かじ屋で、俺が付与した剣だ。金貨千枚とかいう、とんでもないボッタクリ価格で。

　何でこの剣が宝物庫にあるんだよ。




「適当に振っただけで石でさえ切断してしまうので、逆に保管に困るくらいです。これこそ魔族殺しの英雄に相応ふさわしい──」




「その剣はいりません。他に欲しい人がいるなら、その人が使えばいいかと」




　俺はボッタクリソードを譲ってもらう提案を断り、剣の観察を続ける。

　この剣は、起動に多大な魔力を必要とする魔法が込められた剣だ。




　一度起動しただけで、この城くらいは地図から消滅させられる剣だが、俺の魔力がこれを起動できるまでには五十年ほどかかる。

　ただこの剣は、ただの物質としても、オリハルコン─アダマンタイト合金を遙はるかに超える強度を持っている。

　結界の核としては、十分すぎるだろう。




「よし。これを核にしましょう」




「剣を、ですか？　オリハルコンという話は……」




「この剣は、オリハルコンよりはるかに頑丈ですから」




「み、見ただけで分かるんですか!?」




「色々と、方法がありまして」




　まあ、仮にも自分で作ったものだからな。

　この類たぐいの構成はよく使ったので、見ただけで雰囲気は分かる。

　似たような物は沢山作ったし、いつ作ったかは覚えていないのだが。




「それと、面白い物を見つけました。報酬はこれがいいです」




　言いながら俺は、隣の棚にあった小さいペンダントを取り出す。

　ペンダントには小さい魔石がついており、その中に複雑な魔法が込められている。




「……また、使い道のよく分からない物を選ばれましたね……。本当に、それでいいんですか？　あの剣とか、魔力を込めると強度が上がる防具とか、他にも沢山強力な装備が……」




「いいえ。これがいいです」




　このペンダントも、前世の俺が作ったものだ。




　魔物や動物が倒された際、周囲に拡散するはずの魔力を集めることで、経験値による能力の上昇を数倍まで高める効果がある。しかも近くにいれば、仲間にも有効だ。しかも範囲がかなり広く、学園にある迷宮の第一階層であれば、丸々カバーできるほどだ。

　一刻も早く戦力を上げたい俺にとっては、理想的な魔道具と言える。




　前世では完成した時点で俺の魔力や体力は経験値によって強化できる限界まで達していたため、何の役にも立たないまま投げ捨てたものだが、まさか転生した後で役に立つとは。




「マティアス様がそれでいいのであれば、私としては反対いたしませんが……」




「俺も異論はない。マティアスが俺達の予想通りの行動を取ったことなんて、一度もないからな。今回も何か考えがあるのだろう。できれば校庭を壊すのはもう勘弁かんべんしてほしいが──」




「じゃあ。問題ありませんね。早く結界制作の準備をしなきゃいけませんし、学園に戻りましょう！」




「ミスリルはどうするんだ？」




「ミスリルは、学校で調達します。……あ、校庭は壊すなって話でしたけど、迷宮なら壊してもいいですよね？」




「……え？」




　そんな話をしつつ、俺達は第二学園へと戻った。
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「よし、準備はいいか？」




　謁見えっけんの翌日。

　ルリイとアルマと俺おれは、三人でダンジョンへと来ていた。

　結界制作には大勢の生徒達の力が必要で、その全員が無詠唱むえいしょう魔法を使えるようになっている必要がある。




　先生方も無詠唱魔法の授業に慣れてきたとはいえ、流石さすがに一日で全員に無詠唱を教えるのは難しい。

　そのため、結界制作を本格的に始めるまでには、三日ほどの時間が必要だということになったのだ。




「はい！　いつでもいけます！」




「ボクも準備はバッチリだよ！」




「じゃあ、行くか！」




　ということで、俺は結界制作に必要なもう一つの材料である、六十センチ級の魔石を確保するために動くことにした。

　まあ迷宮攻略は時間をかけて行う予定なので、今日は様子見と、ルリイ達に魔法を教えるのがメインだな。




「アルマは【単純魔力エンチャント】は問題なく撃うてるよな？」




「もう目をつぶってても撃てるよ！　何百本撃ったか分かんないし！」




「じゃあ次は、【有線誘導ゆうどうエンチャント】だな。アルマ、【単純魔力エンチャント】を使って、撃つ前の状態で止めてくれ」




「うん！」




　言いながらアルマは、矢をつがえながら魔力を込めた。

　まだ若干じゃっかんのぎこちなさはあるが、合格点だ。この完成度なら、次のエンチャントもすぐだな。




「そのまま矢を放つ訳だが……今度は矢を放った後で、矢と自分のつながりを意識してみてくれ。矢に魔力の糸がついていて、その端はしを自分が持っているような感覚だ」




「んー……こう？」




　言いながらアルマが放った矢には、少しの間アルマの魔力が絡からみつくような感じがあった。

　距離はほんの三メートルほどだが……感覚を摑つかむには十分だな。




「じゃあ次は、その糸を介かいして、矢を右に曲げるように……」




「おおっ、曲がった！」




　アルマの矢が、わずかに右に曲がりながら飛んでいく。

　やはり、なかなかセンスがいいな。




「それが【有線誘導エンチャント】だ。自在に矢を曲げられるようになれば、射線とかもあまり考える必要がなくなる。それとその矢、もう貫通かんつうするよな？」




「ヤドカリくらいなら、簡単に貫通するけど……」




「じゃあ、とりあえず二匹まとめて射貫いぬけるのを目標に練習しよう」




　一匹当てるだけなら簡単だが、高低差の関係などもあり、二匹まとめて射貫くのは意外とコントロールが必要だ。

　練習としては最適だろう。

　俺が例の経験値ペンダントを首から提さげているので、多少は経験値も入るし。




「よし、やってみるよ！」




「一応、他ほかの階層には行かないようにな」




「了解！」




　そう言いつつ、アルマは俺達の元を離れ、ヤドカリを倒し始める。

　少し距離が離れることになってしまうが、同じ階層であれば【受動探知】で危険を事前に察知できるので、問題はない。

　アルマが角を曲がったのを確認し、俺はルリイに目線を移した。




「ついに、付与ふよ魔法ですか!?」




　俺が何も言わないうちから、ルリイが声を上げる。

　だが残念ながら、今から教えるのは付与魔法ではない。




「付与魔法……というか、まずはその材料作りからだな。付与をやるなら、武器は自分で作れた方がいい」




　まず第一に、練習するたびに剣を買っていたら、金がいくらあっても足りない。その点自分で剣を作れれば、鋳いつぶし放題、練習し放題だ。

　更に付与魔法を究きわめようとした場合、剣を作りながら、並行して付与魔法を使うといった方法が必要になる。そういう意味でも鍛冶かじは必須だ。




「武器を、ですか……？　でも鍛冶って、それこそ何年とか、何十年とか修業をしなきゃならないんじゃ……」




「本格的にやろうと思ったら、そうだな」




　前世の俺の記憶を基に最短ルートで修業をしたとしても、鍛冶を完璧かんぺきにマスターするには軽く数百年かかるだろう。

　だが、今この王都で手に入る剣を超えるだけであれば、そこまで難しくはない。




「まあ、武器の作り方は後で教えるとして、まずはそれ以前の……材料調達からだ。要は金属の製錬せいれんだな」




「製錬には、まず原石が──」




「原石ならあるぞ。これだ」




　言いながら俺は、収納魔法から剣を取り出し、【魔力撃】【脆性ぜいせい破壊】を乗せて、迷宮の壁を叩たたく。

　すると迷宮の壁が一部崩れ、俺の方へと落ちてきた。

　ちなみに【脆性破壊】というのは、岩のような硬かたくてもろい物に対する攻撃力を上げるための魔法だ。




「迷宮壁は、そこそこの量の金属を含んでいる。理由は色々あるんだが……まあ、とりあえずそういう物だと思ってくれ」




「えっ、それ壊すんですか!?　っていうか、壊せるんですか!?」




「ん？　迷宮壁って、資源じゃないのか？」




「資源どころか、絶対に壊せない物の代表格のはずなんですけど……」




　そう言われても、実際に壊せてる訳だからな。

　校長にも『もし壊せるなら、好きにしていいぞ』と、許可をもらっているし。

　まあ、気にしても仕方がないか。どうせまた魔族が変な知識を広めたんだろ。つくづくロクなことをしない奴やつらである。




「迷宮壁の壊し方は後でやるとして、とりあえずは製錬の仕方だな。今からこれを製錬するから、【受動探知】を使いながら、よく見ててくれ」




「はい！」




　ルリイが見つめるなか、俺は崩れた迷宮壁から大きめの塊かたまりを一つ拾い上げる。

　階層が浅いため含まれる金属の量はあまり多くないが、練習用には十分だ。




　俺は塊の全体に魔力を行き渡らせ、魔力に金属を溶かし込んだ後、魔力を抜いて金属部分を再結晶化させる。

　そして【脆性破壊】だけを使った剣で、粉々に砕くだく。




「どうだ？　分かったか？」




「何か、魔力に迷宮壁が溶けるような感じがしましたけど……これで、製錬できてるんですか？」




「いや、これが第二段階だ」




　言いながら俺は磁力魔法を発動し、粉々になった岩の中から、黒っぽい塊を集める。




「これが迷宮粗鉱そこう。まあ要するに、迷宮壁に含まれる金属が混ざったものだな」




　迷宮粗鉱には鉄が含まれるため、磁力に集まってくれるのだ。

　手で拾い集めてもいいが、磁力魔法を使うと手っ取り早い。




「迷宮粗鉱……これを剣の材料にするんですか？」




「違う。これをまとめて、もう一度製錬するんだ」




　俺は迷宮粗鉱を一カ所に集め、収束させた炎魔法で溶かして一塊ひとかたまりにした。

　この時、溶かす前に一旦魔力を多めに含ませるのがコツだ。そうすると融点ゆうてんが下がって、溶かしやすくなる。




　最後に水魔法で冷やし、もう一度さっきと同じように、魔力を使って再結晶化させる。

　すると今度は、黒かった塊が灰色と蒼あおの結晶が入り交じる、まだら模様もようとなった。構成比は灰色が九割、蒼が一割といったところか。

　蒼はミスリル、灰色は鉄だ。この階層だと、迷宮壁に含まれる金属はほとんどこの二種類だけらしい。




「どうだ？」




「まさかこれ……ミスリルですか!?」




　できた結晶の蒼い部分を指さして、ルリイが聞く。




「正解だ。灰色の方は鉄だな。……ただ、純度がいまいちだから、さっきの作業を繰り返して、純度を上げるんだ」




　言いながら俺は、まだら模様の結晶を砕き、蒼い部分と灰色の部分を別々に溶かして塊にして、さっきと同じように再結晶化させる。

　迷宮粗鉱には金属以外に、岩の素材となる石英せきえいや酸素などが含まれている。

　それらを取り除くには、再結晶化が必要となるのだ。

　まあ俺の第四紋で何度再結晶化を繰り返したところで、大した純度は出ないけどな。




「な、なるほど……迷宮の壁からミスリルが取れてしまうなんて……」




「これはそれほど難しくないから、サクッと教えるよ」




「サクッと!?　……どの辺が難しくないのか分かりませんが、よろしくお願いします！」




　──それから、およそ三十分後。




「できました！」




　そこには満面の笑みで、自分が製錬したミスリルを持つルリイがいた。

　正直、二時間くらいはかかると思っていたのだが。




　流石は学年次席と言うべきか、凄すさまじいやる気のなせる技なのか……。ルリイが、たったの三十分で壁の製錬をマスターしてしまった。

　純度はそこまで高くないが、とりあえず武器を作るという意味では、十分な純度だと言える。




「じゃあ、とりあえず鉄を、武器一本分用意するか」




　今のでできた金属の量は、二人分合わせて鉄が二百グラム、ミスリル五グラムといったところだ。体積でいうと鉄はミスリルの十倍くらいだが、ミスリルは軽いからな。




「これを一本分……今の十倍くらいですか？」




「そんなもんだ。まあ、俺も手伝うけどな。迷宮粗鉱を沢山たくさん作って、最後にまとめて製錬しよう」




「が……頑張ります！」




　言いながら俺は、迷宮壁を更に砕く。

　だいたい二百キロくらい砕いたところで、俺達は迷宮粗鉱の製錬を始めた。




　ルリイの製錬スピードは、俺の大体半分といったところか。

　不慣れなのもあるが……少し丁寧ていねいすぎるようだな。




「迷宮粗鉱を作るのは、もっと適当でいいぞ。純度を上げるのは、後の段階だからな」




「わ、分かりました！」




　少しスピードが上がった。

　そんな感じで、俺達は砕いた迷宮壁を、全て迷宮粗鉱と残土に分け終わった。

　残土の方は邪魔になるといけないので、適当に固めて積んでおく。




「それで、えっと……えい！　この魔法は、ちょっと難しいですね……」




「まあ、生産魔法じゃないからな」




　迷宮粗鉱の破片を、ルリイが磁力魔法で集める。

　コントロールはかなり怪あやしいが……迷宮粗鉱を集めるだけなら、出力が足りていればそれでいい。

　そもそも磁力魔法は生産系の魔法ではないので、第一紋の得意な魔法ではないのだ。




「じゃあ、次はこれを製錬する訳だが……全部まとめてやってみるか？」




「はい！」




　ルリイが鉱石に魔力を含ませ、炎魔法を発動して迷宮粗鉱を塊にする。

　俺が普段使っているのは攻撃魔法としての炎魔法だが、ルリイに教えたのは加工用の炎魔法だ。

　射程が短く、高出力は出しにくいが、扱いやすくて細かいコントロールが効きく。そして何より、第一紋向きだからな。




「じゃあ、その調子で製錬していこう！」




「はい！」




　ルリイはその後も何度か金属を溶かしては再結晶させ、最終的にルリイの手の中には、二キロ弱の鉄と五十グラムほどのミスリルが残った。

　再結晶化の際、少し金属部分を取りこぼしてしまったようだが、剣には足りる。




「だいぶ金属の扱いが分かってきたみたいだな」




「私がここまでできるようになるなんて、信じられないです……」




　ルリイが涙目になっている。かわいい。

　だが今日の指導は、まだここで終わりではない。
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「もう何となく、剣の作り方も分かってきたんじゃないか？」




「剣の作り方……もしかして、魔力で剣を成形するんですか？」




「そういうことだ。……あ、作る時にはただの鉄じゃなくて、ミスリルを少し混ぜた方がいいな。今ある分の、半分くらい」




「ミスリルを混ぜるんですか？　……やってみます！」




　そう言ってルリイが鉄にミスリルを混ぜ、剣の形を作る。




「……なんか、歪ゆがんでませんか？」




「最初はこんなもんだ」




　ルリイが作った剣は、刀身が少し右に向かって曲がっていた。まあ魔力で金属の形を正確に作るには、慣れがいるからな。




「これでも、鉄製の剣よりはだいぶ強いはずだぞ。これとかで試し切りしてみるといい。刃をつけてないから、叩き折るような形になるけどな」




　言いながら俺が取り出した木片を、ルリイが剣で斬きりつける。

　鋭い音とともに、木片が二つに折れた。




「あれ？　もしかして、町で売ってる剣より強い……？」




「ああ。金属っていうのは、基本的に合金にした方が強いんだ。他にも色々テクニックはあるけど……とりあえず、付与をやっちゃおうか」




「ついに、付与ですか！」




「ああ。……とはいっても、無詠唱魔法の基本ができてれば、付与はそんなに難しくない。とりあえず、これを見てくれ」




　俺は収納魔法から、一枚の紙を取り出して、ルリイに渡す。




「これは……魔法陣ですか？　見たこともないくらい複雑ですけど……」




「【脆性破壊】【強靱きょうじん化】の魔法陣だ。魔法陣の書き方は、付与に慣れてからだな」




　まずは色々な付与に触れて、使い方を感覚で覚えてからの方が、魔法陣の書き方は納得がいきやすい。

　最初から魔法陣数学をやるのも悪いとまでは言わないが。




「いきなり二重付与!?」




「【強靱化】はあんまり複雑な術式じゃないし、これは二重付与の中でも割と簡単なほうだ。とりあえず剣に魔石を埋めるスペースを作って、魔力で魔法陣を刻きざんでみよう」




　そう言って俺はヤドカリ魔石をルリイに渡す。

　ヤドカリ魔石は沢山ある上、大した値段でもないので、練習に最適だ。

　二重付与くらいなら、刻めなくもない大きさだし。




「えーと、まずはスペースを作って……」




　ルリイが剣の形を少し変え、そこに魔石を埋め込む。

　そして、魔力を少しずつ慎重しんちょうに動かして、魔石に魔法陣を刻み始める。

　しかし……。




「刻み終わった……はずなんですが、魔剣が起動しませんね……」




「この辺り、つながっちゃいけないところがつながってるな。もう少し使う魔力の量を減らしてみよう。太い線は多めの魔力で、細い線は少なめの魔力で刻むんだ」




「はい！」




　俺は大量にストックしていたヤドカリ魔石をルリイに渡す。




　今度は、成功した。

　付与としての性能はかなり低いが、一応は魔法がかかっている。




「で、できました！　でも、この剣とはだいぶ雰囲気ふんいきが違う感じがしますね……」




「それは、魔力調質をやってないからだな。付与する前に、魔石と剣に自分の魔力を込めるんだ。それで魔力の動きが収まったところで付与する。そうすると性能が上がる」




　俺が渡した三個目の魔石で、ルリイは魔力調質付きの魔剣を完成させる。




「何か、今度のはちょっと似てる感じがします！」




「壁に叩きつけてみると、性能が分かると思う」




「壁に……えい！」




　ルリイの魔剣は、確かに迷宮の壁を砕いた。

　この剣は戦闘用ではなく、迷宮採掘さいくつ用のエンチャントなのだ。




「こ、壊せました！」




「成功だな。じゃあこの調子で、ガンガン迷宮を製錬するぞ！」
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「はい！」




　──大量のヤドカリ魔石を抱かかえて戻ってきたアルマが、砕かれ剣へと変えられた迷宮の一角を見て『何この状況!?』と困惑こんわくの声を上げたのは、それから少し後のことだった。




　ルリイとアルマが新しい魔法を習得した翌日。

　俺達はまた、迷宮へと来ていた。




「今日はちょっと、階層を進んでみるか」




　先生方による無詠唱魔法の授業が上手うまくいっていれば、明日からは結界魔法の準備に取りかかることになる。

　その準備に、小型の魔石が沢山必要なのだ。

　あと、魔法の出力や量も増やしたい。それには、魔物を倒すのが一番だろう。




「いよいよ、第二階層ですか……」




「いや。今日は十階層以上潜もぐる予定だぞ。まあ、所詮しょせんは日帰りだけどな」




「十!?」




「確かに今のボク達の戦力だと、第二階層は物足りないかも……？」




「マティ君は十階層といわず、最深部……二十階層くらい潜っても大丈夫そうですけど、私やアルマも大丈夫なんですか？」




「ボクは、いける気がするね！　ルリイにはその剣と、防具があるし！」




　昨日の練習を終える際、ルリイには余ったミスリルで、ちょっとした防具を用意した。

　正直、十階層くらいなら必要のない装備だと思うのだが、あまり重くもないということで、今日のルリイは防具をつけてきている。

　ちなみに付与した魔法は【軽量化】【強靱化】で、加工の魔法を使ったのと魔法陣を作ったのは俺だが、付与をしたのはルリイだ。




「まあ、確かにそうなんですが……足手まといとかに……」




「十階層くらいで、足手まといも何もないよ。モンスターハウスさえ踏まなければ、アルマ一人でも何とかなるかもしれない」




　基本的、二十五階層くらいまでに出てくる魔物の強さは、どこの迷宮でもそう変わらない。

　二十五階層を過ぎると少しずつ迷宮固有の特徴が出てきて、特徴がはっきりするのは、三十階層からだ。

　そしてアルマの力は、すでに十階層の魔物程度は軽く超えている。




「魔法弓って、すごいんだね……」




「まあ、ルリイも普通に十階層で戦えると思うぞ。いくら栄光紋が戦闘に不向きだって言っても、全く戦えない訳じゃないしな」




　前世の栄光紋持ちも、迷宮の三十階層くらいまでは一人で攻略できるのが当然だった。

　本来まともに戦闘訓練をして、三十階層ごときを攻略できないのがおかしいのだ。

　今のルリイはまだ一ヶ月くらいしか訓練していないので、流石に一人では厳きびしいと思うが。




「まあ、ルリイには火力じゃなくて、付与魔法師としての役目を頼む。これを使ってな」




　俺は収納魔法から、持ちやすいサイズに切った丸太を取り出す。

　重さにして、およそ三キロといったところか。




「……これ、何ですか？」




「ただの丸太だ。たぶん途中で、アルマの矢が尽つきるからな。それまでにルリイが魔法で矢を作って、アルマに渡すんだ。金属と木だと、少し勝手は違うが……多分感覚でなんとかなるぞ。基本はもうできてるからな」




「そんないきなり言われても、矢なんて……あれ!?」




　半信半疑のルリイが丸太に通した魔力が、丸太を少しずつ削けずっていく。

　そして十秒ほどで、丸太の一角が、羽根の付いていない矢の形になった。




「できました！」




「加工魔法は、色々使い道があるからな。ちなみに一本ずつ成形しないでも、こういう手もあるぞ」




　そう言って俺は、もう一個別に取り出した丸太を削り、数秒で三十本ほどの矢をまとめて成形する。




「そ、それは流石に無理なんじゃ……」

　ルリイも試そうとしたようだが、上手くいっていないようだ。

　まあ、複数箇所かしょをまとめて削り取るには慣れが必要だからな。




「とりあえず一本から始めて、少しずつ本数を増やしていけばいいよ。丸太は収納魔法にいくらか入ってるから、足りなくなったら教えてくれ」




「分かりました！」




「ってことで、まずは第二階層だな」




　話しながら歩いている間に、俺達は次の階層へとつながる階段へとたどり着いていた。

　ちなみにここの迷宮、校長の話によると第二十階層までが学園によって攻略されたことのある範囲はんいであり、そこまでは全て階段で降りることができるらしい。

　まあ、二十階層を攻略したのは随分ずいぶん昔の話であって、今では卒業生でさえ十二階層を突破できないらしいが。




「……あれ？　あんまり変わらなくない？」




　第二階層に降り、少し戦ったアルマが、こんな感想を漏もらした。




「数はちょっと増えてるけど、基本は変わらないと思うぞ。……ああ、そこに違う種類の魔物がいるな」




「うわ、キモい……」




「でも、弱いだろ？」




「……ほんとだ」




　アルマの放った矢は、三匹のナメクジ魔物をまとめて串刺しにして倒した。

　甲殻こうかくを持っていない分、ヤドカリより弱いとさえ言える、ただの雑魚ざこナメクジである。




　四階層からはカタツムリの魔物が、六階層からは二枚貝の魔物が出てきたが、いずれもただの雑魚であり、何の波乱もなくアルマの矢の餌食えじきとなった。

　雰囲気が変わったのは、第八階層からだ。




「……あそこにいるのって、犬？」




「ああ。キラードッグだな。ここからが本番だ」




　二枚貝の魔物に混じって第八階層で新しく出現した魔物は、犬型の魔物、キラードッグだった。

　犬型の魔物はヤドカリやナメクジとは違い、そこそこの攻撃力と素早さを持っている。

　決して高位の魔物とは呼べないが、ここまでに出てきた連中とは訳が違う。




「とりあえず、倒してみようか。アルマなら、数匹くらいは何とかなると思うし」




「やってみる！」




　そう言ったアルマの放った矢が、キラードッグに避よけられて空を切る。




「ガアァァ！」




　キラードッグが獰猛どうもうな声で吠ほえながら、こちらへ向かってくる。




「わっ、避けられた！」




「まだ矢を二本撃てる時間がある！　落ち着いて誘導をかけるんだ！」




　少しだけ手を出したい気持ちはあったが、一人で戦うのも経験だ。

　いつも安全な環境でだけ戦っていては、戦いを安全なものだと勘違いすることになってしまう。




　前世の魔法学校にはそんな時期があったが、卒業生は実戦ではほとんど使い物にならなかったという話だ。

　──とか言いながら、本当に危なくなったら手を出すつもりなのだが。




「誘導……えい！」




　しかし、その必要はなかったようだ。

　アルマの放った二発目の矢は、矢を避けようとするキラードッグを追尾して脚あしに深々ふかぶかと突き刺さり、キラードッグの勢いを止めた。




「まだ終わってないぞ！　しっかりとどめをさすんだ！」




「了解！」




　三発目の矢がキラードッグの頭を捕とらえ、キラードッグが絶命する。




「やった！」




　討伐成功だ。

　一匹目は外したようだが、この調子ならすぐに一発の矢で仕留められるようになるだろう。




「よし、じゃあ次はあの部屋にいってみようか」




「部屋？　……もしかして……」




「ああ。モンスターハウスだ」




「やだよ！　こんな階層でモンスターハウスなんて踏んだら、死んじゃうよ！」




「……うん。この階層のモンスターハウスで戦うのは、正直厳しいと思う。ただ、戦い方の参考にはなると思うんだよな」




「参考？」




「ああ。複数の敵に近付かれた時に、弓で戦うための方法だ。まあ、これは将来的にできるようにって話で、今は参考程度なんだが……ちょっと弓を貸してくれないか？」




「うん。……っていうかこの弓、マティ君のだし」




「そういえば、そうだったな」




　割と忘れかけていたが、この弓は一応貸したということになっていたんだった。




「それと、矢だな。二十本あればいい」




「はい！」




　アルマの弓と、ルリイが作っていた矢を受け取った俺は、部屋の前まで歩いて行く。

　そして最初に矢を作った時に余った木片を、中へと投げ込んだ。




「十七匹か。……まあ、こんなもんだな」




　モンスターハウスに現れたキラードッグの数は、全部で十七匹。

　俺はそれが自分の目の前に現れたのを確認してから、弓に矢をつがえた。




「ちょっ、そんな距離で弓なんて……」




「大丈夫だ」




　俺と戦闘のキラードッグの間にある距離は、少し長めの槍やりを使えば攻撃が届く程度。

　通常、弓で戦う距離ではない。

　しかし、これでいい。あまり距離が離れていると、俺の魔法は効力が届かないしな。




「ギャンッ」




　ビュッ、という鋭い音を立てながら飛んだ矢は、先頭のキラードッグの喉のどを貫つらぬき、一撃で絶命させる。

　残り十六匹。




「二本」




　飛びかかってきたキラードッグをかわしながら、俺は二本の矢をまとめてつがえ、同時に放つ。

　弓の本来の使い方ではないし、もちろん普段のような威力いりょくが発揮はっきできる訳でもない。

　おまけに二本の矢は似たような軌道きどうをとるため、散弾として使うのも難しい。




　しかし魔法で補正するなら、これで十分だ。

　俺は放った矢に誘導をかけ、かなり不自然な軌道ながら、二匹のキラードッグへと命中させる。これも一撃。

　残り十四匹。




「三本！」




　次は三本まとめてつがえ、放つ。

　だいぶ威力が落ちてきたが、まだいける。

　残り十一匹。




「四本……とみせかけて、十一本！」




　言いながら俺は、手に矢をまとめて十一本摑んで、弦つるに乗せる。

　正直、かなり無理矢理だ。もはや弓としての威力は全く出ないし、命中したところで、毛皮一枚貫けない。




　しかし、俺はそこに【単純魔力エンチャント】と【有線誘導エンチャント】を乗せて、魔法的に威力を与える。

　それでも威力が足りないため、まともに当てたのでは倒せないが……俺は残った全てのキラードッグの動きを予測し、十一匹全員の目へと矢を命中させた。

　目という弱点から脳のうを破壊されたキラードッグ達が、ほぼ同時に倒れる。討伐完了だ。




「……と、こんな感じで、エンチャント魔法は一回発動するだけでも複数に乗せられる訳だ。合計の威力が上がる訳じゃないけど、火力を分散させたいこともあるからな。覚えておくと便利だ」




　そう言って俺は、アルマに弓を返そうとする。




　しかしアルマは弓を受け取ろうとしない……というか、固まっていた。

　反応に困った俺は、ルリイに助けを求めようとするが、ルリイも同じく固まっており、役に立ちそうになかった。

【受動探知】に、精神系魔法らしき反応はなかったのだが……。




「……どうかしたか？」




「いや、すごすぎて参考にすらならないんだけど……」




「八階層のモンスターハウスを一人でってだけでも十分おかしいのに、弓でって……。っていうか最後の、何やったんですか？」




「最後のは、十一本の矢に【有線誘導エンチャント】と【単純魔力エンチャント】をかけて、急所に当てただけだ。やってること自体は二本とか三本の時とあまり変わらないぞ」




「じゅ、じゅういっぽん……」




　アルマの目が点になっている。




「まあ、正直十一本は曲芸きょくげいみたいなもんだし、あんな真似まねをするくらいなら近距離魔法を適当にぶっ放したほうが早いんだけどな。二本とか三本のは便利だから、これから練習しよう」




「ボクも練習すれば、マティ君みたいになれるのかな……？」




「修練次第で、弓に関しては俺より強くなるはずだ。その紋章は、弓に一番向いた紋章だからな」




　というか、なってもらわないと困る。

　アルマは今のところ、将来俺が組む魔法戦闘パーティーのメンバー候補の一人なのだから。

　そうなるまでに、三百年くらいかかるかもしれないが……不老不死魔法とかを使えば、三百年なんて割とあっという間だしな。何とかなるさ。




「ってことで、十階層まで潜って、そこでキャンプを張るか」




「……キャンプ？」




「迷宮の一部を囲って、魔物が入ってこれないようにするのさ。その中にいれば二人は安全だ」




「そ、そんなものがあるんですか……」




「ところで二人って、ボクとルリイのことだよね？　マティ君はどうするの？」




「……ちょっと下の階層に行ってくる。色々と、欲しいものがあってな」




　第十階層まで降りても、新しい種類の敵は出てこなかった。

　とはいえ、第八階層では貝などの魔物が多く、キラードッグの割合はあまり高くなかったのが、第十階層ではほとんどキラードッグになったので、難易度はかなり上がった。




「ルリイ、右をよろしく！」




「はい！」




　五匹まとまって出てきたキラードッグのうち、左にいた二匹をアルマがまとめて射貫く。

　矢はキラードッグに即死とはいかないものの、歩くことはできない程度のダメージを与えた。

　二本の矢に【有線誘導エンチャント】を乗せるのは、大分慣れてきたようだ。三本まとめては、まだ一度も成功していないようだが。




　そして残った右側の三匹を、ルリイが目の前に炎魔法を放ち、足止めした。

　成長率の低い栄光紋とはいえ、経験値の取得を助けるペンダントの助けを借りて長時間戦闘しただけあって、魔法の威力やコントロールは上がっているようだ。

　ダメージはほとんど与えられていないが、的確に足止めを成功させる。




　その間に次の矢をつがえたアルマが二匹を射貫き、もう一匹はルリイが再度足止め。

　アルマが最後の一匹を射貫くついでに、五匹全部に【単純魔力エンチャント】のみを乗せた矢を放ってとどめを刺し、制圧完了だ。




　うん。危なげない。




「これなら、十階層でもモンスターハウスさえ踏まなければ、何とかなりそうだな」




「モンスターハウスかぁ……あれを【受動探知】で見分けるのって、やっぱり難しいんだよね……」




「それっぽい感覚はありますけど、なかなか断定できないんですよね……。モンスターハウスだと思った部屋があっても、普通の部屋だったり……」




「まあ、モンスターハウスの反応は、魔物より分かりにくいからな。その辺は【受動探知】に慣れれば、無意識にでも探知できるようになるさ」




　このあたりはかなり感覚的なものなので、正直、アドバイスがしにくい。

【受動探知】の得意な魔法使い同士でも、魔力の反応をどう捉とらえればいいかについては、意見が分かれることが少なくないのだ。




「……さて。この辺でいいか」




　適度に小さい、普通の横部屋の前で、俺は立ち止まった。




「この辺ってことは……キャンプの練習ですか？」




「ああ。キャンプは深い階層に潜るなら、絶対に覚える必要がある」




　キャンプを張れないということは、休憩きゅうけいができないということだ。

　睡眠はもちろん、下手へたをすると食事すらままならない。

　長時間に及ぶ深層攻略において、キャンプを張れないのは致命的だ。




「わ、分かりました！　頑張ります」




「ボクも、頑張るよ！」




「やる気があるのはいいが、アルマは周辺の警戒を頼む。残念ながらキャンプは付与魔法だからな。栄光紋以外だとほとんど使えない」




　俺には前世で無数にキャンプを張ってきた慣れや魔法制御力があるから、一応自分でもキャンプを張ることができるが、迷宮の階層が深くなり、魔力密度が濃くなるほどキャンプの難易度は上がる。

　今の俺の失格紋でキャンプを張れるのは、頑張ってせいぜい二十階層といったところだ。




「ボクのやる気を返して！」




「警戒だって、重要な役目だぞ。キャンプを張りながら他の魔法を使うのは難しいから、基本的に無防備だしな」




「……じゃあ、実質ボクがキャンプを張ってるのも同然だね！　分かった！　警戒してる！」




　そう言ってアルマは弓に矢をつがえ、周囲を観察し始める。

　目視もくしよりは【受動探知】に意識を集中させた方が、本当はいいのだが……まあ、そっちもある程度は見えているようなので、及第きゅうだい点といったところか。




「さて。キャンプの説明をしようか。まず、キャンプ地の選定だが……基本的には、こういう小部屋がいい。一番いいのは、制圧したモンスターハウスの跡地だな。それが見つけにくければ、狭い通路の曲がり角なんかでもいいぞ。基本的には死角が狭くて、囲いやすい土地だ」




「囲いやすい土地ですね！　でも、モンスターハウスは何でですか？」




「魔物を召喚しょうかんするときに、周囲の魔素がまとめて食い尽くされるんだ。だから制圧後のモンスターハウスは、普通の場所より二階層から七階層分くらいキャンプが張りやすい」




「その魔素っていうのが、キャンプを邪魔するんですか？」




「そういうことだ。魔素ってのは説明すると長くなるんだが……まあ魔力と似たようなもんだ。魔素が多い場所は、魔力も多くなる傾向があるしな」




　その辺のことを詳しく知らなくても、魔法を使うのに問題はないしな。

『魔物を召喚する、よく分からない物質』くらいの認識でも十分だ。




「ってことで、ここにキャンプを張るぞ。魔道具はもう作れるよな？」




「はい！　速度はマティ君に勝てませんし、魔法陣の作り方は分かりませんけど、とりあえず刻めます！」




「なら、それで大丈夫だ。まずは、これを作ってくれ」




　そう言いながら俺は収納魔法から鉄を取り出し、金属製の細めの杭くいを作り、その先端せんたんに魔石を固定した。




「はい！」




　そう言ってルリイが、同じ物を作る。

　杭は単純な形なので、特に苦労した様子もないようだ。




「これが結界杭の、最も単純な形だ。キャンプは結界魔法の一種だから、基本的にはこれを使うことになる」




「結界魔法で、十階層の魔物を防げるんですか？　結界魔法が効くのは、七階層までだって……」




「その結界魔法って、詠唱魔法か？」




「まだ習っていませんが、詠唱魔法のはずです！」




「……詠唱魔法の常識は、忘れた方がいいと思う」




　基本的に、今言われている常識は全く当てにならない。むしろ有害ですらある。




「確かに、詠唱魔法とマティ君の魔法では、威力も速度も違いすぎて、ほとんど別ものだもんね……」




　俺が転生する前は、こっちが常識だったんだけどな……。

　まあ、世界の様子からして、下手をすれば何千年も経たっていそうだが。




「まあ、効くかどうかは試せば分かるさ。とりあえずこの杭を、等間隔とうかんかくに刺してくれ。階層とか、使う杭の質とか、いろんな条件によって杭の間隔は変わるんだけど……ここなら部屋の四隅すみに一本ずつと、入り口に三本、それと部屋の中心に一本で大丈夫かな」




「入り口以外も、結界でふさぐんですか？」




「この階層には多分いないけど、壁越しに人間の魔力を探知する魔物もいるから、そういう魔物への対策だ。キャンプは結界の抵抗力で魔物を締め出す魔法じゃなくて、探知遮断しゃだんや認識阻害そがいに意識誘導を組み合わせて、魔物が入ってこないようにする魔法だからな」




　ちなみに、階層の境界をぶち抜いて攻撃してくる魔物はほとんどいないので、上下はふさがなくても大丈夫だ。基本的には。




「杭の設置、終わりました！」




「じゃあ、起動するぞ。中心以外にはこの魔法陣を、中心にはこっちを刻んでくれ」




「イメージじゃなくて、付与で張るんですね」




　そう言いながら、ルリイは魔法陣を刻み始める。

　中心の魔法陣は割と複雑だが、それ以外は単純なので、今のルリイなら話しながらでも失敗することはない。




「それでも無理ではないんだが、難しいし維持いじが大変だからな。魔法陣ならあらかじめ作っておけば、それを写すだけで済む。ちなみに使う魔法陣はいつも同じだから、結界杭をあらかじめ作っておけば、現地では短時間で組み立てられるぞ」




　一応、付与ではない結界魔法も存在するし、そっちは栄光紋でなくとも使えるのだが、安定性や維持の面で、キャンプには向かない。

　キャンプの魔法陣は、かなり特殊な複合魔法であり、新規に組むのは前世の魔法使いでも難しかったのだ。

　まあ、ルリイに教えたのは前世で一般的に使われていた物に少し改良を加え、魔力効率や隠蔽いんぺい強度を上げた改良版なのだが。




「魔法陣、刻み終わりました！」




「じゃあ、中心の結界杭に魔力を注そそいで起動しよう。結界の組み立てとかは、魔法陣が全部勝手にやってくれる」




「はい！」




　そう言ってルリイが魔道具に魔力を注ぐと、一瞬で結界が組み上がった。







[image: ]







　人の目には見えない結界なので、肉眼だとただ魔石が光っているようにしか見えないが、【受動探知】には鮮明せんめいに映る。魔物の密集地帯より分かりやすいくらいだ。




「おお……これがキャンプですか」




　これはたまたまではなく、そうなるように術式が組まれている。

　魔物には分かりにくく、人間には分かりやすく。これがキャンプ魔法の設計コンセプトだ。




「何か、変な魔法の反応があるけど……これがキャンプ？」




　アルマも、キャンプの反応に気がついたようだ。




「ああ。ちょっと試してみるか。アルマもキャンプに入ってくれ」




　アルマがちゃんとキャンプに入ったのを確認すると、俺は少しだけキャンプの外に出て、壁の向こうにいた魔物に【強制探知】を発動し、またキャンプに引っ込んだ。




【能動探知】に釣られたキラードッグがキャンプの前まで歩いてきて……対象がいないことに困惑こんわくした様子を見せる。

　その後もキラードッグは周囲をキョロキョロ見回すが、俺達を発見できないようだ。




「わっ、こっち見た！」




「今、目が合いましたけど……」




「でも、気付かれないだろ？　これがキャンプの効果だ。ちなみにキャンプの魔法陣には、魔物が無意識に入るのを避けるような効果もあるから、たまたま魔物が入り込むこともないぞ。術式も安定してるし、このキャンプなら確実に半日はもつな」




　そこから先は運などに左右される部分もあるが、一日もつ可能性も十分にある。

　俺がいない間もたせるだけなら、まず間違いはないと言っていいレベルだ。




「キャンプって、すごいんですね……」




「ああ。とても便利な魔法だ。……ってことで、二人はここで待っててくれ。俺は下の階層で、素材を取ってこなきゃならないからな」




　あと一月から数ヶ月もすれば、ルリイやアルマも『いたほうがいい』レベルの戦力になるだろうが、今の段階では残念ながら逆に足手まといになる。

　だが、下の階層にある資源は役に立つので、今のうちに取っておきたい。

　一人では大した量は持ち帰れないが、少量でも便利なものはあるからな。




「まあ、私達がいると、あんまり深いところには行けないもんね……」




「ちなみに、何階層まで潜るの？」




「敵の強さや、目当ての物が出てくる階層にもよるが……だいたい二十五階層ってとこかな」




「二十五!?　迷宮攻略の世界記録って、二十三階層だよ!?　それも魔法神ガイウス様の加護を受けているとまで言われた、伝説級の三十人パーティーで！　流石に無理だよ！」




　信仰しんこうされてる神の名前、前世の俺と同じ名前なのか。

　剣術の神の名前は、知り合いにいた剣術バカと同じだし、大した偶然ぐうぜんもあったものだ。

　……偶然だよな？




「いくらマティくんでも、いきなり二十五階層は……二十三階層は他の迷宮の話なので、この迷宮は二十階層から誰だれも入ったことがないですし、状況も全く分からないんですよ？　そんなに簡単に潜って、もし何かあったら……」




「大丈夫だ。【受動探知】の上位魔法を使えば、二十五階層の様子くらいは分かるからな。まあ、長引きそうだったら途中で帰ってくるけど」




　ちなみに、これは半分噓うそだ。

　そういう魔法は実際に存在するが、今は使っていない。

　ただ二十五階層まででは、どこの迷宮も魔物の強さが大して変わらないので、潜らなくても分かるだけだ。




　転生するまでの間に、世界は随分と変わってしまったようだが、幸いなことにダンジョン内の様子はあまり変わっていない。

　ダンジョン内では、前世の知識をほぼそのまま適用できるとみていいだろう。

　まあ、危なそうだったら普通に撤退てったいするのだが。




「じょ、上位魔法……」




「確かにマティ君なら、二十五階層とか行っても平然と帰ってきそうな気がするんだよね……。それどころか、普通は出てこない強い魔物とか倒して帰ってきそうな感じが……」




「それは、アルマのカンですか？」




「うん」




　そういえば、アルマのカンはよく当たるんだったな。

　前世にも、そういう人間はいた。原理は分からないが。




　まあ、帰ってくるのは問題ないが、強い魔物に出会える可能性は低いだろう。

　そういう魔物もいることはいるが、出くわすことは滅多めったにない。

　人が入ったことのない階層や、長く入っていない階層だと多少は確率が上がるが……期待はしない方がいい。




「ってことで、採掘用の剣をちょっと貸してくれ」




「わ……分かりました。でも、絶対に帰ってきてくださいね」




　そう言ってルリイが、腰に提げていた二本の剣のうち、採掘用に作った【脆性破壊】付きの剣を貸してくれる。

　階層が深くなると壁も硬くなるので、武器にも付与魔法が欲しかったところなのだ。

　今回の目的の半分は、金属採取だからな。




「ああ。問題なく戻ってくるさ。ただ、遅くなる可能性がないとは言えない。もし二時間経って戻ってこなかったら、先に戻っててくれ。まあ、一時間くらいで戻ってくる予定だけどな」




「嫌いやです！　マティ君を置いて戻るだなんて……」




「戻れないと、途中でキャンプを張る選択肢しが潰つぶれて、逆に俺の生存率も下がるんだが」




　これは本当だ。

　俺一人でも二十階層あたりまではキャンプが可能なので、危ない状況になったら、キャンプを張って体力や魔力の回復を待つことができる。

　まあ、二十階層程度でそんな状況になることは、まず考えられないのだが。




「……分かりました。戻ります」




　どうやら、納得してくれたようだ。




「じゃあ、ちょっと行ってくる！　キャンプから出ないように気をつけてくれ！」




　そう言って俺は、もう一度キャンプと階層の魔力をチェックし、今後二時間で問題が起きる可能性がないことを確認してから出発した。

　魔力の流れを頼りに、一気に十階層を出口まで駆け抜け、十一階層へと向かう階段を駆け下りる。




　道中の魔物は無視だ。相手をするだけ時間と魔力の無駄むだだからな。

　十一階層から現れた魔物は、ラッシュブル。雄牛おうしの魔物だ。

　キラードッグよりは強いが、雑魚であるのはキラードッグと同じだ。




　だが念のため、倒せることを確認しておくか。

　前世の記憶や魔力反応から耐久力たいきゅうりょくを推定し、俺はラッシュブルに、一撃で倒せる限界まで威力を低くした魔法を撃ち込む。

　狙ねらい通り、ラッシュブルは一撃で倒れた。




　もうラッシュブルに用はないので、二匹目以降は黙殺もくさつだ。

　気配けはいを消すと、最大限の移動速度を出すことができないので、それすらしない。

　ただ身体強化に加え、移動強化魔法として【抵抗軽減】を発動し、駆け抜けるだけだ。




　横を駆け抜ける俺を見たラッシュブルは、すぐさま方向転換して俺を追いかけるが、遅い。

　俺がただ走るだけで、ラッシュブルとの距離はどんどん開いていく。

　ラッシュブルの速度では、【抵抗軽減】つきの俺に追いつくのは不可能だ。




　こうして俺は、第十二階層にたどり着く。

　第十一階層に入ってから第十二階層にたどり着くまでの時間は、およそ七十秒。

　魔力の流れから最短ルートを割り出し、魔法で移動を補助しながら進めば、大体こんなものだ。







　ちなみに【抵抗軽減】は、移動する際に発生する空気や摩擦まさつなどを軽減することで、速度を上げる魔法である。




　扱いやすい魔法ではないし、これより速度を出せる魔法はいくらでもあるのだが、【抵抗軽減】の燃費ねんぴのよさは他を圧倒あっとうしている。ほぼゼロといっていいくらいだ。

　そのため、俺は特に急ぐ必要のない場合、この魔法を使うことにしている。




　そんな調子で俺は、無数の魔物を黙殺しながら、一気に階層を下っていった。




「……ここが、二十階層か」




　一人で迷宮を下り始めてから、約十五分後。

　俺はこの迷宮の、今の時代における最深攻略階層である、第二十階層まで到着していた。




　階層を下るにつれて、道幅が狭くなったり、曲がりくねったりして、だんだんと移動のペースは落ちてくる。

　こうなると、魔物を速度で振り切るより倒した方が早いので、道中の魔物は倒しながら進むことになった。

　ただ──




「ちょっとだけマシになってきたが……相変わらず弱いな」




　無駄に魔力を使わないため、【斬鉄ざんてつ】だけを乗せた剣で猪いのししの魔物の首を落としながら、俺はため息をつく。

　なんというか、一匹だけであればビフゲルでも三百人くらい集まれば倒せそうなレベルの魔物だ。

　キラードッグなら恐らくビフゲル十人くらいで倒せるので、それに比べれば進歩といえるだろうか。




　ビフゲルが三百人集まると、俺の精神衛生上とてもよくないので、やめてほしいが。




　移動がしやすいという意味では悪くないのだが、魔物が弱いということは、採とれる素材も弱いということだ。

　できれば、もうちょっとマシなのに出てきてほしい。




　──これが最深攻略階層とか、学園の戦力が悲惨ひさんすぎる。

　詠唱魔法を普及させて人類の力を削そぐ魔族の作戦は、大成功のようだ。




　……そう言いながらも、魔石や皮、爪つめなどの軽い割に使えそうな素材は、一応収納魔法にしまってあるのだが。

　魔法を使えば、分離するのも簡単だし。




　その点、王都に来る途中で出てきたワータイガーは、なかなか悪くなかった。

　一撃で倒せるレベルではあるが、弱すぎもしない。

　経験値や魔石をかき集めるという意味では、かなり効率のいいラインだ。




「まあ、もっと奥まで潜れば、ああいうのが沢山出てくるんだろうけどな」




　そんな独り言を言いながら、俺は迷宮を進んで行く。

　俺が注目しているのは、魔物ではなく、壁などの魔力反応に対してだ。




　この辺りの階層から、ミスリルや鉄の中に、アダマンタイトが混ざり始める。

　アダマンタイトは合金の素材として少し混ぜるだけでも、金属にかなりの強度を与えることができる。

　是非ぜひとも確保したい素材だ。




　……ということで、確保する。

　俺は魔力反応からアダマンタイトの量が多い場所を見つけると、腰に提げていた資源採掘用の剣に、【魔力撃】【脆性破壊】【強靱化】を乗せ、壁ごと叩き割る。




　そして、崩れ落ちた岩を一度だけ再結晶化させ、迷宮粗鉱を取り出し、そのまま収納魔法にしまい込んだ。

　これを後で本格的に製錬すれば、アダマンタイトが取り出せるだろう。




　とはいえ、アダマンタイトの製錬は難しいので、今の俺では三パーセントも取り出せればいい方だが。ルリイも、今のままでは二・五パーセントがいいところか。

　ルリイは一年もすれば、八十パーセントくらい取り出せるようになるだろうが、俺の方は三・五パーセントがいいところだろう。第四紋の限界というやつだ。

　まあ、今は三パーセントでも十分だけどな。




「……さて。ここからは未知の領域という訳だが……」




　どうやら、楽に移動できる場所は完全に終わったようだ。

　次の階層へとつながるルートは、今までのような階段ではなく、ただの穴だった。

　深さにして、およそ十メートルといったところか。




　こういう場合、ロープなどを使う手もあるが──




「よっ……と」




　一番簡単な移動方法はこれだ。飛び降り。

　注意して飛び降りれば怪我けがをすることもないし、早いし、準備も必要ない。




　それに今回は、ちょうどいいクッションがあった。おかげで、とても安全に着地ができる。




「ガッ……」




　俺は飛び降りると同時に気配を消すと、下にいた魔物の後頭部を踏みつけてクッション代わりにする。

　着地ついでに剣で喉を貫いてとどめを刺し、俺は第二十一階層へと降り立った。

　とても安全で、平和的な移動方法だ。




　ちなみに、今足場にした魔物の名前は、フレイムリザード。

　名前の通り、炎を吐く大トカゲだ。

　相変わらずだいぶ急所に剣を突き込めば一撃で倒せる魔物だが、強さはワータイガーよりやや弱い程度なので、大分マシになってきたといえる。




　ビフゲルが何百人集まろうとも傷一つ与えられず丸焼きにされるだけなので、フレイムリザードはビフゲル換算できない。




　そして俺は、どうやら当たりを引いたようだ。

　二十一階層に入ってから【受動探知】を使うと、階層の隅の方に、他と比べて明らかに大きい反応があるのが分かった。

　間違いない。『階層ボス』と呼ばれる、階層に見合わない強さを持った魔物だ。




『階層ボス』の出現は、前世におけるパーティー全滅の最大要因であり、冒険者にとっては恐怖の象徴だった。

　ひとたび出現報告があれば、数百人単位の討伐パーティーが組まれ、多数の死者を出しながら討伐される。

　それが『階層ボス』だ。




　じゃあ、そんな状況に立ち会った俺はどうすべきか。

　そんなことは決まっている。




　──突撃だ。『階層主』に挑いどむにあたり、俺はまず【受動探知】で、周辺の地形や、魔物の位置を探った。

　基本的に『階層主』は、一人で倒せるようにはできていない。




　前世の俺なら、今の位置から適当に魔法を放つだけで迷宮ごと蒸発させられた魔物だが、今の俺の魔法的な性能は、前世の一般的な魔法使いにも劣おとる。そのような力業ちからわざは不可能だ。

　いくら知識と経験があるとは言っても、倒し方にはある程度の工夫くふうが必要になる。




　俺は、魔力の動きと地形をもとに、戦う場所を決めることにする。

　戦場の満たすべき条件は二つ。




　一つ目は、そこにつながるルートが、できるだけ少ないこと。




　階層主に挑む際には、他の魔物が乱入しないよう、階層の魔物を全滅させるのが基本だ。

　その上で、大勢が同時に戦えるよう、階層の壁を壊して広いスペースを作ったりもする。




　しかし、今回はその方法が使えない。

　階層の魔物を全滅させるのは、あくまで大勢での討伐の場合だ。




　俺一人で階層にいる魔物を全滅させるのは、魔力と時間がかかりすぎる。不可能だ。

　そのため今回は、戦場へのルートを絞ることで、魔物乱入の可能性を減らしておくことにする。

　もし他の魔物が乱入しそうになれば、【受動探知】で察知して、対応を取ることになるだろう。




　二つ目は、広さがあること。




　失格紋は基本的に、狭い場所であるほど戦いやすいのだが、階層主が相手となると、攻撃を回避かいひするスペースがなければ話にならない。

　何しろ今の俺は、階層主の攻撃を一発まともに食くらっただけで死ぬのだから。




　──幸いなことに、条件に合致がっちする場所はすぐに見つかった。

　階層主がいる隅から、八十メートルほど南下した位置にある、大きめの部屋だ。




　俺は魔物が乱入する可能性を少しでも減らすため、通りがかる魔物の首を片かたっ端ぱしから切り裂きながら、その部屋へと入った。

　地面が平坦へいたんでしっかりしており、天井は高く、部屋へとつながるルートは二つだけ。理想的だな。




　それと、距離が近付いたおかげで、今回の敵となる『階層主』の種類がはっきり分かった。

　これは前世で『アーク・サーペント』と呼ばれていた、巨大な毒蛇どくへびの魔物だ。

　まあ、知っている相手なだけマシだな。

　──と、いうことで。




「さあ、来い！」




　俺はかけ声とともに、階層主に対して【強制探知】を発動。

　数枚の壁と、数十メートルの距離を隔てた位置にいるアーク・サーペントに、俺の存在を気付かせる。

　それから間もなく、アーク・サーペントの方角から、轟音ごうおんが聞こえだした。




【受動探知】に映る魔力反応が、壁を無視して俺への最短距離を突き進んでくるのが見える。




　そして、およそ二秒後。

　唐突とうとつに俺の正面の壁が溶け落ち、紫色の液体とともに、アーク・サーペントが姿を現した。




　紫色の液体は、アーク・サーペントの持つ最大の特徴である、強酸性の毒液だ。

　毒液は壁を壊しただけでは飽あき足らず、壁に比べると酸に対する耐性がはるかに強いはずの床まで、少しずつではあるが溶かし始める。




「……おいおい。せっかくそこに道があるんだから、通るためだけに壊さないでくれよ……」




　おかげで、せっかくの戦いやすい地形が台無しだ。

　少なくとも、地面はもう信用できないな。




　毒液の落ちた場所を踏めば靴くつごと溶かされるし、仮に耐酸性の靴を使ったところで、地面自体が毒液の影響でスカスカになってしまうため、足場としてはほとんど役に立たない。表面が無事でも、内側が蝕むしばまれていることも珍しくないのだ。

　足場代わりに結界魔法を一瞬だけ張って、戦うことになるだろう。




　しかも毒液には若干の揮発きはつ性があるので、時間をかけすぎると空気まで汚染おせんされることになる。

　戦闘に使えるのは、せいぜい十分といったところだな。




　さて。この第四紋を得てから初めての、歯ごたえのありそうな戦闘だ。

　せいぜい楽しもうじゃないか。アーク・サーペントは、俺を視界に収めるなり、牙きばをむき出しながら襲いかかってきた。




「キシャアアアアァァ！」




　叫さけび声とともに突き出されたアーク・サーペントの牙をかわしながら、俺は剣に【耐酸化】【魔力撃】【斬鉄】を乗せて斬りつける。

『階層主』だけあって鱗うろこは極きわめて硬いが、隙間すきまを正確に狙い、鱗の一枚をはがすようにして切断した。




　できた傷の大きさは、せいぜい五十センチ程度。全長十メートルを超えるアーク・サーペントにとっては、かすり傷程度だ。




　しかし、これで十分だ。

　今の攻撃はアーク・サーペントの体力を削るためではなく、アーク・サーペントに俺を脅威きょういだと認識させ、冷静さを失わせるためのものだからだ。
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『階層主』はその強さのせいで、傷つけられることに慣れていない。

　実際、今の剣が通ったのも、アーク・サーペントの魔力の流れから最も弱い点を探り、そこに魔力を集中させたからだ。




　力押しでアーク・サーペントの鱗を破壊しようとすれば、あの十倍は威力が必要だ。

　対抗戦で魔族を倒した時の攻撃でも、まだ威力が足りないくらいだろう。




「キシャッ！」




　傷をつけられたことに怒りの声を上げながら、アーク・サーペントが迫ってくる。




　俺はそれを、結界を足場代わりにした跳躍ちょうやくで回避しながら、魔法を組み上げた。

　第四紋の得意とする、極短射程の炎魔法。




　それをアーク・サーペントの弱点である、喉の奥へと正確に命中させる。




「ガアアアアァァ！」




　苦痛の叫びとともに、アーク・サーペントが後退する。




　無論むろん、この程度の魔法で倒せるほど、階層主は甘くない。

　だが、次の魔法を組む時間は稼かせげる。




　俺は収納魔法から魔石を取り出し、魔力を集中させる。

　それも付与魔法のような、繊細せんさいで少量の魔力ではない。俺ができる程度の付与では、アーク・サーペントに傷一つつけられない。




　魔石を魔道具に変える魔法ではなく、魔石の内部を破壊する魔法。

　多大な魔力と魔法制御力を必要とするため、今までの俺では使えなかった魔法だ。

　今の俺でも、この魔法一つに力を集中する必要がある。




「キシャアアアアァァ！」




　再度迫る牙を前に、俺は魔石を砕く。

　大量の魔力と魔素が、砕けた魔石からあふれ出した。

　俺はその魔力を強引に制御し、火の属性を付与して剣に纏まとわせる。




【特殊魔力エンチャント】。

　剣を使う魔法戦闘師にとって、奥義ともいえる魔法の一つだ。




「食らえ！」




　俺はアーク・サーペントの攻撃を避けようともせず、正面から剣を叩き付けた。

　アーク・サーペントの牙がへし折れ、ついた傷から血や毒液がまき散らされる。

　しかしアーク・サーペントは、まだ倒れない。




「タフだな……」




　倒れないとはいえ、アーク・サーペントのダメージは大きいようで、動きがかなり鈍にぶっている。

　これなら、攻撃し放題だ。




　俺は魔石をもう一つ砕き、剣に纏わせて斬りつける。

　まだ倒れない。じゃあ、もう一つだ。




　──三個目の魔石を砕いたところで、アーク・サーペントの首は切断された。

　それから間もなく、地面を溶かしていた毒液が消滅する。

　アーク・サーペントの毒液は、本体の魔力によって構成されているので、本体が死ぬと毒液も消滅するのだ。




　……とはいえ、毒液による影響は、そのまま残るのだが。

　例えば、このように。




「おっと」




　戦闘を終えた俺が地面に足をつくと、鈍い音ともに地面が三十センチほど沈み込んだ。

　すでに毒液によって、内部がかなり溶かされていたようだ。




　まあ、戦闘が終わった後であれば少し驚くくらいで済むのだが。




「さて。これ、どうするかな……」




　アーク・サーペントの死体を前に、俺は少し考え込む。

　今の魔力であれば、収納魔法で丸ごと持ち帰るくらいはできる。




　だが、その場合、俺は最大魔力のほとんどを収納魔法に食われ、帰還を余儀よぎなくされるだろう。

　適当に、使えそうな牙だけ持って帰ろうか──などと考えたところで、王都に来るときにワータイガーを買い取ってくれた商人のことを思い出した。




　俺はあの時学習したはずだ。

　そこまで価値を感じない魔物の素材でも、今の世界ではかなり重宝ちょうほうされると。

　これも持って帰れば、そこらの素材屋とかギルドとかがいい値段で買い取ってくれるかもしれない。うん。きっとそうだ。




　そんなに金を貯ため込んでどうするか、などと考えながらも、俺は収納魔法にアーク・サーペントを収納し、第十階層へと戻った。

　キャンプ魔法は……うん。ちゃんと機能しているようだな。




「おかえりなさい、マティくん！」




「ほら、ちゃんと戻ってきた！」




　俺がキャンプに戻ると、ルリイとアルマが出迎えてくれた。

　ルリイは迷宮壁を製錬していたようで、地面には砕かれた岩の欠片かけらや、残土が落ちている。




「……でも、一時間より全然早いよね？　何かあった？」




「ちょっと大きい魔物を倒したら、収納魔法が一杯になってな。二十一階層で切り上げて戻ってきた。だから予定よりはだいぶ早いな」




「大きい魔物、ですか……」




「ああ。素材的にはあまり面白おもしろくないけど、いい値段で買い取ってもらえるかもしれない」




　アーク・サーペントの素材にも使い道はあるのだが、扱いが少し難しい。

　毒は倒すと消えてしまうし、爪はないし、骨は少ないのだ。

　ただ、牙は少し使えるので、何本か抜いて確保してある。




「二十一階層の魔物……なんていう名前の魔物ですか？」




「アーク・サーペントだ」




　時代が違うので、魔物の名前の呼び方が変わっている可能性もあるが。




「アーク・サーペント……知らない名前ですけど、二十一階層だったらきっと高く売れると思います！」




「っていうか、二十一階層の魔物って、ほとんど出回ったりしないんじゃ……。大丈夫なのかな？」




「二十一階層の普通の魔物は、ワータイガーより弱かったぞ。大きい魔物の方は、割と手強てごわかったけどな」




　魔石を三つ砕いただけなので、見る人によっては簡単に思ったかもしれないが……実はあの戦い、そこまで余裕はなかった。




　というのも、魔石を砕いての【特殊魔力エンチャント】は、そう簡単に乱発できる魔法ではない。

　なにしろ、中途半端な結合がついた魔力を、局所的にばらまくことになるのだ。

　考えなしに二発も撃てばダンジョン内部の魔力構成がガタガタになって、魔力災害が起きる。

　迷宮内に妙な魔物が湧わくだけならまだいい方で、下手をすれば一瞬で迷宮から魔物があふれ出て、王都が滅ぶ。




　今の俺が魔力をコントロールして、魔力災害が起きないように調整しても、四発が限界だ。

　しかも、もし四発目を撃ったとしたら、俺はその後三日から四日ほど、迷宮内にとどまって魔力調整を強しいられることになっただろう。

　そういう意味で、あの三発目で勝負を決められなければまずかった。




「マティくんから見て手強いって、化け物なんじゃ……」




「っていうか、サラッとワータイガーを基準にするのやめようよ。ワータイガーって、天災級だよ？」




「でも、あの魔族より弱いし」




「魔族を基準にするのは、もっとやめてください！」




　そんな会話をしながらも、俺達は迷宮を上っていく。

　アルマによる魔物処理や、ルリイの矢作りにも、だいぶ慣れが見える。




「そういえば、素材の買い取りって、冒険者ギルドでやってくれるのか？」




「冒険者ギルドって、ボク達の年じゃ登録できなかった気がするけど……」




「学園生なら、何歳でも大丈夫なはずですよ。私もまだ登録してませんけど」




「じゃあ、登録からか。ギルドの場所って……」




「あ、私知ってますよ」




　迷宮を出た俺達は、ルリイについて町を歩く。

　しばらく行くと、『冒険者ギルド』と大きく書かれた建物が見えてきた。
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「学園生さんかな？　登録はもう済んでる？」




　ギルドに入ると、すぐに中にいたお姉さんが話しかけてきた。




「はい。第二学園生です。登録はまだですけど、素材を売りたくて」




　ルリイが、それに答える。




「じゃあ、買い取りもまとめて、向こうのカウンターで受け付けるけど……今年の学園生さんは、随分ずいぶん優秀みたいね。大戦果じゃない」




　俺おれ達三人が抱かかえた魔石を見て、お姉さんがそう言いながら、カウンターの方へと移動していく。

　どうやら、買い取りをやってくれるらしい。このお姉さんはギルドの受付嬢じょうか何かのようだ。




　ちなみに魔石を抱えている理由は、俺の魔力に余裕がなかったので、帰りに倒した魔物の魔石を収納できなかったからだ。

　俺の戦果は全て収納魔法の中なので、今持っている分は、すべてアルマ達の戦果で間違いない。

　微妙な質の魔石まで全部持ち帰ろうとするものだから、荷物が大変なことになってしまった。




「じゃあ、三人とも学生証を出してもらえる？　そのカードに、ギルドカードの機能もつけられるから」




「はい！」




　学生証を差し出すと、すぐに学生証の裏面に番号やら支部名やらが書き込まれ、手元に返ってくる。




「これで登録は完了よ。じゃあ、戦果をこのカウンターに置いてもらえるかしら。売りたくない分は手元に持っておいてもいいし、値段を聞いてから決めてもいいけど……」




「マティ君、どうする？」




「まあ、全部売ってもいいんじゃないか？　練習に必要な分はこっちに確保してるからな」




「じゃあ、全部でお願いします！」




「分かったわ」




　そう言ってお姉さんは、手早く魔石を鑑定かんていしていく。

　主おもに、色や重さなどをみているようだ。

　その動きによどみはなく、買い取りの用紙に、魔石の値段がどんどん書き込まれていく。




「終わったわよ。全部売ると、金貨十二枚と、銀貨三枚ね」




「じゅ、じゅうに……大金じゃないですか！」




「最近、やたら優秀な一年生パーティーが多いのよね。しかも、三人とか四人とかの少人数で。学園の新しい授業の関係だとか聞いたけど、あなた達のパーティーは極きわめつけね……」




「おいおい、それで学生ってマジかよ！」




「今年の学園生、マジで強いんだな……」




　受付嬢とは関係ない、ギャラリーらしき人まで集まってきた。

　身なりを見る限り、恐らく他ほかの冒険者達だろう。




「もちろんだよ！　なんてったってボク達には、マティ君がいるからね！」




　おい。俺に押しつけるな。




「それ、アルマが威張いばることじゃないんじゃ……」




「でもこの魔石は、ボク達二人が倒したやつだし！」




「あれ？　二人だけで魔物を倒したの？　じゃあ、そっちにいる子は……荷物持ち？」




　俺の紋章もんしょうを見ながら、お姉さんが言った。

　なるほど。失格紋がパーティーにいると、そう見られるのか。




「荷物持ちだなんてとんでもない！　確かに荷物は沢山たくさん持ってますけど、パーティーの主力です！」




「主力っていうか……ある意味、先生？　とにかく、今日の戦果はそれだけじゃないんだよ！」




　そう言って二人は、俺に目を向ける。




「実はまだ、素材が結構あるんですけど……」




「まだあるの？　そんなに荷物を持っているようには見えないけど……」




「いえ、ここに」




　そう言って俺は、収納魔法から、適当な魔石を取り出した。

　その瞬間、周囲にいた人達の視線が魔石に集まり──




「「「……は？」」」




　ギルドの空気が、固まった。




「ちょっと待って。その大きさ……いったい何階層の魔物から出てきたの？」




　この魔石か。

　多分、二十一階層にいたフレイムリザードだな。

　サイズや雰囲気ふんいきからすると、降りる時に足場にしたフレイムリザードのような気がする。




「二十一階層です」




「……で、マティ君とか言ったかしら？　その魔石を、今どこから出したの？」




　俺の返答を聞いて、お姉さんが再度質問を返す。

　顔が引き攣つっており、眉まゆがピクピクしている。




「収納魔法です」




「今年の一年生は全体的に異常だったけど、本格的におかしいのが来たわ……」




　その発言を聞いて、受付の人が頭を抱えた。




「実はどこからか魔石を買ってきて、それを売って功績稼かせぎとかじゃないのか？」




「でもあんな魔石、どこで売ってるんだよ。買ったら絶対目立つだろ」




「……じゃあ、盗んだ？」




「どこから盗むんだよ」




　そして、いつのまにか盗人ぬすっと扱いされそうになっていた。




「マティ君はそんなことしません！　マティ君がしたことといえば、迷宮を壊したり、校庭を壊したり、魔族を一人で倒したり、国宝級の剣を作ったり……あれ？　これは私も？」




「そうだよ！　マティ君がおかしいのはその通りだけど、泥棒どろぼうなんてしないよ！」




「……マティアス君たち、ちょっとこっちに来てくれるかなー？」




　ギルドの人に言われるがままに、俺達はギルドの一室へと入ることになる。

　見かけは真ん中にテーブルが置かれた、普通の応接室なのだが……壁や扉がかなり頑丈がんじょうにできており、内側からだけではなく、外側からも鍵かぎをかけられるようになっているようだ。




　何かあれば、閉じ込めるということなのかもしれない。

　まあ、壊そうと思えばいつでも壊せるので、特にバタバタする必要はないだろう。

　悪いことは、何もしていないのだし。




「学園に連絡を取るから、ちょっと待ってて」




　そう言ってお姉さんは、どこかへ消えた。

　そして少しすると、今度は壮年そうねんの男が部屋に入ってくる。




「また第二学園の二年生か！」




　部屋に入ってきた男は、制服姿の俺達を見るなりそう叫さけんだ。




「……自己紹介が遅れたな。俺はガルド。このギルドの支部長をやっている。大きな声を出してすまん。多分君達は悪くないんだ」




　それから、謝りだした。




「何か、あったんですか？」




「森で弱い魔物を相手にするはずの一年生がダンジョン産の魔石を持ち込んだり、下手へたな卒業生より高い成果を出したり、あり得ない威力いりょくの魔法で破壊された痕跡こんせきのある魔物素材を持ってきたり、とにかく色々な……」




「大変でしたね……」




　一体誰だれがそんなことを……とか考えるまでもなく、無詠唱むえいしょう魔法の授業のせいだろうな。

　今の段階でも、詠唱魔法では不可能な威力の魔法を撃うっている生徒は沢山いる。

　その中でも、アルマ達はすでに頭一つ抜けているが。




「まあ、今年の第二学園生はおかしいから気にするなってことで、第二学園とも話がついた。これからはよほどことがない限り、第二学園関連はそのまま処理することになっていたんだが……この部屋に呼ばれるとは、一体何をやらかしたんだ？」




「この魔石を出したら、ここに連れてこられました」




　そう言って俺は、収納魔法からさっきの魔石を取り出す。

　魔石を見て、ガルドはあきれたような笑みを浮かべた。




「ああ。そりゃ学園に連絡するのも当たり前だな。持ってきたのが大人おとなの冒険者でも、事情を聞くところだ。──と、戻ってきたみたいだな」




　そう言ってガルドは、入り口のドアを指さした。

　続いて、パタパタという足音が聞こえる。




「支部長！　第二学園への確認、終わりました！」




「おう。どうだった？」




「『その生徒の名前は、マティアスですよね？　だとしたら異常なのはいつものことだから、放っておいてください』だそうです」




　どうやら、疑いは晴れたようだ。

　なんだか納得のいかない晴れ方だが。




「お前、第二学園で一体何をやらかしたんだ？」




「色々と」




「……まあいい。とにかく、魔石の買い取りだな。このサイズだと、査定さていは──」




「ちょっと待ってください。まだあるんです」




　金銭的には、このまま魔石一個の買い取りでも特に困ることはないのだが、収納魔法にあのアーク・サーペントがそのまま残ってしまうことになる。

　それは困る。大きすぎて、置き場所もないし。




「まだあるのか。じゃあ、それも置いてくれ」




　その発言を聞いて、俺は机の上に魔石を大量に並べる。

　練習や素材に必要な分は残したが、それでもかなりの数だ。

　それを見て、支部長とお姉さんの目が点になる。




「あと、魔物の死体がいくつかあります」




「……第二学園の先生の気持ちが、分かった気がするよ。死体も買い取れるから、こっちに──」




「残念ながら、部屋に入りません」




「……こういう場合の対処は、第二学園から聞いたか？」




「基本的には、何があっても気にするなとのことです。もし魔族を倒した場合には、ギルドと王宮に報告してほしいとのことですが……」




「わ、訳が分からん……なんでいきなり魔族の話が出てくる……」




　支部長が、また頭を抱えた。「それで、倒した魔物っていうのは？」




　学園からの連絡が届いてから、数分後。




「アーク・サーペントっていう、蛇へびの魔物です」




「……聞いたことがないな。それも二十一階層の魔物か？　正直、あの迷宮の二十一階層が攻略されたなど、いくら学園に言われても信じられんのだが……」




「ちょっと特殊な魔物ですけど、それで合ってます。魔石はこれです。……ちなみに厳密に言うと、攻略はしてません。これだけ倒して、戻ってきましたので」




　そう言って俺は、アーク・サーペントの魔石を取り出す。




「……ちょっと待ってマティ君、ボク、その魔石の話聞いてないよ」




「それ、本当に魔石ですか!?　五十センチ以上あるんじゃ……」




「俺の見立てでは……魔石で間違いはなさそうだな。国宝にも、こんな品はないと思うんだが……」




　魔石を見た三人が、あきれ顔になった。

　ちなみに受付嬢らしきお姉さんは、あの後すぐに誰かに呼び出されて、また部屋から出て行ったので、今この部屋には俺とルリイ、アルマ、支部長の四人しかいない。




「マティ君が、国宝量産マシーンと化してる……」




「マティくんが国宝を量産するのは、前からだと思います」




「でも、ちょっと微妙なんだよな……」




　この魔石のサイズは、およそ五十五センチ。できれば、あと三センチくらい欲しかった。

　結界の主魔石として使えるかどうかは、微妙なところだ。『階層主』の魔石はサイズの割に性能が高いが、それには魔力源に使う龍脈りゅうみゃくの性質等も関わってくる。

　まあ、そこは後で考えるか。足りなければ、新しいのを取りに行けばいいし。




「微妙？　その異常なサイズの魔石の、一体何が足りないと？」




「ちょっと大きめの魔石が必要になりまして、サイズが微妙に足りないんです。その辺については、後日発表があると思いますが」




「五十五センチ以上の魔石が、ちょっと大きめ……？　どうやら俺は、『ちょっと』という単語の意味を間違えて覚えていたらしいな」

　……などと話していると、また足音が聞こえた。

　それからすぐに、ドアが開けられる。




「通達書が届きました!!」




　呼び出されて出て行っていた受付嬢が、戻ってきたようだ。

　王宮から直々じきじきに通達とは。どうやら何かあったらしいな。




「今度は何だ！」




「マティアス＝ヒルデスハイマーとその関係者は、迷宮関連の買い取りにかかる税金を免除するというお話です。だから、その分買い取り価格を上げろと……」




　と思ったら、違った。

　どうやら、魔族討伐とうばつの報酬ほうしゅうに関する連絡が届いたらしい。手続きとかにもっと時間がかかるものだと思っていたが、俺が迷宮産の魔物を売ると聞いて、校長あたりが早めに手配してくれたのだろうか。

　それにしても、売る時の税金まで免除してくれるんだな。




「それは無理だ。ギルドによる素材の売買に税金をかけるのは、国からの命令だからな。学園にいくら頼まれたところで──」




「それが第二学園じゃなくて、王宮からの通達なんです！」




「……王宮から、直々に？　いくら強かったり非常識だったりするとはいえ、いち学園生のために？」




「私も状況がほとんど摑つかめていないのですが、国王様の判がありますし、これを届けてくださったのは騎士きし様なので、恐らくは本物かと……」




「……ああ。何かがおかしいと思っていたら、ようやく分かった。これは夢だったのか」




　夢じゃないぞ。現実だぞ。
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　──そんな騒さわぎを経へながらも、俺おれ達はなんとか売却の手続きを済ませることができた（死体をまとめて取り出した時にも一悶着ひともんちゃくあったが、アーク・サーペント以外買い取ってはもらえた。不足していた素材だったらしい）。

　その場で買い取ってもらえた分が、合計で金貨約七百五十枚。ボッタクリソードよりは安いが、アーク・サーペントについてはこの場では値段のつけようがない（まず、これがどんな素材なのかを調べるところから始まるらしい）ということで、後日解体と競売にかけられ、結果が出た後で金を受け取ることになったので、後でその分が追加されることになった。

　俺も時間があれば、競売には立ち会う予定だ。




「さて。とりあえず、報酬ほうしゅうの分配でも決めるか」




　ギルドを出た俺は、歩きながらそう宣言した。

　ちなみに、金額などを関係のない人に聞かれないよう、一応周囲には小規模な防音系魔法を張っている。




「うん、分配は早めにやっといた方がいいよね！　それでボク達、いくら渡せばいいのかな？」




「ええと、私達が受け取ったのが金貨十一枚と銀貨三枚なので……金貨六枚くらいでしょうか？」




「ちょっと少なくない？　倒したのはボク達だけど、モンスターハウスとか、特に危ないところはマティ君だったし……」




　あれ。何で俺が金を受け取るって話になってるんだ。




「普通に分配するなら、俺が二人に二百五十枚くらい渡すことになると思うんだが」




　今回稼かせげた額がだいたい金貨七百五十枚だから、二百五十枚ずつで、だいたい三等分だ。

　まあ、金貨もあまり枚数があると重いので、報酬を受け取るついでに、ギルドに預かってもらうことにしたのだが。




「山分け!?　いくら何でも、それはあり得ないよ！」




「報酬は貢献こうけん度に従したがって分配、パーティーの基本じゃないですか！」




「……そうなのか？」




　前世の時代では、山分け以外の形で分配をする場合、事前に比率や額を決めておくことが、法律によって定められていた。

　報酬関連のもめ事で、パーティーが崩壊ほうかいすることが珍しくなかったからだ。

　……まあ、俺は百二十歳あたりからパーティーを組むことがほとんどなくなったので、それ以降のことはよく知らないが。




「そうです！　今回の報酬、稼いだのはほとんどマティ君じゃないですか！　金貨七百五十枚なんて、聞いたことありません！」




「とはいっても、事前に決めてなかった以上は──む」




　ここまで話したところで、俺は言葉を切った。

【受動探知】に、怪あやしげな反応を捉とらえたのだ。




「……分かった。今回の報酬に関しては、受け渡しなしってことにしよう。それでいいか？」




　今は、報酬のことで相談している時間はなさそうだ。ここはひとまず、話を収めてしまおう。

　もしルリイ達に金が必要になったら、その時に渡すこともできるし。




「まあ、そのくらいなら……」




「じゃあ、とりあえず学園へ急ぐぞ！　全速力だ！」




　そう言って俺は、加速系の移動魔法を発動する。




「分かりました！　……でも、急ぐような用事なんて──えっ？」




　魔法を発動しながらも、ルリイが反論しようとして……途中で、空を見上げた。

　俺の【受動探知】に映ったのと、ちょうど同じ方向だ。




「【受動探知】にも、だいぶ慣れてきたみたいだな」




「あれって、魔族……？」




　アルマが、俺に聞く。




「正解だ。魔族二人での襲撃らしいな」




　移動の方向からみて、恐らく第二学園を潰つぶしにきたのだろう。

　無詠唱むえいしょう魔法教育に関しては、現在唯一の拠点きょてんとなる場所だからな。

　第一学園でも無詠唱魔法は教えることになったが、そっちはまだ動き出した直後だし。




　こういった早い段階で魔族が襲撃に来ることは、ある程度予想していた。

　魔族は集団を作るのは苦手だが、二人くらいなら連中でも短期間で組めることがあるからな。三ヶ月もつというのは、あくまで大規模襲撃の話だ。

　まあ、俺が地上にいる間に来てくれたのは幸運だと言える。




「ボクには、一人しか分かんないけど……」




「片方は、かなり弱いからな。もう片方はデビリスよりだいぶ強い」




　狭い範囲はんいに大小二つの反応があると、小さい方が見逃みのがされることは珍しくない。

　練習期間を考えると、この距離で片方探知できただけでも上出来だろう。




「あ、あのデビリスより強いって……何でそっちに向かってるんですか!?　逃げないと──」




「獲物が自分からやってきてくれたんだぞ？　狩からなければ礼儀に反する」




「何に対しての礼儀ですか！」




「……世界？」




「スケールが大きすぎた！　……確かに、神様の教えには沿っているのかもしれないけど……」




　神様の教え……？

　それは少し気になるが、今は時間がない。説明を優先しよう。




「魔族は基本的に、逃げ足が速い。こっちが速度で勝てるようになるまでは、向こうが襲ってきてくれた時こそ最大のチャンスだ。……ってことで、弱い方は任せた」

「はい、任されまし……えぇっ!?」




「矢にちょうどいい魔石と、手持ちの鉄を渡しておく。これで矢を作って、こっちの魔法陣を付与ふよするんだ。それをアルマが、【有線誘導ゆうどうエンチャント】を使って、魔族に当てる」




　そう言って俺は、魔石入りの袋と鉄、それと魔法陣を書いた紙を渡す。

　魔法陣は、殺傷さっしょう力より妨害ぼうがい力を重視して組んだ。




「そんないきなり、新しい技術で魔族と戦えなんて言われても──」




「大丈夫だ。今までとやること自体はそう変わらない。……まあ、倒すのは無理だろうが、それは強い方を倒した後でやるから、それまで時間稼ぎを頼む」




　来るのであれば、できれば俺の魔力が残っている時にしてほしかった。

　今の俺に残った魔力は、最大量のせいぜい一割といったところ。




　この状況で二人の魔族を同時に相手に取るのは、不可能とまでは言わないものの、あまりやりたくない。




「分かった！　マティ君がいけるって言うなら、ボク、やるよ！」




「……正直、私が魔族と戦えるとはあまり思えませんが……マティくんが大丈夫だって言うなら　私も行きます！」




「よし、じゃあ行くぞ！　まず俺が連中を攻撃して、低空まで誘導する。そこで弱い方に、矢を当ててくれ。俺が最初に狙ねらった魔族が、弱い方の魔族だ」




「了解！」




「分かりました！　……でもマティくん、魔力は大丈夫なんですか？」




「正直、正攻法でやると足りないな」




　俺の状態が万全だったとしても、未いまだ魔族の魔法的な魔法出力は俺より高い。

　それを普段の一割しかない魔力で倒すというのは、まともな手段では不可能だ。




「じゃあ、どうやって……」




「魔力が足りないなら、敵の魔力を使えばいいんだ」




「そ、そんなことができるんですか!?」




「割と複雑な魔法だから、教えるのはだいぶ先になるけどな。……じゃあ、突っ込むぞ。矢を用意して待ってくれ」




　そう言って俺は地面から飛び上がり、空中に発動した結界魔法を連続で蹴けって飛び上がりながら、魔族のうち弱い方へと向かう。




「敵襲だ、デシリル！」




　魔族まであと数歩まで迫ったところで、強い方の魔族が俺に気付いた。




「バカな！　この距離で、なぜ気付ける！」




　俺が突き出した剣を受け止めながら、弱い方の魔族（デシリルというらしい）が叫さけぶ。

　ここで魔力を使ったところで大したダメージは期待できないので、俺は一度剣を交かわし、重力に任せて落下し始める。




「探知もそうだが、人間のくせに空を飛ぶとは……まさか貴様きさまが、デビリスを倒した人間か？」




「だったら、どうする？」




「本人だろうと違かろうと、人間には変わりない。──殺すだけだ！」




　言いながら強い方の魔族は、俺へと魔法を放ってくる。

　オーソドックスな炎魔法だが、威力いりょくは段違いだ。まともに食くらえば、今の俺でも即死は免まぬがれない。




　それを見て俺は、残った魔力の半分ほどを使って、魔法を構築する。

　構築する魔法は俺が【制御球】と呼んでいた、前世の俺のオリジナル魔法だ。

　前世だと、ほとんど使う機会はなかったが、作っておいて正解だった。




　そのまま使うには魔力消費が大きすぎるため、今この場で術式の一部を組み直したのだが──どうやら、上手うまくいったようだ。




「むっ!?」




　俺の周囲に、無数の球体として展開された【制御球】は、放たれた炎魔法の方向をねじ曲げ、強い方の魔族へと向かわせる。

　アシュリルは回避かいひしようとしたようだが、俺は【制御球】から更に制御をかけ、追尾して命中させた。




「がっ……」




「アシュリル様！」




　威力が高いからこそ、返された時のダメージも大きい。

　アシュリルの顔が歪ゆがみ、同時に、アシュリルが撃うとうとしていた次の魔法が消滅する。




　魔法を一度返した後も、【制御球】はそのまま残り、俺の周囲を回っている。




　これが、【制御球】の強み。一度発動すれば、大魔法などで消滅させられるまで残り続け、敵の魔法に制御をかけられるのだ。




「まさか、魔法を返されるとは──ならば、物理だ！」




　しかしアシュリルは、すぐに態勢を立て直し、剣を抜いて俺へと突っ込んできた。

　どうやら、デビリスより遙はるかに戦い慣れているようだ。

　その後を追うようにして、デシリルも俺へと向かってくる。




　俺は突っ込んで来る二人の魔族に対し、頭上に結界魔法を発動して蹴り、一気に下へと加速する。

　その後を、魔族が追いかける。




　そうして、一気に高度を下げた俺は、デシリルへと剣を向けて宣言した。




「今だ！」




「……む？」




　魔族たちは、俺が叫んだことの意味が分からなかったらしい。

　一瞬戸惑とまどうような様子を見せながらも、剣を構えたまま向かってくる。




　俺を追う、その動きに油断はない。

　──但ただし、俺に対しては、だが。




「ぬおっ!?」




　突如とつじょ飛来した矢が、デシリルに命中する。もちろん、アルマが放ったものだ。

　矢を食らったデシリルは、すぐに態勢を立て直し、俺を追撃──できなかった。

　困惑こんわくの表情とともに、デシリルの速度が一気に落ちる。




「どうした、デシリル！」




「分かりません！　妙な矢を受けたら、急に力が──うわっ！」




　説明しようとするデシリルに、二本目の矢が突き刺さる。

　ルリイに渡した魔法陣は、魔族の魔力を攪乱かくらんし、動きを鈍にぶらせる魔法を付与するためのものだ。

　実際のダメージはあまり大きくないが、妨害に関してはかなりの意味を持つ。

　もしアシュリルがいなければ、俺は今の隙すきだけでデシリルを倒せただろう。




「チッ……同時に相手をするのはまずそうだな。デシリル、あの女どもを殺してこい！」




「了解！」




　そう言ってデシリルが、アルマ達の方へと飛んでいく。




「妙な小細工を仕掛けてきたようだが……これでもう、妨害は入らないという訳だ」




　どうやら、上手く分断できたようだ。

　向こうとしては、俺達を分断したつもりなのだろうが。




「さあ、死ね！」




　言いながらアシュリルが空中に浮かびながら、最初と同じ魔法を連続で放ってくる。

　失格紋の特性を理解しているのか、近付いてこようとはしないようだ。




　対する俺は結界魔法を足場にしたまま、一歩も動かず全ての魔法を跳はね返す。

　アシュリルはそれを回避、迎撃げいげきしようとするものの、二発がアシュリルへと命中した。




「ぐっ……この数でも無理か。──ならば！」




　言いながらアシュリルは、大規模な魔法を組み始める。

　これはまずい。

【制御球】が強力な魔法であるにも関わらず、前世でほとんど使わなかった理由がこれだ。

　大規模な魔法を撃たれると、制御をかける前に、【制御球】が全て吹き飛ばされてしまうのだ。




　黙って撃たせてやる訳にはいかない。

　俺は小規模な魔法を組み上げ、術式の弱い部分に撃ち込んで魔力の流れを乱す。

　一瞬遅れて、アシュリルの魔法が消滅した。




「なっ……」




　いくら戦闘慣れした魔族でも、組んでいる途中の魔法が急に消滅するのには慣れていないらしい。

　一瞬の隙ができたのを見計らって、俺はアシュリルとの距離を一気に詰めた。




　そして剣に【斬鉄ざんてつ】を乗せて、アシュリルへと斬きりつける。

　しかし、ダメージは小さいようだ。

　──流石さすがに、硬かたいな。




　アシュリルはデビリスのような、防御に特化したタイプの魔族ではないが、そもそも魔族としての格が違う。

　今の残り魔力で削けずりきれるほど、弱い魔族ではないのだ。

　だが、やりようはある。




「どうした、魔法を消されるのは初めてか？」




　言いながら俺は、アシュリルに斬りつける。

　一度目の斬撃ざんげきと、寸分違たがわず同じ位置。最初に付いた傷が、少し深くなる。




「まさか、今のは──」




「そう、俺の魔法……だ！」




　親切に教えてやりながら、俺はアシュリルが組もうとした大魔法をもう一度消滅させ、同時にまた傷口を斬りつける。




「なるほど……だが、舐なめるな！　距離を詰めようと、俺の方が強いことに代わりはない！」




　アシュリルは距離を保つことを諦あきらめ、近接戦を選ぶようだ。

　これだけ近付かれてしまうと、【制御球】による乗っ取りをかける前に、魔法が着弾してしまう。

　俺は回避しながらの攻撃を強しいられることになるが──




「……なぜだ！」




　それでも、アシュリルの攻撃は俺に当たらず、俺の攻撃は一発残らずアシュリルに命中する。

　当然だ。




　アシュリルは今の世界では戦闘経験がある方かもしれないが、俺が前世で積み重ねた経験に比べれば初心者同然。

　距離を取っての撃ち合いならともかく、近距離での戦闘に負ける道理どうりはない。

　アシュリルに付いた傷はどんどん深くなっていく。




「……くっ」




　アシュリルが、逃げに転じた。

　隙を見せることはできないという判断なのか、全力飛翔ひしょうは使わないようだが、翼つばさを広げて魔力を流して一気に高空へと飛び上がろうとする。

　しかし、俺にそれを見逃してやるつもりはない。




「おい、どこへ行く気だ」




　俺はそう言いながら、飛翔魔法に【制御球】で妨害をかける。

　アシュリルの飛翔が乱され、上へと飛ぼうとしていたはずのアシュリルは、俺の目の前へと降りてきた。

　そこを俺は、また斬りつける。




「貴様、化け物か！」




「その台詞せりふ、魔族には言われたくないんだが」




　しかし、戦闘開始から二分が経過した頃ころ。一方的な戦況に変化が起きる。

　突如アシュリルの足下から、巨大な魔法陣が展開されたのだ。




　──隠蔽いんぺい魔法。

　アシュリルは俺と近接戦闘を繰り広げつつ、【制御球】を吹き飛ばすだけの威力を持つ魔法を組み上げていたのだ。




「かかったな！　馬鹿ばかめ！　わざわざ魔法を消滅させるなど、発動されては困ると言っているようなものだぞ！」




　嘲笑ちょうしょうとともに、アシュリルが魔法陣に魔力を注そそぎ込んだ。




　そして、展開された魔法陣が起動する。

　俺はとっさに距離を取ったが、【制御球】の退避は間に合わない。




　一瞬で空を赤く染め上げた爆炎に、【制御球】が飲み込まれる。

　再発動する魔力はなく、退避に成功した【制御球】もない。




　その様子を見ながら、俺は心の中でつぶやいた。

　──かかったな。爆炎から逃れた俺は、炎に隠れて目視もくしできないアシュリルの様子を、【受動探知】で窺うかがう。

　アシュリルの動きは、俺の予想通りだった。




　俺はアシュリルに対し、魔力の残量を隠している。

　向こうは俺の魔力が、ここまで空っぽだと気付いてはいない。




　攻撃は全て跳ね返すか回避され、一方的に攻撃される。

【制御球】がある状況では、好きなように飛ぶことすら不可能。しかも【制御球】は、一瞬で発動する魔法だ。

　そんな中で、やっと【制御球】を潰せた。




　この状況でアシュリルが取る手など、一つしかない。

　全力飛翔による逃亡だ。

　そして、これこそ俺が待っていたチャンスでもある。




　俺はその場で、用意していた魔法を発動した。

【強制探知】と似たような、全く威力を持たない、それ単体では無意味な魔力の波動。

　そして、【制御球】に紛まぎれ込ませ、アシュリルの翼に仕込んだ魔法【閉塞へいそく球】の、起動コマンドでもある。





「ぐっ、ぐあああああぁぁぁぁぁぁ！！！！」






　炎の中から、アシュリルの叫び声が聞こえる。

【閉塞球】は、一瞬だけ魔力回路を狭せばめて、魔力の流れを悪くするだけの、本来は嫌いやがらせ程度にしかならない魔法だ。




　しかし、膨大ぼうだいな魔力が集中する、『全力飛翔』の起動中ともなれば、話は違ってくる。

　道を狭められ、行き場を失った魔力が暴走し、場合によっては死にさえ至る。

　もちろん俺は、そうなるように魔法の位置やタイミングを選んでいた。




「ぐっ、なぜ、だ……」




　もはや自分の発動した魔力の制御さえ失い、炎に体を焼かれながら、アシュリルが落下してくる。




　戦闘前に、ルリイ達に言った通りだ。

　魔力が足りないのであれば、相手の魔力を利用すればいい。




　そのために、わざわざ俺が魔法を消したことを教えてやり、見ているこっちが恥ずかしくなってきそうなくらいバレバレの隠蔽魔法を見逃してやり、あくびが出るほど遅い魔法陣の起動を、妨害もせずに待っていたのだ。




　だが、もうアシュリルの質問に答える義理はない。

　とどめを刺せる魔力はないため、自然に落下死するのに任せようと、俺はアシュリルに背を向け──振り向いた。




「……これにさえ気付くか、化け物め」




　俺の様子を見て、アシュリルが吐き捨てる。

　魔族には、自らの命と引き替えに魔物を大量発生させる魔法がある。

　アシュリルは、それを起動したのだ。




「また、面倒めんどうな魔法を……」




　俺は愚痴ぐちりながら、その魔法に封印魔法をかぶせる。

　普段であれば大喜びで倒しにいくのだが、時期が悪い。とりあえず結界を起動しなければ、おちおち魔物狩りにもいけない。




　特殊な魔法であるため、今の魔力だと完全に消滅させるのは難しいが……まあ、封印でも数ヶ月は時間を稼げるだろう。

　それと、もう一つ問題がある。




「前の炎のせいで、地上の騒ぎが大変なことになってるんだが、どうしてくれる」




　地上の人々が空を見上げて、何やら大騒ぎしている。

　流石に現在進行形で魔族と戦っているアルマやルリイに近付く勇気はないらしいが、向こうもかなりの注目を受けているようだ。




「……知るか」




　それが、アシュリルの最後の言葉だった。

　俺は絶命したアシュリルを放置して、アルマ達の方へと目を向けた。




「……なかなか、いい感じに戦えてるみたいだな」




　アルマとルリイの戦況を見て、俺はつぶやいた。

　威力を重視しない付与なこともあり、デシリルへのダメージは小さいようだが、二人にも被弾した様子は見られない。

　すぐに手を出す必要はなさそうだし、少しだけ見ておくか。




　俺が戦闘を眺ながめていると、デシリルが翼に魔力を通し、ルリイ達への距離を一気に詰めようとした。

　その様子を見て、アルマが叫ぶ。




「ルリイ、次！」




「はい！」




　アルマの声を聞いたルリイが、魔石を仕込んで魔法を付与した矢を、アルマへと渡す。

　それをすぐに弓へとつがえたアルマは、デシリルへと矢を放った。




「くっ……面倒な！」




　それを見たデシリルが、矢を避よけて突っ込もうとするが、【有線誘導エンチャント】の効果は、術者との距離が近くなるほど高まる。

　距離を詰め切れないうちにデシリルが矢を受け、付与された魔法で魔力を乱されて失速した。




　その間にアルマとルリイは移動系の魔法を使い、デシリルから更に距離を取る。

　こうして二人は、魔法を回避できる距離を維持いじしながら戦っているようだ。

　この調子なら、魔力切れまでは危なげなく戦い続けられるだろう。




　戦闘の雰囲気ふんいきは大体分かったので、俺は膠着こうちゃく状態を崩し、デシリルを倒しにかかることにした。

　とはいえ、まともに倒すには、魔力が足りない。
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　だから俺は、何の魔法も使わず、ただデシリルの前に顔を出す。

　それから、気楽に声をかけた。




「よう」




「な、なぜ貴様がここに！　アシュリル様は……」




「アシュリルなら、あそこに落ちてるぞ」




　どうやらアシュリルは、広場の石畳いしだたみへと落下したようだ。

　死体のまわりに（遠巻きではあるが）人だかりができているので、場所は簡単に分かった。




「ア……アシュリル様がやられただと!?　そんなバカなことが──」




「ないかどうか、試してみるか？」




　そう言って俺は、手の中に魔法を展開する。

　大規模攻撃魔法──に魔力放射を似せた、ただの光魔法だ。




　しかしデシリルの目には、この魔法が魔族を一撃で滅めっするだけの威力を持った、死の光に見えていることだろう。




「ば……化け物め！」




　翼を広げて反転し、逃げだそうとしたデシリルを見て、俺はアルマへと指示を出す。




「アルマ、矢を！」




「でも、射程が──」




「問題ない！」




「分かった！　ルリイ！」




「はい！」




　ルリイから渡された矢を、アルマが放つ。

　俺はその矢を横目に見ながら、逃げるデシリルを追いかける。




　魔力の残量を気にしない、全力の加速だ。

　いくら魔族が飛行に長たけていても、通常飛翔では振り切れない。

　全力飛翔も、格上相手にこの距離で発動できるような魔法ではない。




「う、うわああああ！」




　叫び声を上げながらデシリルが逃げ、俺がそれを追いかける。

　そして──




「お？」




　俺は結界の端はしから、足を踏み外した。

　足場を失った俺は、戸惑いながら下へと落下する。

　それに気付いたデシリルは、チャンスとばかりに全力飛翔を発動しようとする。




　前世の頃にいた魔族が相手ならば、鼻で笑われるだけの、単純極まりないフェイント。

　しかしデシリルは、あっさりと引っかかった。

　相手が弱すぎることに少しだけがっかりしつつも、俺はアルマの放った矢へと近付き、再誘導をかける。




「自分で発動した魔法を、踏み外す訳ないだろ……」




　俺のぼやきとともに、全力飛翔の術式の弱点へと矢が突き刺さる。

　そして、矢に付与された干渉かんしょう効果が発動した。





「ぐ、ぐあああああぁぁぁ！」






　付与された魔法の効果は【閉塞球】には劣おとるが、デシリルとアシュリルでは、魔族としての格が違う。

　一瞬で魔力回路を破壊されたデシリルは、俺の目の前へと落ちてきた。




　こいつなら、今の残った魔力でもとどめを刺せる。

　俺はデシリルに、【斬鉄】【鋭利化】を乗せた剣を、心臓へと突き込んだ。

　そして死体を、収納魔法へと収める。




　これにて一件落着──




「た、倒したぞ！　空飛ぶ学園生が、魔族を倒した！」




「落ちてきた魔族、魔法学者のエリシス様に似てないか!?」




「言われてみると、エリシス様と同じ顔だ！」




「学園生一人で魔族討伐とうばつって、噓うそだろ!?」




「いや、地上に二人いる！」




「三人でもおかしい！」




　──落着でも、なさそうだな。

　この騒ぎ、どうするんだ……。大騒ぎの中、俺はとりあえず高度を落とし、ルリイとアルマの元へ近付く。

　いくら魔族が倒されたとは言っても、さっきまで戦っていた二人にすぐ近付こうとする者はいないようで、二人と群衆の間にはまだ少し距離がある。




「お疲れ様。戦闘に問題はなかったか？」




「はい！　マティくん、私、魔族と戦えました！」




「【有線誘導エンチャント】って、こんなに役に立つんだね……」




「魔族が離れたときに一本外しただけで、残りは全部当ててました！」




「ボクの矢じゃ魔族に傷なんてつけられないし、すごいのはルリイの付与した矢なんだけどね！」




「ほとんど、マティくんの作った魔法陣のおかげだった気がしますけど……」




　戦闘の後で、さっきの戦闘について話すのはいいことではあるが、今この状況ではあまり良い選択肢しとも言えないな。

　というのも──




「……とりあえず、反省会は後にして、周りを見てみようか」




「……あっ」




　俺達の周囲は、今や百人単位で集まった野次馬やじうまによって、完全に包囲されていた。

　そのほとんどが、魔族がどうの英雄がどうのと話し、俺達の方へと近付こうとしてくるのだ。

　あと、ルリイやアルマがかわいいという声も微妙に聞こえてくる。これには同意できる。




　おおむね俺達への反応は好意的なようだが、これだけの人数が集まると脅威きょういだ。

　うかうかしていると、俺達三人は圧倒的あっとうてきな物量によって押し潰されてしまう。




　そうなれば、もう俺のコミュ力では対処が不可能だ。

　百人単位の知らない人間に囲まれて平然としていられる人間がいたら、是非ぜひ見てみたい。




　……物理的に吹き飛ばしていいのなら問題はないのだが、そういう訳にもいかないし。

「この状況、どうするんですか？」




「討伐が不可能な敵に包囲された時の対処は、一つに限られる」




「敵って……。それで、どんな対処なの？」




「まずは、移動系魔法を起動しつつ、包囲網の穴を探る。今回の場合……空中だな」




　どうやら、地上に穴はないらしい。




「あのマティくん、私達、空は飛べないんですけど……」




「ボクも、飛べないよ……？」




「む。そういえば、まだ教えてなかったか」




　どうしよう。困った。

　まあ、今の魔力でも、二人を運ぶくらいなら何とかなるか。




「ちょっと失礼」




　そう言って俺は、魔法で補助しながら、二人をまとめて抱かかえ上げる。

　体がやや密着する形になるが……まあ、不可抗力というやつだ。役得ともいう。




「ちょっ、マティくん!?」




「えっ、いくらマティくんでも、二人も抱えたまま飛ぶとか、無理だよね？」




「短距離なら、何とかなるはずだ」




　確かに残り魔力は少ないが、もともと二人の体はあまり重くないからな。

　特にアルマの胸部は、女性にしてはかなりの軽量化が施ほどこされている。




「で、でも……」




「とりあえず逃げるぞ！　目標、第二学園校長室！」
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　俺はそう宣言しながら、人垣ひとがきの上を跳とび越えるべく加速魔法を起動した。
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　──魔族二人を倒してから、数時間後。

　俺おれ達は前回の魔族討伐とうばつの時と同じように、王宮へと行くことになっていた。

　今回は俺と校長に加え、アルマとルリイも一緒だ。




「此度こたびの討伐、ご苦労であった。まずは褒美ほうびについてだが……単刀直入に聞こう。何が欲しい？　国宝でよいのであれば、前回と同じようにするが……」




　何が欲しい、か。

　正直、宝物庫には、もうそれほど欲しい物が残ってないんだよな。

　使い道が分かっている物などは、宝物庫以外の場所にあるのだろうが、今使っている物を横取りする形になるだろうし、だいいち探すのが面倒めんどうだ。




　となると、第二学園の経営権……いや、いらんな。

　俺は別に教育者になるつもりはないし、魔族の件が一段落したら、学園を出ようとも思っている。

　学園のことは、校長に任せておくのが一番いいだろう。

　うん。思いつかないな。とりあえず、あっても困らない物を頼んでおくか。




「迷宮が欲しいです。前回の討伐で、迷宮がもらえるという話でしたが、沢山たくさん欲しいです」




「分かった。迷宮については、集められるだけ集めよう。報酬ほうしゅうとしては足らんが……」




「じゃあ、残りは後日ということで」




「領地などを渡す時に、まとめてだな。それで、ルリイとアルマといったか。今回の討伐はマティアスが主おもだったようだが、二人もかなりの貢献こうけんをしたと聞いておる。何か希望があれば、望みを言うがいい」




「えーっと……」




　聞かれたルリイは、困ったような表情を浮かべた。

　まあ、国王にいきなり望みを聞かれても、困るよな。




　俺は前世で国王とは時々会っていた（国によっては、国王の代替わりの儀式に、俺への挨拶あいさつが含まれていたようだ）ので落ち着いて対応できたが、ルリイはそんなことないだろうし。

　物怖ものおじしないアルマだって、流石さすがに国王が相手となると──




「はい！　ボクは、お金がいいです！　いくらあっても困らないし、使い道は後で考えられるし！」




　国王が相手でも、アルマは平常運転だった。

　鍛冶かじ屋に客として来た俺に、付与ふよを頼んだ時とそう変わらない感じだ。

　一応は敬語を使っているようだが、ものすごい胆力たんりょくだな……。




「はっはっは。よろしい。そのように取りはからおう」




「じゃ、じゃあ、私もお金で！」




「うむ。分かりやすくていいな。額については、算定が難しいが……とりあえず確実な額を渡して、評価が固まり次第、追加で渡すことにしよう。後から『多すぎたから返せ』などとは言わんから、安心するといい」




　幸いにも国王は、笑ってその条件を受け入れたようだ。

　まあ金額の指定もないし、金なら渡す側も色々と楽だろうからな。

　なんだかんだ、アルマはいい回答を選んだのかもしれない。




　こうして、報酬に関する報酬も無事に……終わりそうにないな。




「魔族との戦いの件に移ろう。此度に討伐された二人の魔族は──」




「国王、少しお待ちを」




　失礼かもしれないと思いつつも、俺は国王の言葉を途中で制する。

　そして、部屋の隅すみにある誰だれもいない空間へと、声を投げかけた。




「おい、出てこいよ」




　この国の情報が、やたらと魔族に漏もれている気はしていたが……

　その原因が、明らかになったようだ。




「……黙ってても無駄むだだぞ。肉眼で見えなくても、それだけ派手に魔力を出していれば丸わかりだ」




「……マティアス、もしかして、王城に魔族がいると言うのか？」




　俺の言葉に、国王が驚いたような声を上げる。




「いえ、本体はいませんよ。しかし、魔族の放った術式です」




「術式……それは、盗聴とうちょうの類たぐいか？」




「そういうことです。姿は見えませんが──」




　言いながら俺は収納魔法から木片を取り出し、部屋の隅へと投げつける。

　木片は放物線を描きながら進み、壁の一メートルほど手前で、何かに弾はじかれたようにして落ちた。




「実体はあるようですね。もっとも、あれを物理的に破壊したところで、魔族にダメージは入らないでしょうが」




　術式構成を見る限り、恐らく【定点型簡易魔法干渉かんしょう】と呼ばれる魔法の亜種あしゅだな。

　比較的簡単な術式で、遠距離への監視ができる魔法だ。

　それに加え、書類をめくったり、声を届けたりという程度の干渉もできる。




　また、人を殺せるほどの力は出ないものの、逆に術式が攻撃を受けても、自分にダメージが通ることもない。

　ある意味、極きわめてコストパフォーマンスのいい魔法だと言えるだろう。




「まさか、そんなことが……」




　俺と国王以外の三人は、衝撃のあまり固まっているようだ。

　そして、魔族（の魔法）も、特にこれと言った動きを見せないようだ。

　まあ、魔族にとってはそれが正解なのだろう。実際に声を出さなければ、ただの結界魔法と見分けがつかないからな。




　──だから、声を出させてやる。

　この術式には、低い魔力消費と引き替えに、二つの弱点がある。




　一つは、セッティングに時間が必要で、範囲はんいが非常に狭いということ。

　この部屋のように、極めて重要性の高い会話が行われることが分かりきっている場所でなければ、設置しても効果は薄い。




　そして、もう一つの弱点を突くべく、俺は尽つきかけた魔力を操って、ごく小規模な魔法を構築する。




「ぐっ、何だ、これは……」




　直後、部屋の隅から、困惑こんわくの声が響いた。




【定点型簡易魔法干渉】を介かいして、術者へとダメージを与えることはできない。

　しかしそれは、あくまで物理的攻撃や、単純な魔法による破壊に限った話だ。




【定点型簡易魔法干渉】により伝えられる情報は、術者の脳のうで処理される。

　つまり、本来の情報に混ぜて、魔族の脳にとって有害となるような情報を無理矢理送り込んでやれば、脳を直接破壊することができるのだ。





「ぐっ、ぐあああああああぁぁぁ！」






　苦悶くもんの声とともに術式が壊れかけ、部屋の空間が揺らいで見える。術式に緊急時用遮断しゃだん機能はつけられていないようだが、魔族の魔力制御が狂い、魔法が自壊じかいしかけているようだ。

　俺は残った魔力を使ってそれを半秒ほど支え、そこで魔力が尽きた。

　支えを失った術式は、パキン、という音とともに消滅する。




「……倒した、のか？」




「いえ。ある程度の後遺症こういしょうは残せたと思いますが、恐らく死んではいないかと」




　たとえ俺に普段通りの魔力があったとしても、殺すまではいかなかっただろう。

　術者が人間であれば殺せたのだが、魔族の脳は人間より頑丈がんじょうなのだ。




「……そうか。盗聴への対策、感謝する。まさかこの部屋にまで、潜もぐり込まれていたとはな……」




「その話なのですが国王。今の声に、聞き覚えはありませんか？」




「言われてみると、あの声は……前魔法師団長、エルハルト！」




　やっぱりか。




「エルハルトが、この部屋に入ったことは？」




「何度もある。その時にやられたか……」




　じゃあ、犯人はエルハルトでまず間違いないとみていいだろうな。

【受動探知】さえ使えない人間が相手なら、このくらいの魔法は設置し放題だっただろうし。




「とりあえず、こういった機密が必要な部屋に、通信系魔法を遮断する結界を張りましょう」




「そんなことが、できるのか？」




「遮断できない魔法もありますが、ないよりはだいぶマシかと」




　とはいえ、その遮断できない魔法はどれも割と複雑な魔法なので、今の魔族では使えない可能性が高い。

　結界が破られた時に警告するための術式もついでに付与しておけば、まず確実に対処できるだろう。

　まあ、実際に付与をするのはルリイの役目なのだが。




「ところで、ここから西に三百四十八キロ、北に四千四百二十五キロ。この位置に、心当たりはありますか？」




「……少し待て」




　そう言って国王は、引き出しから地図を取り出した。




「一応我が国の領土ということになっているが、その位置には過去に魔族によって滅ぼされた廃村くらいしかないはずだ。……まさか、マティアス……」




「はい。どうやら、魔族の居場所が分かったようです」




　あれだけお粗末そまつな偵察ていさつ魔法を俺の目の前で使うなど、逆探知しろと言っているようなものだ。

　さて。少し遠いが、どうやって襲撃をかけたものか。




「……その廃村に、魔族がいるのか？」




「廃村とは限りませんが、その付近にいるはずです。恐らく洞窟どうくつやシェルターといった、建物の内部でしょう」




　国王の質問に、俺は答える。




「なぜ、建物だと分かるのだ？」




「魔法から伝わってきた声の響きに、強めの反響音が入っていましたから」




「……たったあれだけで、そこまで分かってしまうのか……。マティアスだけは、敵に回したくないな」




「同感です」




　国王の言葉に、校長が同調する。

　逆探知くらいでこんなに怖がられると、複雑な気持ちになるが……とりあえず、校長や国王が敵に回る可能性が低くなるのは朗報ろうほうといえるだろう。




「しかし、遠いな」




「そうですね……ちょっと行ってサクッと殺して帰ってくる、という訳にはいきませんが……一週間ほど時間を取れれば、何とかなるかもしれません」




　敵が建物の中にいるということは、そこに拠点きょてんがある可能性が高いということだ。

　逆探知には恐らく気付かれていないし、一週間やそこらであれば、襲撃が間に合うだろう。




「一週間!?　四千五百キロ近い距離を、たった一週間で移動する手段など、この世にあるのか？　言っておくが例の廃村までのルートには、道すらないんだぞ!?」




「……村だったのに、道がないんですか？」




「あの一帯が滅ぼされたのは、かなり昔の話だからな。一応は我が国の領土ということになっているが、実際には魔族の支配領域と言って間違いないくらいだ。普通に馬などで移動できる道があるのは……この辺りまでだな」




　そう言って国王は、王都から北に九百キロほどの位置を指さした。馬が使えるのは、全ルートの三分の一といったところか。




「馬が通れないということは、徒歩ならいけるんですか？」




　魔族の支配領域だという話だが、今までの様子を見た限り、現在の世界に残された魔族はそう多くないはずだ。

　魔法による偽装ぎそうなどを施しながらであれば、見つからずに通り抜けることもできるだろう。




　馬に関しては、最初から使う気があまりない。魔法を使って走った方が速いからな。

　もっと脚あしの速い生物であれば、また話は別なのだが。




「測量さえ行われていないから、実際のところは分からんが……一般的な手段では、まず不可能だろうな。恐らく原生林や、湿地帯しっちたいの中を移動することになる」




　なるほど……。

　そういった状況でも移動は可能だが、速度が落ちることになるな。




　他ほかの魔族による襲撃や、王都に結界を張らなければいけないことを考えると、そこまで長い時間王都から離れるのは難しい。

　──仕方ないか。




「では、確実性では少し劣おとりますが、別の手段を使うことにしましょう」




「確実性？」




「移動手段には心当たりがあるのですが、使えるかどうかは微妙なところですので」




「……魔法の内容は、聞いてもどうせ分からんから聞かないでおくが……その方法だと、何日かかる？」




「そうですね……準備に一日ほどとして、もし使えるようであれば、その当日か翌日にはエルハルトを倒して帰ってこれるでしょう」




　その移動手段は魔法とは少し違うのだが、詳しく説明すると止められたりしそうなので、言わないでおくか。

　方法を詳しく聞かないというのは、俺……というか、俺を紹介した校長は、随分ずいぶんと信用されているようだな。




　まあ、時折誰かに見られているような気配けはいを感じることもあったので、恐らく調査は別口で行われているのだろう。

　ちなみに監視は無害だし、むしろ信用を稼かせげそうな気がするので、気付かないふりをしている。




「翌日!?」




「短くなった……だと……。　まさか伝説の転移魔法を……」




「転移魔法は一応使えますけど……」




「「使えるのか!?」」

「えっ！　……むぐっ」




　校長と国王が、同時に俺の発言を遮さえぎった。

　アルマも何か叫さけぼうとしたようだが、ルリイに口をふさがれていた。国王の前で叫ぶのは不敬だということだろうか。




「でも、紋章もんしょうの関係で遠くには飛べません。使うのは別の方法ですが、有効かどうかは試してみないと分からないんですよ。だから道があるなら、そっちの方がよかったんですけどね」




「……転移魔法の話が、まるでどうでもいいことのように流された!?」







　──このような会話のあと、魔族の魔法学者が残した魔法理論や、紋章の評価の見直しについての話を経へて謁見えっけんは終わり、俺達は学園へと戻ることになった。

　ちなみに、今までに固まった評価を変えるのには、まだ少し時間がかかるようだ。




　……さて。魔族に襲撃をかける前に、学園でやらなければならないことを終わらせておくか。

　いくらエルハルトを倒したところで、結界を張れなければ本末転倒だからな。




「これより、王都防衛計画の概要を説明する」




　謁見から数日後。

　全校生徒が集められた前で、校長が高らかに宣言した。

　校長の後ろには俺とルリイ、それとアルマがいる。




　結界を張るのに必要な材料を調達するには、生徒達による人海戦術じんかいせんじゅつを使う必要がある。

　その人員を用意するために、校長が特別授業をセッティングしたのだ。




「先日魔族が王都に現れたことは、諸君も知っているだろう。……その関連で、魔族が王都を襲う可能性がある。……いや。すでに一度目の襲撃があった」




「でも、魔族はマティアスくんが倒したんですよね？　第二学園の制服を着た人が空を飛んで、魔族を倒したって話ですし……」




「他の魔族が来ても、マティアス君がいれば……」




　どうやら襲撃の話は、すでに生徒達に広まっているようだ。

　まあ、あれだけ騒さわぎになれば、広まらない方がおかしいか。




　……ただ制服を着た人間というだけで、俺だと特定されてしまっているのはなんだか釈然しゃくぜんとしないが。

　アルマとルリイだって、ちゃんと戦ってたぞ。




「確かにマティアスの周囲は安全かもしれん。だがマティアスは一人しかいないし、王都は広い。全てを守り切るのは不可能だ」




　校長の言葉に、校庭が静かになる。




「……そこで、マティアス発案のもと、王都大結界の構築が立案された！　巨大な結界で王都全体を囲み、魔族の襲撃を退しりぞけるのだ！」




「でも先生！　付与魔法学のベイルキア先生が、人間の張る結界は直径七メートルが限界だって──」




「バカ者！　立案者はマティアスだぞ！　マティアスに常識が通じたことが、今まで一度でもあったか！」




　ツッコミを入れた一年生に、校長がとんでもない言葉をぶつける。

　いやまあ、確かに直径七メートル程度の結界が限界だという話は間違いなのだが、『提案者が俺だから』では、何の説明にもなっていない。

　こんなので生徒を納得させられるはずが──




「すみませんでした！　私が間違ってました！」




　おい。納得するな。




「分かればよろしい。それで実際の計画だが、龍脈りゅうみゃく……とか言ったか？　魔力の多い場所から魔力を吸い上げるために、板が必要なんだ。この板はただの木だが……実物はミスリルで作る」




　そう言って校長先生は、厚さ三ミリ、五十センチ四方程度のサイズの木の板を取り出す。

　龍脈から魔力を吸い上げるには、魔力と親和性の高い金属を、できるだけ表面積が大きくなるように使うのが最適だ。




　精度の高い加工ができるのであれば、もっと少ない材料で作ることもできるが、加工魔法を一から習う生徒達が作るのであれば、この辺りが強度を確保できる限界だろう。




「必要数は、千二百枚。必要となるミスリルは、一・五トン！　これを生徒諸君に、一ヶ月で準備してもらう！　材料からだ！」




　話を聞いた生徒達が、顔を見合わせた。

『無理じゃね？』とでも言いたそうな顔だ。

　それを無視して、校長は話を続ける。




「もちろん私も、今の生徒諸君が一・五トンのミスリルを用意できるとは思っていない！　だが、それを可能にする技術を、考案した者がいる！」




　その発言の次の瞬間、生徒達の視線が校長から離れ、俺に集まった。まだ何も言っていないし立っているだけなのに……。




「……その様子を見る限り考案者が誰なのかは、生徒諸君にも予想がついたようだな。正解だ！　──非常時につき、国王陛下へいかの命令のもと、結界素材の確保に関する作業を新たな授業科目として設定した。その名も『マティアス特別講義』だ」




　ちょっと待ってくれ。

　特別授業を組むという話は聞いたが、そのタイトルは聞いてないぞ。なんだそのダサい名前は。

　普通に『魔法資源加工学』とか『魔法工学入門』でよかっただろ。




　そんな名前をつけたら、生徒達は参加を嫌いやがるはず。

　俺はあきらめの表情で、校長の話を聞く生徒たちに視線を移す。

　──目を輝かせている！　なぜだ！




「一・五トンのミスリルを用意し、加工を可能にするため、マティアスと我が校の教師陣が指導を行う。故に『マティアス特別講義』は、諸君らに今まで思ってもみなかった力を授けることだろう。任意参加の授業ではあるが、ふるって参加してほしい」




　ちなみに任意参加というのは、俺の発案だ。

　やる気のない者を無理矢理入れても、現場が混乱するだけだからな。




「説明は以上！　『マティアス特別講義』への出席を希望する者は、向こうにある受付に申し出るように！　解散！」




　説明が終わるのとほぼ同時に、受付へと生徒たちが殺到さっとうした。

　三割くらいの参加を想定していたのだが、帰ろうとする者は誰もいない。




　この数が、全員参加するのか。……迷宮の広さ、足りるだろうか。




　──出席受付から、数時間後。

　俺達は参加者の生徒──つまり、全校生徒と一緒に、迷宮へと来ていた。




　迷宮がそこまで広くないので、俺から見える位置にいる人数は限られているのだが。

　まあ、俺達が魔族と戦って帰ってくる頃ころには、迷宮内でも全員の顔を見られる程度には、迷宮も広くなっていることだろう。




「じゃあ、ミスリル製錬せいれんの流れを説明するぞ」




「はい！」

　拡声魔法を使いながら、俺は生徒達に呼びかける。

　詳しいことは先生達に教えてあるため、俺は大まかな流れを実演するだけだが。




「まずは迷宮の壁を、扱いやすいサイズに砕くだく」




　言いながら俺は、鉄でできた普通のツルハシに【脆性ぜいせい破壊】を付与し、壁へと叩たたき付けて砕く。

　ツルハシは剣などとは違い、岩を砕くことに特化したツールだ。




　最も壁が軟らかい第一階層だということもあり、極めて弱い付与でも簡単に砕くことができる。

　──できるのだが。




「な、何だあのツルハシ……迷宮の壁を一撃で削けずり取ったぞ……」




「国宝の剣でも、迷宮の壁なんてほとんど壊せないって話じゃなかったか？」




「国宝級のツルハシ？」




「いや、おかしいのはツルハシじゃなくて、使ってるマティ君の方じゃない？　マティ君が使えば、その辺に落ちてるツルハシでも、迷宮の壁くらい砕けそうだし」




　迷宮の壁を砕いただけで、この騒ぎである。

　──うん。一々いちいち説明を止めていたら日が暮れてしまうし、放っておこう。




　細かい説明は先生に任せて、俺はさっさと役目を終わらせるのだ。




「これは普通のツルハシだ。ただ、壁を砕く時には、ちょっとした魔法を使って攻撃している。この作業に関しては、主に第四──失格紋の生徒が担当することになる」




　壁砕きは魔法を付与しながら剣を振るういい練習だし、筋力も付くからな。失格紋を扱うための基礎きそとしては、理想的だ。




「じゃあ、次に製錬だが──」




　ルリイにしたのと同じような内容を、俺は適当に端折はしょりつつ説明する。

　第一紋が製錬のメインで、第二、第三紋は加熱魔法の係だ。

　メインの第一紋はもちろん、他の紋章の生徒も魔法を維持いじしなければならないので、練習にはなるだろう。




　そうして、十分あまりの説明が終わり、俺は先生と交代する。




「──マティアス君からの説明は以上です。皆さん、ミスリル調達のやり方は分かりましたか？」




「先生！　サッパリ分かりませんでした！」




「何を言っているのかは分かりましたが、できる気が全くしません！」




「この講座って、人間お断りだったんですか!?」




　──あまり理解度は高くなさそうだな。

　っていうか、人間お断りってなんだよ。魔族にでも教えるのか。




　だが、よく考えると、俺が初めに先生達にこの説明をした時、話を聞いた先生達も同じような表情をしていた気がする。

　どんな表情かというと、魔法の中級講座を受けに行ったら、いきなり核融合ゆうごう魔法の説明が始まった時の、受講生のような表情だ。




　ちなみに、なぜ例えがこんなに具体的なのかというと、前世で俺が実際にやったからだ。

　確か、俺が百二十歳くらいの頃だったか……。まあ、若気わかげの至いたりというやつだな。




　あの時俺は、授業を難しくしすぎたことに気付き、こう誓ちかった。

　次に機会があったら、初回は誰にでも理解できるよう、核分裂魔法を教えるくらいに留とどめておこうと。




　──まあ結局、俺に授業の依頼が来たのは、その時が最後だったのだが。

　せっかく、『誰にでも分かる核分裂魔法』や『不老不死魔法の手引き』などという教科書まで作って、未来のパーティーメンバーを育成する機会を待っていたというのに。







「……正直、諸君らの気持ちは分かる。とてもよく分かる」




　その生徒達の前で、先生は神妙な顔で話し始める。




「ミスリルを調達するとか言って、当然のような顔でダンジョンの壁を壊して製錬し始める人間を見たら、誰だってそんな感じになるだろう。──だが、これが現実だ」




　言って先生は、地面に落ちていた迷宮壁の破片を拾い上げ、何度か魔法を使用した。

　そして、完成したミスリルを生徒の前に掲げた。




「先ほどの教員会議で、『マティアス特別講義』の別名が決定した！　その名も、『常識破壊マティアス講義』！」




　やめてくれ。これ以上相談もなしに、ダサい講義名を増やさないでくれ。

　というか、せめて俺の名前を外してくれ。

『常識破壊講義』。これでいいだろ。




「おおっ！」




「……うむ。マティアス君の授業に、相応ふさわしい名だな」




　だが、生徒達や教師陣には受けているようだ。

　……うん。やってられるか。




「よし、今のうちに逃げようか」




　俺は気配を適度に殺しながら移動し、ルリイとアルマに話しかけた。




「オッケー！」




「分かりました！」




　先生には、大雑把おおざっぱな説明が終わったら魔族を倒しに行くことは伝えてある。

　戻ってくる頃には、生徒達も立派に──とはいかないが、ある程度はミスリルを製錬できるようになっているだろう。




　こうして、俺は二人とともに迷宮を抜け出し、魔族を倒す旅へ出ることになった。

　計画が上手うまくいけば、長くて三日の旅だけどな。




「移動は、できれば昼のうちに終わらせておきたい。急ごう」




　指導を先生達に押しつけ、学校を出た俺は、魔法で少し加速をかけながら町の出口を目指めざす。

　荷造りや準備はすでに済ませ、必要なものは収納魔法へ入れている。




「はい！　……それで、どこへ行くんですか？」




「あっちの方にある山だ。少し遠いが、まあ明るいうちに着くはずだ」




　そう言って俺は、南の方を指した。

　町並みなどのせいで、まだ山の形は見えないが、魔力反応は伝わってくる。




「え？　でも向こうって、魔族のいるところと反対向きなんじゃ……」




「その通りだ。だがあそこには、移動手段がある」




　陸上を普通に走って四千五百キロ以上の距離を移動するのは、難しい。

　地形も分かっていない場所となれば、なおさらだ。

　だからこそ、地形を無視できる移動手段を用意する必要がある。




「山に、移動手段があるの？　何か変な魔法とか？」




「魔法じゃないぞ。生き物だ」




　ルリイの質問に、俺は答えた。




「生き物？」




「ああ。俺が知っていた頃より、随分反応が弱いようだが……移動くらいには使えることを祈ろう」




　そう言って俺は二人がついてくるのを確認しながら、更にスピードを上げた。







　──それから、数時間後。




「……目的地は、この山だ！　もう少しだぞ！」




　王都から百キロと少し離れた山のふもとで、俺は二人に呼びかけた。




「少し遠いって、これのどこが少し!?　ボク達の故郷こきょうより遠いじゃん！」




「今の俺達にとっては、少しの距離だよ。実際、半日もかかってないじゃないか！」




「移動魔法ってすごいんですね……」




　そんなことを話しながら、俺たちは山を登り始める。

　道は存在しないが、特に断崖絶壁だんがいぜっぺきなどがあるわけではないので、動くのはさほど難しくない。




「この山の上に、移動手段の鳥がいるんですか？」




「鳥とは、ちょっと違う生き物だけどな」




「……ちょっと違う生き物？」




「【受動探知】を使えば、雰囲気ふんいきくらいは摑つかめると思うぞ。まだ距離はあるけど、反応が大きいからな」




　俺の発言を聞いて、ルリイとアルマは【受動探知】に意識を集中させる。




「……もしかして、山頂ですか？」




「ああ」




「この反応、かなりヤバいんじゃ……」




　さっきから俺があいまいな言葉を使っているのは、正確に内容を伝えたら、二人が逃げ出しそうな気がするからだ。

　前世でも、姿を見るどころか、話を聞いただけで逃げ出す人間は多かったからな。

　実際には、別に怖くない生き物なのだが……。




「大丈夫だ。まあ、実際に接触するときには、見える範囲で離れてても大丈夫だぞ」




　そんな話をしながら、俺達は山を登り──




「あれが、その乗り物だ」




　姿が見えるところまで来たところで、俺は立ち止まった。

　それを見て、二人の顔色が青くなる。




「……乗り物？　おかしいですね。なんか、超天災級で伝説の生き物的な姿が見えるんですけど……」




「いや。あれは乗り物だ。とても速くて機動力があり、炎まで吹く乗り物だぞ」




「魔力の感じが、明らかにヤバそう……っていうか、あれってドラゴンじゃ……」




「そう言う呼び方もあるな。正確には『暗黒竜イリス』だけど」




　他にも色々と名前が付いていた気がするが、少なくとも俺はそう呼んでいた。







「『暗黒竜イリス』の、どこが乗り物なの!?　あんなのに近付いたら、殺されちゃうよ！」




「乗り物どころか、神話に出てくる国滅ぼしの竜の一匹じゃないですか！　……本物じゃない、ですよね？」




「神話を知らないから、本物かどうかは分からないが……目当ての移動手段は、あれで合ってるぞ」




　神話がどうとか言われているようだが、暗黒竜イリスは、俺の知り合いだ。

　前世で俺に喧嘩けんかを売ってきた竜の一匹だが、他の竜と違って早々に降参したので、結局殺さずにおいたのだ。




　あんまり強くなさそうだったから、倒しても楽しくなさそうだったし。

　放っておけば、そのうち強くなるかも、などという期待もあったのだが──この様子を見る限り、逆に弱くなっているようだな。




「まあ、ちょっと話してくるから、二人はそこで待っててくれ」




「「話す!?」」
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　二人を置いて、俺はドラゴンの方へ一歩踏み出す。




「ちょっ!?　いくらマティ君でも、それはヤバいんじゃ……」




「マティくん、ドラゴンと話せるんですか……？」




　そんな声を聞きながら、俺は走ってドラゴンへと近付く。

　イリスと俺は、旧知の仲だ。

　知り合いとの再会を祝って、ここはフレンドリーに──




《侵入者よ、ここは我が領域だ。貴様きさまに立ち入る許しを与えた覚えはないぞ》




「……あれ？」




　話しかけるために近付く俺に、フレンドリーさの欠片かけらもない言葉がかけられた。




《我は無用な殺生せっしょうを望まない。大人おとなしく引き返せ。だが、それ以上進めば、命はないと思え》




《俺のこと、覚えてないのか？》




　イリスが竜語を使っているようなので、俺も竜語で言葉を返す。




　ドラゴンの記憶力は、人間よりも高い。特に、魔力関連の記憶となればなおさらだ。

　今の俺は、わざと魔法を使って、前世の俺と魔力反応を似せている。




　気付かないはずはないし、忘れられているはずもない。

　魔力反応の特徴からして、竜違いということもあり得ないだろう。




《止まらず、か。気は進まないが、仕方あるまい。──死ぬがいい》




　困惑する俺の言葉を無視して、イリスが口を開く。

　そして、ドラゴンの象徴とも言える大魔法、『竜の息吹いぶき』を発動する。

　その魔法の威力いりょくには、知り合いに対する加減など微塵みじんもない。




「マティ君！」




　アルマとルリイが叫ぶのが聞こえる。




『竜の息吹』は、極めて高度で緻密ちみつな魔法の集合体だ。

　全力ではないといえ、その威力は今まで見てきたものとは桁けたが違う。

　もしまともに着弾すれば、俺はもちろん、離れた場所にいるルリイやアルマもまとめて吹き飛ばすことだろう。後には灰も残らないはずだ。




　しかし、そうはならない。

　俺はブレスの魔力を見据みすえながら瞬時に魔力を練り、目前まで迫った炎にねじ込む。




　──そして、魔力が到達するのとほぼ同時に、『竜の息吹』が消滅した。

『竜の息吹』は緻密で、無駄のない術式だ。

　だからこそ、的確に術式の弱点を撃うち抜かれると、極めてもろい。




「「《……え？》」」




　人間二人と、竜一匹の声が重なる。




《ドラゴンの息吹を、あのような魔法で……あ、あの……》




《何だ》




《もしかして、ガイアスという人を知っていたり？　数千年前に、転生しますと言い残していなくなった──》




《知ってるも何も、俺がその転生体だ》




《ひぃっ!?》




　俺の言葉を聞いた瞬間、暗黒竜イリスは体を縮こまらせながら、数歩後ずさった。




《すみませんでしたまさかガイアス様が転生してきただなんて思わなかったんですこれは何かの手違いというか要するに……殺さないでくださいぃぃぃ》




　更に、頭や翼つばさを勢いよく地面に叩き付け、平伏へいふくして竜語で早口にまくし立て始める。

　その勢いたるや、頭部が激突した地面に小さいクレーターができるほどだ。




　最初に俺に話しかけた時の威厳いげんのある口調は、一体どこに行ったのだろう。




《……安心しろ。今日は別に、お前を殺しに来た訳じゃないからな。こっちの条件を呑のめば、命は保証するぞ》




《本当ですか？》




《ああ。本当だ。もし殺すつもりだったら、とっくに殺してるし》




《ひっ!?》




　おびえた声とともに、暗黒竜イリスが数歩後ずさる。




　まあ実のところ、今の俺の状態でこいつを殺すのはなかなか骨が折れるのだが……過剰に恐れてくれるなら、それはそれで都合がいい。

　とりあえず、怖がるだけ怖がらせておこう。




《それで、殺さない条件だが……》




《い、生きたまま……ウロコを一枚一枚剝はがされるとか？》




《違う。お前は俺を何だと思ってるんだ》




　俺は敵を殺すことはあっても、無駄に苦しませて楽しむような趣味はないぞ。




《……たった一人で竜をほとんど滅ぼした、史上最凶の竜殺し？》




《間違ってないが、先に喧嘩売ってきたのは竜のほうだろ》




《それは、そうなんですけど……》




　理由は……何だったか。

　もう忘れたが、かなりしょうもない理由だったはずだ。

　大勢の竜が俺の家を襲撃しようとして、俺が反撃したところ、不参加者や早々に降参したごく一部を除いて、ほとんどの竜を滅ぼすことになってしまった。




　とはいえ、暗黒竜イリスは他の竜と違い、俺と敵対する気はあまりなかったようだ。

　もともと竜の中で孤立していたこともあり、前世でも俺を恨うらんでいる様子はなかったし。




《今日は、そんな物騒ぶっそうな理由で来た訳じゃないぞ。ちょっと邪魔な魔族を倒しに行きたいんだが、行き先が遠くてな。そこに、ちょうどよさそうな魔力反応を見かけたって訳だ》




　そう言って俺は、腕にある紋章を見せる。




《あー。第四紋ですか。ガイアスさんは好きそうな紋章というか、ガイアスさんにだけは持たせちゃいけない紋章って感じですけど、転移魔法に向きませんもんね》




《そういうことだ。ちなみに今世での俺の名前はマティアスだから、そう呼んでくれ。転生のことは、他の人間には秘密だぞ》




《分かりました！》




　転生がどうとかバレると、色々と面倒そうだからな。

　特に前世にあった一部の宗教なんかだと、魂に関連する魔法は禁忌きんきとして扱われていた。




　今の宗教のことはよく知らないが、とりあえず隠しておくのが無難ぶなんだろう。




「マティ君！　これ、どういう状況!?」




　イリスと話している途中で、アルマの声が割って入った。

　まあ、いきなり竜が大魔法を放ったと思ったら、次の瞬間には大魔法が消滅して、竜が土下座し始めたんだもんな。そりゃあツッコミたくもなるだろう。




「まだ交渉こうしょう中だが、とりあえず上手くいきそうだ！　近付いても大丈夫だぞ！」




《あの……まだ、できるとは言ってないんですケド……》




　俺の発言を聞いた暗黒竜イリスが、条件を拒否するようなことを言い出した。

　今は竜語で話しているが、ある程度以上のランクの竜は、人間の言葉も理解するからな。

　ちなみに、人の姿になることもできたはずだ。実際に人に化けたところを見たことはないが。




《ん？》




　もう少し、脅おどかしておいた方がいいだろうか。

　そんなことを考えつつ、俺は魔力を少し練る。




《ひぃっ!?　いや、やらないんじゃなくて、できないんです！　ほら、見てくださいこの翼！》




　俺が魔力を練るのを見て、暗黒竜イリスは後ずさりながらも翼を広げ、俺に見えるようにする。

　その翼は、今まで見たことがないほどにボロボロだった。──物理的にも、魔法的にも。




《うわ。これは酷ひどいな……》




　近付いて見ると、暗黒竜イリスの翼のボロボロ加減がよく分かる。




《そうなんです。もう五千年くらいは飛べてなくて……》




　五千年か。俺が転生してから、そんなに時間が経たっていたんだな。




「どうやったら、ここまでボロボロになるんだ？　大型の魔素融合炉を安全装置もなしにブン回して暴走させでもしない限り、こんな状況にはならないと思うんだが……」




　イリスの翼は、ほとんど全体が破壊されていた。無事なのは翼端よくたんの一部だけだ。

　物理的な損傷は、まだ分からないでもない。大規模な爆発系魔法などを使えば、翼の全面をまとめて破壊することも可能だろう。




　しかし、魔法的な傷はそうはいかない。

　ドラゴンの翼は本来、魔法的に極めて頑丈なのだ。物理的に切断でもしない限り、普通は魔力回路が壊れたりはしない。

　それが、ここまでズタズタになるとは……。




《……多分、まさにそんな感じです》




《まさか、ガチでやったのか？》




《人間の国の一つが、ガイアスさんがいた頃より五十倍くらいの魔素融合炉を作りまして……》




《で、爆発させたと？》




《はい……》




　前世の時代には、馬鹿ばかな実験が何度か行われたことがあった。

　中には、街を一つ吹き飛ばしたものもある。

　まあ、面白おもしろい魔術を思いつけば試してみたくなるのは俺も気持ちが分かるので、そのくらいはいいとしよう。




　しかし、安全装置なしの魔素融合炉となれば話は別だ。

　少し制御を誤っただけで、そこらの馬鹿な実験などとは比べものにならないほどの魔力災害が起きることになる。




《魔素融合炉の爆発なら、その傷も分からんではないな……。もしかして文明が衰退すいたいしたのって、それが原因か？》




《あちこちの魔素融合炉に誘爆して、文明国は全部滅んじゃったみたいですからね……》




　未来のはずなのに、ここまで文明が衰退している原因は気になっていたのだが、どうやら旧文明の自滅のようだな。

　むしろ今の時代に人間が残っていただけ、まだマシなほうなのかもしれない。




《それでこの翼、直せますでしょうか……？》




《無理だな》




《ガイアスさんでも、無理なんですか!?》




《前世の俺ならともかく、今の俺は第四紋だ。魔力回路の完全修復はできない。……まあ、飛べるようにするくらいは何とかなるだろ》




　普通の怪我けがであれば、回復魔法で何とかなるのだが、竜の翼は特殊だからな。

　魔力回路の完全修復には生産系の魔法が必要になるので、今の俺では無理だし、ルリイでは技術が足りない。




《……あと、そろそろ人間の言葉で話さないか？　向こうの人が、状況を理解できてないみたいだし》




　そう言って俺は、アルマとルリイの方へ目をやる。

　もう近付いても大丈夫だと言ったはずだが、二人は相変わらず距離を取っている。




「……そういえば、今まで竜語でしたね。あっちの二人は……もしかして、マティアスさんのお仲間ですか？」




「話した!?」




「うわぁぁぁしゃべったああぁぁ！」




　暗黒竜イリスが急に話し始めたのを見て、遠巻きに俺達を見ていたアルマとルリイが驚きの声を上げた。

　その様子を見ながら、俺はイリスの翼に手を当てる。




「まあ、大体そんなところだ。とりあえず、『竜の息吹』用の魔力供給回路と翼端の生きてる回路をつなごう。そうすれば、とりあえず飛ぶことはできるはずだ」




「お、お願いします！」




　イリスの了承を取ってから、俺はイリスの翼に魔力を通し、切れた魔力回路を適当につなぎ合わせて、翼端へと通す。

　元々の性能を出すことはできないが、俺達を運ぶくらいは何とかなるだろう。




「……よし、これで大丈夫だ。ちょっと飛んでみろ」




「は、はい！」




　そう言って暗黒竜イリスは、翼に魔力を通す。

　すると音もなく、竜の巨体が宙へと浮いた。




「どうだ？」




「飛べました！　戦闘用の機動とかは……無理そうですけど……」




「まあ、それだけ翼がボロボロだと、細かい調整を効きかせるのは無理だな。ルリイの付与がもっと上手くなったら、本格的に直してもらおう。まあ、遅くて二十年後ってとこだろ」




「二十年ですね！　楽しみに待ってます！」




　五千年も飛べない状態でいたのだ。

　今更二十年くらい追加されたところで、大して変わらないだろう。




「ど、ドラゴンがマティ君に従したがってる……」




「さすがマティくん……」




「……おーい、二人とも！　話がまとまったから、とりあえず魔族倒しに行くぞ！」




「うん！　今行くよ！」




「わ、分かりました！」




　相変わらず遠くで様子を窺うかがっていた二人に、俺は再度声をかける。

　暗黒竜イリスが人間の言葉を話し、俺に従っているのを見て大丈夫だと気付いたのだろう。

　まだ少しためらいは見えるが、こちらへと向かってきていた。




「……え？　今から行くんですか？　二十年くらいならすぐに経ちますし、ワタシの翼が直ってからでも……」




「それは竜の感覚だ！　人間で二十年って言ったら、下手へたすれば国王が代替わりする時間だぞ！」




「す、すいません！　分かりました！　乗ってください！」




　そう言ってイリスは地面に降り、俺達が登りやすいように姿勢を低くする。

　少し会話を挟んだあと、俺達三人はイリスの背中に乗り込んだ。

　これで、襲撃の準備は万端──




「しかし、マティアスさんに人間のお仲間ですか……。また天変地異でも起こるんでしょうか……」




　……こいつ、やっぱり殺そうかな。




「ほ、本当に大丈夫？　振り落とされたりしない？」




「りゅ、竜の背中に乗って移動って、本当に大丈夫なんでしょうか……」




「問題ない。摑まるところも多いしな」




　イリスに限らず、竜の背中はでこぼこしており、摑まることができる場所や、座りやすい形の場所もある。

　高度をあまり上げると寒くなるが、あまり急な加速をしなければ問題はない。




「でも、力を入れて握ったりしたら、痛いんじゃ……」




　そう言いながらアルマが、背中の突起の一つを指した。

　だが竜の甲殻こうかくは、人間が普通に摑んだくらいで壊れるようにはできていない。




「ワタシは大丈夫ですので、遠慮えんりょなく摑んでください！　もし間違って振り落としたりしちゃうと、ワタシがマティアスさんに殺されます……」




　うん。どちらかというと、こっちを心配すべきだな。

　移動手段を殺してしまうとあとが大変なので、殺す気はほとんどないが。




「で……では、遠慮なく！」




　そう言ってルリイが、背中にあった持ちやすそうな突起を摑んだ。

　ちなみにアルマは、最初から気にせずに適当なところに摑まっている。




「それでワタシは、どっちに向かえばいいんです？」




「向こうだ。距離はだいたい四千五百キロだな。人間に耐えられる程度の加速で、高度は千メートル以内を維持いじしてくれ」




「四千五百キロなら、すぐですね！　では、人間が耐えられそうな加速度で……」




　言いながらイリスは、翼に魔力を行き渡らせる。

　そして、加速を──




「ちょっと待て」




　注そそぎ込まれた魔力の量を見て、俺は急いで構成した魔術を翼へ撃ち込む。

　撃ち込んだのは、翼の魔力の動きを乱し、加速を止める魔法だ。




「あう！」




「きゃっ！」




「うわっ！」




　イリスの翼が一瞬だけ浮力を失い、体がガクンと揺れる。

　背中に乗った二人とイリスが、一斉に驚きの声を上げた。




「な、何するんですか！」




「それはこっちの台詞せりふだ！　今、どんな勢いで加速しようとした？」




「えっと、人間が耐えられそうなくらいの加速度で……」




　どう考えてもそうは見えなかった。

　あれは背中に乗った人間をミンチにするための加速度だ。

　……いや、待て。




「……なあイリス。『人間が耐えられそうな加速度』って、誰を基準にして考えた？」




「えっと……ガイアス様だと流石にあんまりだと思ったので、ロイターさんが耐えられそうなあたりを基準に……」




「それ、実質全力だよな？」




　ロイターは、前世の俺と同じ時期に生きていた、剣術バカだ。

　人間の中では、俺の次くらいに強かった。

　当然『人間が耐えられそうな加速度』の基準としては、明らかに間違っている。




「なんでそこで、魔法神ガイアス様や、剣術神ロイター様の名前が……？」




「もしかして、神話に出てくる暗黒竜イリスって、本当にこのドラゴンなんじゃ……」




　ちなみに今の世界で信仰しんこうされている神は、前世の俺やロイターと同じ名前のようだ。

　これが偶然ぐうぜんなのかどうかは……神のみぞ知ることだな。




「でも、他の人間には、会ったことありませんし……」




　……そういえばこいつ、他の人間とは接点なかったんだよな。

　みんな怖がって、近付こうとしなかったし。




「いいか？　こうやって石を投げると、落ちていくよな？」




「落ちていきますね」




「これと同じくらいの加速で十分だ。そもそも今の状態であんな魔力を使ったら、翼が壊れるぞ。回路がつながってる部分なんて、昔の五百分の一くらいだからな？」




　イリスに施した処置は、あくまで応急修理のようなものだ。

　全力を出して飛べるようにはできていない。




「飛びにくいとは思ってましたけど、ワタシの翼、そこまでボロボロだったんですね……大人しくゆっくり飛ぶことにします……」




　そう言ってイリスは、少しずつ加速し始めた。

　……とはいっても、馬や人間に比べたら圧倒的あっとうてきに速いのだが。




「あ、速度は音の八割くらいまでにしておいた方がいいぞ。今の翼の状態だと、それ以上出すのは危険だ」




「はい！」




　俺達三人に対する空気摩擦まさつなどは、俺が魔法を使って無効化しているが、イリスは体が大きすぎて守れないからな。







　──そして、数時間後。




「……そろそろだな。速度を落としてくれ」




　俺達は無事に、逆探知で突き止めた場所の近くまで来ていた。




「あの……」




「どうした」




「速度、落としちゃって大丈夫なんでしょうか。何となく、探知されてる気がするんですけど……」




　目的地を通り過ぎないよう、速度を落とすことを提案した俺に、イリスが質問する。




「ああ。されてるな。多分、俺達はまだ見つかってないけど」




　確かにイリスの言う通り、目的地から少し離れた辺りから、【能動探知】系の魔力が伝わってきている。

　隠蔽いんぺいも何もない、分かりやすい術式だ。




　前世の頃のイリスであれば、『何となく』などではなく、術者の位置までセンチ単位で割り出したはずだ。

　やはり魔力回路がボロボロなだけあって、探知の性能もかなり落ちているようだ。

　最初に会った時、俺の魔力に気付かなかったのも、恐らくそのせいだろうな。




「……ワタシ、今はあんまり素早く動けませんよ？」




「まあ、その辺は俺が何とかする。翼の制御を貸してくれ」




「わ、分かりました！　マティアスさんなら、見つからないよう上手く探知をかいくぐれそうです」




　竜の翼の魔力は、一応外からでも動かすことができる。

　普通はそんなことをしても無意味なのだが、今のイリスの翼は、イリス自身でもあまり細かく制御できないからな。

　俺がやれば、多少はマシに動かせる。




「……でもマティ君って、そんなことするタイプだったっけ？」




「かいくぐるどころか、むしろ嬉々ききとして魔族の方に突っ込んでいきそうなイメージが……」




「……あっ」




　アルマとルリイの言葉に、イリスが『しまった』とでも言いたげな声を出した。




「なあ。【能動探知】は【受動探知】と違って欺あざむきにくいのは、イリスも知ってるよな？」




「……はい」




　イリスの翼の魔力を制御し、進路を魔族の方へと向けながら、俺はイリスに質問する。




「じゃあ、【能動探知】に対する一番の対策って知ってるか？」




「ま、マティアスさんなら、【能動探知】くらい、簡単に欺けるのでは……」




「まあ、不可能ではないな。でも、仮に探知を回避かいひしても、イリスの大きさだと目視もくしで簡単に見つかるだろ。……それより、もっと簡単でシンプルな方法がある」




「倒すんですね。分かります」




　諦あきらめたように、イリスが言う。

　前世からの付き合いだけあって、俺のことは分かっているようだ。




「そういうことだ。……魔力の様子からして、屋外にいるのは【能動探知】を使ってる奴やつだけだ」




「一人でも、魔族は魔族ですよね？　今の翼の状態で戦いを仕掛けるのは、ワタシ的には遠慮したいんですけど……」




「安心しろ。そのつもりはない」




　そう言って俺は、進路を上へと向けた。

　ちょうど、【能動探知】を使っている魔族の頭上を通るような経路だ。




　今のイリスは、飛べるだけマシな状態だ。

　いくら弱い魔族が相手であっても、攻撃は受けさせたくない。帰るのが大変になるからな。




「……あれ？　素通り？」




　その様子を見て、アルマが呟つぶやいた。

　だが、残念ながら外れだ。




「マティアスさんが、そんなことする訳ないんですよね……」




　そして、イリスが正解だ。




「よし、後は任せた！　俺が魔族を潰つぶしたら、降りてきてくれ！」




　そう言って、俺はイリスの背中から飛び降りる。

　わざわざ自分で飛行経路を操作したのは、正確に魔族の頭上に降下するためだ。




「やっぱり！」




「マティ君！」




　ルリイ達の声を聞きながら、俺は抵抗軽減魔法を発動し、剣を抜く。

　遙はるか下で、イリスに注目していた魔族が、こちらを向いた。

　どうやら、困惑しているようだ。




　俺はそれを見つつ、収納魔法から魔石を取り出し、砕く。

【特殊魔力エンチャント】を付与された剣が、光を放ち始めた。




「なっ……」




　魔族が回避行動を取りながら、防御魔法を発動し、盾たてを構える。

　必死の形相ぎょうそうと、防御魔法に全力で注ぎ込まれる魔力を見るに、【特殊魔力エンチャント】が魔族にとって脅威きょういであることは理解しているらしい。

　だが、もう遅い。




「いくら、妙な剣を使って……も？」




　剣に触れた防御魔法が、一瞬の抵抗すら許されずに消滅する。

　そして勢いを落とすこともなく、魔族を盾たてごと真っ二つに切断した。




　別に防御魔法を破るために、特殊な魔法を使った訳ではない。

【特殊魔力エンチャント】はそもそも、あの程度の防御でどうにかできるような代物しろものではないのだ。




「おーい、もういいぞー！」




　魔族の死体を前に、俺はイリスへと手を振る。

　それを見てイリスが、高度を下げ始めた。
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　──それから、十分後。

　俺おれ達は、エルハルトの住処すみかとなっている、四角い建物の前に集まっていた。




　恐らく土魔法で作ったのだろう。建物には窓がなく、代わりに防御と隠蔽いんぺいの魔法陣が刻きざまれていた。

　隠蔽の方は、魔法的な探知への対策のようだが……術式の組み方が杜撰ずさんだな。

　魔力探知に慣れた人間にとっては、逆に存在を主張しているようにしか見えない。




「これが、魔族の住処なの？」




「間違いないな。王宮に仕掛けられたのと同じ魔力反応が出ている。中にいるのは……全部で二人か」




「魔族が二人……」




「エルハルトは反応が小さくなってるから、実質一人だけどな」




　エルハルトの魔力反応は、デシリルよりやや小さい程度。

　逆探知を仕掛けた時には、もっと大きい反応だったので、恐らくあの時の後遺症こういしょうがまだ残っているのだろう。




　もう片方はアシュリルより大きいが……今はあの時と違って、俺の魔力が減っていない。

　これなら、イリスに無理をさせなくても勝てるな。




「よし。二人は前と同じように、弓でエルハルトを妨害ぼうがいしてくれ。今回は……この術式だな」




　そう言って俺は、ルリイに新しい魔法陣を書いた紙を渡す。

　前回使ったものとは、少し違うものだ。




「わ、分かりました！」




「ボクは前と同じように、矢を当てればいいんだね！」




「そういうことだ。イリスは壁だけ壊して、上空で待機」




「はい！」




『竜の息吹いぶき』で焼き払うのも手ではあるのだが、今の状況で撃うつのは、負担が大きいからな。

　暗黒竜イリスは、あくまで乗り物だ。




　俺は他ほかの二人と一匹の準備ができたのを確認し、高らかに宣言する。




「よし、攻撃開始！」




「いきます！」




　言いながらイリスが、魔族の住処へと爪つめを突き立てる。

　土魔法で作られた壁は、あっけなく壊れた。




「じゃあ、ワタシは上で待ってますね！」




　そう言ってイリスは、上空へと飛び立っていった。




「……あれ？　誰だれもいない？」




　魔族の住処には、部屋が一つしかなかった。

　そしてその部屋には、誰もいない……ように見える。

　まあ、要は隠蔽魔法だな。




　恐らく外にいた魔族が、イリスの姿を見た時点で何らかの報告を入れたのだろう。

　距離が遠かったので、通信魔法らしき魔力は捉とらえられなかったが【能動探知】の魔力に少し乱れが出ていたし。




『二人とも、聞こえるか？』




「うわっ！」




「な、何これ！」




『盗聴とうちょう対策付きの、近距離念話魔法だ。返事は声に出さず、頭の中で考えるだけでいいぞ』




『頭の中で……』




『……こ、こう、ですか？』




『おお！　口が動いてないのに、ルリイの声が聞こえる！』




『アルマの声もです！　こんな魔法があるんですね……』




『俺の紋章もんしょうだと近距離でしか使えないから、こんな状況でしか使い道はないけどな。ってことで簡単に説明すると、敵が見当たらないのは隠蔽のせいだ』




『……隠蔽？』




『ああ。姿を見えなくしたり、魔力反応を分かりにくくしたりする魔法だ』




『ってことは、【受動探知】で……うーん？』




『見つかりませんね……』




　隠蔽と聞いて、二人はすぐに探知に意識を集中し始めたが、魔族を見つけることはできていないようだ。

　まあ、この魔族は確かに、初めてだと難しいかもしれないな。

　特にエルハルトではない方の魔族は、言われなければまず分からないだろう。




『普通の魔力反応は、魔力が周囲より多いんだが……連中が今使ってる隠蔽魔法は、魔力の放出を完全になくすタイプだ。逆に不自然に魔力が抜けてる場所がないか？　……あ、見つけたのがバレるといけないから、見つけても指をさしたりしないでくれ』




『んー……あっ、向こうの角！』




　そう言ってアルマが、奥の隅すみに目をやった。




『正解だ』




『確かに、魔力が少ない気がしますね……でも、もう一人は見つかりません……二人いるんですよね？』




『ああ。そっちは気にしなくていい。まず見つけられないからな』




　向こうも、自分が見つけられるとは思っていないだろう。

　もしエルハルトが攻撃されても、恐らくは見捨てて隠れ続けることを選ぶはずだ。

　魔族は自分の利益にならない限り、自分より弱い魔族を守るために体を張ったりしない。




『ってことで、今回は二人が火力役になって、エルハルトを倒してみようか』




『……へ？』




『いやいや、無理ですよ……』




　正直なところ、【特殊魔力エンチャント】でも使って攻撃すれば、今のエルハルトくらいは一瞬で倒せる。




　だが、もう片方の魔族はそこまで甘くない。

　普通に戦っても、倒すのにはかなりの魔力が必要だろう。

　帰路で奇襲を受ける可能性なども考えると、俺の魔力はできるだけ温存しておきたいところだ。




　……それに、せっかくちょうどいい練習相手がいるのだ。俺が倒してしまうのはもったいないだろう。




『大丈夫だ。それができるように、新しい魔法陣を渡した』




　今回渡した魔法陣は、前回に比べると少し複雑だ。

　だが、今のルリイであれば、制作は可能だろう。




『え、マティ君、ここに入る前から、こうなることが分かってたんですか!?』




『百パーセントではなかったぞ。まあ、八割方はこうなると思ってたけど』




『……ちなみに、残りの二割は？』




『部屋に入った直後に、向こうが奇襲をかけてくるパターンだな』




　部屋に誰もいない様子を見て、油断するなり隠し部屋を探すなりし始めたところで、背後から襲いかかる。

　隠蔽が機能している場合には、有効な戦術の一つだ。




『奇襲って、そんな平然と……』




『大丈夫だ。その場合は、ちゃんと俺が両方倒すつもりだったからな』




　というか、そっちの方が討伐とうばつは楽だった。

　バレている奇襲ほど、対処のしやすいものはないからな。




『マティ君にとって、大丈夫じゃない状況ってあるんですか？』




『あるぞ』




　例えば今、俺の目の前で核融合ゆうごう魔法でも発動されれば、流石さすがに止めようがない。

　ギリギリ生き残るのが精一杯だろう。




『……うん。何となく、とんでもない状況を想像してるのは伝わってきたよ……』




　アルマが、呆あきれたような声でそう言った。

　通信魔法だから、声には出ていないが。




『結局奇襲はなかったんだし、それでいいじゃないか。……ってことで、そろそろやるぞ！』




『えっ、いきなり……』




『大丈夫だ。これほど当てやすい的もないだろ？』




　言いながら俺は、エルハルトの隠蔽魔法に妨害魔法を割り込ませ、隠蔽魔法を少しずつ崩していく。

　ほんの二秒ほどで隠蔽魔法は完全に破られ、エルハルトの姿は肉眼でも確認できるようになった。




　……当のエルハルトは、隠蔽魔法が破られたことにさえ気付かず、暢気のんきに間抜け面を晒さらしているが。




『……あれ？　隠蔽解けてるけど……これ、射いっていいの？』




　完全に隠蔽魔法の解けたエルハルトを見て、ルリイから矢を渡されたアルマが困惑こんわく顔で聞く。




『ああ。早くした方がいいぞ。あまり時間をかけると、偽装ぎそうを解いたのがバレるかもしれないからな』




　俺達は今、通信魔法を介かいして会話しているわけだが、魔族から見ると今の俺達は、ただ突っ立っていたり、敵もいないのに矢を用意しているようにしか見えないだろう。

　不自然な状況に気付かれて、連中が自分たちの状況を確認するのも、時間の問題だ。




『わ……分かった！』




　言ってアルマが矢を弓につがえ、エルハルトへと放った。

　それを見てエルハルトは、妙な姿勢で倒れ込むようにして、ギリギリで回避かいひした。

　どうやらアルマは、【有線誘導ゆうどうエンチャント】を使っていなかったらしい。




『いくら相手が間抜けに見えても、誘導はちゃんとかけた方がいいぞ。こうやって避けられることもあるからな』




『ごめん。それは分かったけど……あれ、何？』




　そう言ってアルマはエルハルトへと困惑の視線を向ける。

　エルハルトは反撃に出ようとすることもなく、矢を回避したままの姿勢を保っていた。




　どうやらきつい姿勢らしく、首などがプルプルしている。

　もし矢に触れたりすれば、不自然な動きのせいで居場所がバレてしまうからな。

　実際には、とっくにバレている訳だが。




『気付かれてないつもりなんだろ。ほら、足音を立てないように気をつけてるみたいだし』




　エルハルトはどうやらさっきの姿勢に限界を感じたらしく、おそるおそる床に手をついて、姿勢を変えていた。

　恐らく偽装がすでに解けているとは夢にも思わず、アルマが適当に矢を放ったとでも考えているのだろう。




『ってことで、第二射だ』




『今度は、当てるよ！』




　そう言ってアルマが放った矢は、矢を回避しようとしたエルハルトを追尾し、顔面に突き刺さった。




「……バカな！　私の偽装は完璧かんぺきだったはずだ！」




　矢を受けたエルハルトが、信じられないといった顔をして叫さけび声を上げる。




「いや、馬鹿ばかはお前だろ」




　その偽装、一分以上前に完全消滅してるからな。

　これが完璧って、どれだけ酷ひどいんだよ……。

　魔族がこんな奴やつばかりなのであれば、今まで人類が滅びなかったのも納得いくな。




『あれ？　全然効きいてないみたいだけど……』




　確かにエルハルトは驚いた様子こそ見せてはいるものの、あまり痛そうな様子ではない。

　いくら魔法の助けがあっても、今のアルマの矢の威力いりょくで魔族の防御は破れないからな。

　だが、それも予定通りだ。




『これで問題ない。ちゃんと効いてるさ』




　アルマの矢の威力では、魔族の防御を直接撃ち抜くのは厳きびしいからな。

　やはり、仕込んだ魔法の力に頼ることになる。




「……む？　貴様きさま、なぜ攻撃してこない？」




　俺の方を見て、エルハルトは不可解な顔をした。

　そして一瞬の後に、その表情が笑みへと変わる。




「……そうか！　そういうことか！」




「どうした急に？」




「お前が本物のマティアスであれば、俺はすでに死んでいるはず！　だが、俺は生きている！　これが指さし示すことは一つ！　貴様は例のマティアスなる化け物ではない！　その偽物にせものだ！」




「……は？」




　今度は、俺が困惑する番だった。

　何なんだこのトンデモ理論は。




「くく……おかしいと思ってはいたのだ。人間がこの短時間で、我らの領域までたどり着くなど不可能だからな。偽物だと分かりさえすれば、隠れる理由などない。さあエイリアスよ、共にこの偽物共を倒そうではないか！」




　エルハルトは虚空に向かってそう呼びかけるが、反応はない。

　まあ、ここに隠れているもう一人の魔族（エイリアスという名前らしい）は、流石にそこまで馬鹿ではないのだろう。




「出てこないのか？　……俺一人で十分だということか。確かに、その通り──だ！」




　言ってエルハルトは、アルマの方へと踏み込む。

　俺はその目の前へと移動し、エルハルトの剣を受け止めた。




　──重い。

　傷ついているとはいえ、やはり魔族は魔族だな。




　身体強化なしだと、簡単には受け止めきれないようだ。

　まあ、俺がエルハルトを完全に押さえ込んでしまうと、アルマ達の実戦練習という感じにはならないので、これでいいのだが。




『前衛は俺が引き受ける。二人はさっきの矢をガンガン撃ち込んでくれ』




『わ、分かりました！』




『うん！』




「……ちっ、今の剣を受け止めるか。偽物とはいえ、化け物の代わりを務めるだけのことはあるらしいな……」




　だから、本物だってば……。




「アルマ、次の矢です！」




「うん！」




　エイリアスへと矢を撃ち込むルリイ達二人の前で、俺はエルハルトの攻撃を受け続ける。

　魔力をほとんど使わず、被弾したり、後ろへと押し込まれたりしないように気をつけての戦闘は、意外と骨が折れる。




　練習用の前衛役というのも、楽ではないようだ。

　唯一の救いは、逆探知のついでに仕掛けた攻撃が脳のうにダメージを与えたおかげで、エイリアスの魔法の作りがとても粗あらく、無効化しやすいことだろうか。




　しかし、奮戦のかいあってか、この戦闘中にも二人の実力は上がっているように見える。

　魔法を刻む速度が格段に上がっているし、ルリイも、矢を外すことがほとんどなくなった。




　迷宮で魔物相手に戦うのと、魔族を相手に戦うのでは、緊張感が違うからな。




「くっ……なぜ魔法が消える！　俺の力は、そこまで落ちていなかったはずだ！」




　エルハルトは、俺が魔法を消していることに気付かず、まだ魔法を使おうとしているようだ。

　バレないように使っているのは確かなのだが……ここまで気付かれないのも考えものだな。




　状況が安定しすぎていると緊張感が薄れ、戦闘訓練としての効果も薄くなってしまう。

　次にこういう機会があったら、わざと相手に気付かせるなどして、少しは状況を動かした方がいいかもしれない。

　……まあ、今回の戦闘は、そろそろ終わりなのだが。




『どうやら、効果が出始めたみたいだぞ』




　俺は戦闘を続けながら、通信魔法を介して二人に伝える。




『……効果、ですか？』




『なんか、矢が当てやすいような……っていうか、動きが遅くなってる？』




『正解だ』




　今回ルリイに渡した魔法陣は、『魔毒』と呼ばれる毒魔法をアレンジしたもので、魔族の魔力に対して干渉かんしょうし、硬直させる効果を持つ。

　それも、じわじわと効くというよりは、毒の蓄積量が一定量を超えると、一気に効果を発揮はっきし始める魔法だ。




　動きが鈍にぶり始めたということは、アルマが撃ち込んだ量が、その一定量に達したということ。

　魔族が完全に動けなくなるのも、時間の問題だろう。




「……ぬ？　貴様、いつの間に速くなって──いや、違う！　俺が遅くなっているのか！」




　それから少し遅れて、エルハルトが自身にかけられた魔法の効果に気付く。

　しかし、その後の動きは、俺の予想していたパターンの中でも、かなり珍しいものだった。





「この俺が、偽物なんかに敗北する……そんなことが、許されるとでも思っているのかぁぁぁぁ！」






「む？　これは……」




　今まで鈍っていたエルハルトの動きが急に力強くなり、俺はとっさに身体強化を発動する。

　だがエルハルトの変化は、それだけにとどまらなかった。





「貴様──キサマキサマキサマァァァァ！」






　エルハルトの言葉が崩れ始め、目は赤く光り、全身が大量の魔力に包まれた。

『凶化きょうか』と呼ばれる現象だ。




「……『凶化』か。久しぶりに見たな」




　魔族は追い詰められた際、まれにこの状態になることがある。

『凶化』した魔族は、魔力の生成量や強度が格段に上がり、その影響を受けて、身体能力も平常時とは比べものにならないほど向上する。




『凶化』した魔族は、『凶化』が切れると同時に、反動によって死亡するのだが……それでも『凶化』が効いている魔族が、脅威きょういであることに変わりはない。

　これは練習などやめて、さっさととどめを刺した方がよさそうだな。




「殺す！」




『凶化』したエルハルトは、後ろの二人を狙ねらうつもりのようだ。

　強化された脚あしで床を蹴けり、俺の頭上を跳とび越えようとする。




　それを見て俺は、二人に指示を出しながら魔法を構築し、エルハルトへと放つ。




『二人とも、その場を動かないでくれ』




『分かりました！』




『わ、分かった！』




　急に変化した状況に理解が追いついていないのだろう。俺の言葉を聞いた二人が、言われるがままに頷うなずく。

　そして、迫るエルハルトを前に、二人の姿が──前へと動いた。




「死ね、死ねえええええ！」




　指示とは違う動きをした二人の姿に、エルハルトがいとも簡単に追いすがる。

　俺の魔法は外れ、天井にぶつかって消滅した。




　そしてエルハルトの剣が、二人へと届き──そのまま、すり抜ける。




「……あ？」




　剣が何の抵抗もなく通り抜けたことに対し、エルハルトが驚きの表情を見せる。




　この動きは、俺の予想通りだった。

　今エルハルトが切り裂いたのは、俺が魔法で構築した、二人の幻影げんえいなのだから。




　所詮しょせんは即席の幻影だし、元々の二人の姿も、ごく簡単な魔法で隠しただけだ。

　冷静な状態で観察すれば、エルハルトもすぐに違和感に気付いたはず。




　しかしエルハルトは気付かなかった。

　エルハルトの意識は、動きの遅い二人などより、俺の魔法に向けられていたからだ。




「偽装魔法は、こうやって使うものなんだよ」




　そしてこれは、ただの幻影ではない。

　中には俺が構築した、高濃度の『魔毒』が仕込まれている。




　あれだけ『魔毒』を蓄積された状態でそんな物を食くらえば、いくら『凶化』した魔族でも、抵抗のしようがない。

　エルハルトは、剣を振るったままの状態で固まり──そのまま、絶命した。




「まあ、ちょっとしたハプニングはあったが……とりあえず及第きゅうだい点だな。今の感じなら、もう少し練習すれば二人でも一番弱い魔族くらいは倒せると思うよ」




「えっ、マティ君なしで!?」




「いやいや、それは流石に無理でしょ……戦い方なんて、分からないし……」




　二人は自分たちが魔族を倒せるということに、自信がないようだ。




　無理もないか。

　今まで二人が魔族相手にやってきたのは、せいぜい時間稼かせぎや、俺が前衛をしての戦いだからな。




　それに、まだ必要な魔法を教え終わっていない。

　まあ、どちらも今回使った『魔毒』よりは簡単な魔法陣なので、すぐ扱えるようになるだろう。




「その辺のやり方は、今度教えるよ。とりあえず帰ろうか」




　言って俺は上空にいるイリスに、微弱な『強制探知』を送る。

　するとイリスが、高度を落とし始めた。




　それを見ながら俺は、通信魔法を再度使い、二人に告げる。




『もう一匹の魔族については、気付かないふりをしてくれ』




『気付かないふり……やっぱり、魔族はもう一人いるんですか？』




『戦闘中も見なかったし、今も受動探知に全然引っかからないんだけど……』




『あれを探知するのは難しいから、今は分からなくていい。とりあえずイリスに乗り込むぞ』




　自分から姿を現さない限り、普通は見つけられない類たぐいの魔族だからな。

　戦闘能力もエルハルトとは比較にならないし……。




『そ、そう言われると、探知してみたくなりますね……』




『むむ……あっ、向こう！』




　目をつむって何やら意識を集中し始めたアルマが、突然カッと目を見開き、それから頭上を指した。

　その先にいるのは、イリスだ。




『……って、イリスさんじゃん！』




『確かに、敵になれば大災害ですけど……』




「あ、あのー……ワタシ、何かしたでしょうか？」




　突然指をさされたイリスが、困惑の表情を見せる。

　そのイリスへと、俺は竜語で告げる。




《イリス。二人だけを乗せて、上空に退避してくれ》




《……何かありましたか？》




　イリスでも分からないか。

　魔力回路が壊れた関係で、魔力感知能力が落ちているとはいえ……やはり連中の隠密能力は、他の魔族とは訳が違うな。




《魔族が、もう一匹いる》




《え？　ワタシの魔力感知には、何も──もしかして、霧きりの魔族？》




《そういうことだ》




　──『霧の魔族』。

　その名の通り、体を霧のように変えることで、空間に溶け込む能力を持った魔族をそう呼ぶ。




　霧化にはある程度の条件や制約があり、その状態では移動ができないのだが……それでも厄介やっかいであることに変わりはない。

　というのも、魔族が化けた霧は目に見えないし、広範囲はんいに低密度で分散するせいで、通常の『受動探知』に引っかからないのだ。




　こうなると最早もはや、『空気の魔族』とでも呼んだ方がいいんじゃないかという気がしてくるが、前世では『霧の魔族』と呼ばれていた。




《あのー、霧の魔族なら、ワタシのブレスで焼き払うのが一番なんじゃ……》




　そして見つけたからといって、簡単に倒せるというものでもない。

　霧化した魔族をそのまま倒そうと思えば、それこそ今のイリスの全力ブレスのような火力が必要になる。




《いや、今のイリスの状態じゃ、高威力のブレスを撃つのは危険だ。少なくとも三十日は飛べなくなるぞ》




《三十日なんて、寝てればすぐですし……》




《お前にとってはすぐでも、そうしてる間に学園は滅ぶぞ》




　三十日どころか、その半分でもアウトな可能性が高い。

　今の王都は、本来俺達が離れられる状況ではないのだ。




《学園!?　マティアス様、学園に通ってるんですか!?　勉強することなんて、　この世にはないんじゃ……》




《あー。もういいから、二人を連れて逃げてろ。高度は七百から八百を維持いじ。俺は最初だけ乗って、途中で飛び降りる》




《わ、分かりました！》




　降りてきたイリスに、二人が乗り込む。

　俺もその後を追って、わざと隙すきの多い体勢でイリスに乗り込む素振そぶりを見せたが……魔族の側に動きはない。




　分かりやすく隙を見せれば、奇襲をしに出てきてくれるかとも思ったのだが。

　どうやら魔族エイリアスは、随分ずいぶんと慎重しんちょうな性格のようだ。

　俺はそれだけ確認して、イリスから飛び降りる。




「あっ、マティ君！」




「こいつは、俺が一人で相手する！　二人はイリスと一緒に、空で待っててくれ！」




　そう言いながら、俺は地面へと降り立つ。

　ルリイが何か言おうとしているのが見えるが、イリスは一気に高度を上げており、その声は届かなかった。




　霧化した魔族を強制的に実体化させるには、本来かなり高度な魔術が必要だ。

　今の俺ではそれを構築することができないので、他の手段で代用することになる。

　その手段が危険を伴うため、俺は二人を先に逃がしたのだ。




「……さて、始めるか。……一つ」




　俺は収納魔法から手頃てごろなサイズの魔石を取り出し、魔力を流して砕くだく。

　だが今回の目的は【特殊魔力エンチャント】ではない。

　魔石に内包されていた魔力は、一切いっさい使わずに周囲へと放出する。




「二つ」




　俺は魔力が散ってしまわないよう、少しだけ制御をかけながら、もう一つ魔石を砕く。

　周囲の魔力の流れが、普段とはだいぶ違った様子になってきた。

　おおよそ、魔力災害の一歩手前といったところだろう。




　その様子を観察しながら、俺は更にもう一つ魔石を取り出し、砕いた。




「三つ！」




　俺の手の中で魔石が砕けると同時に、周囲の空気が魔力を巻き込み、渦うずを巻き始める。

　次に魔力を大量に含んだ渦が一点に収束し、光を放ち始めた。




　魔力災害の発生である。

　しかし俺は、別に失敗したわけではない。

　むしろこの現象を起こすために、俺は魔石を砕いたのだ。




「まさか、霧化した俺を強制的に実体化させるとは……エルハルトは貴様を化け物と呼んでいたが……貴様の呼び名としては、化け物でさえ生ぬるいようだな」




「いや、そんなことはないぞ。本当はちゃんとした方法で呼び出したかったんだが、その方法は使えなかったしな」




　魔力災害の中で、最も一般的なのが、魔物の発生だ。

　普通、それは大量発生となるのだが──周囲の状況によっては大量発生にならないケースもある。




　その状況の一つが、空間に『霧の魔族』が溶け込んでいる場合だ。

　起こった魔力災害が小規模であれば、魔力災害は魔物を発生させるかわりに『霧の魔族』を実体化させるのだ。

　──まあ、かなりの力業ちからわざだし、デメリットもあるのだが。




「だが私は、エルハルトとは格が違うぞ。しかもなぜか今日の私は、随分と力がみなぎっているようだ。わざわざ呼び出したからには、死ぬ覚悟はあるんだろうな？」




「格が違うのは知ってるさ。死ぬ気はないけどな」




　会話で時間を稼ぎながら、俺はエイリアスの魔力の様子を探る。

　やはり実体化前に見た魔力より、かなり強化されているようだ。

　力がみなぎっているというのは、間違っていないだろう。




　これは魔力災害による『霧の魔族』強制実体化の副作用だ。

　魔力災害によって呼び出された魔物は、大量の魔力によって本来より強化されることになる。

　それは、相手が魔族であっても同じなのだ。




「……なるほど。では、死んでから思い知るがいい！」




　そう言ってエイリアスが鋭い爪を振り上げ、地面を蹴る。

　自分で言うだけあって、エルハルトとは比べものにならない速度だ。




　だから俺も、身体強化や【魔力撃】を出し惜おしみせずに使いながら攻撃を受け流し、反撃する。

　同時に、相手の動きと戦闘スタイル、クセなどを分析していく。




　そして戦闘開始から少し打ち合ったところで、必要な情報が揃そろった。

　作戦を決行すべきタイミングは、今だ。




「むっ!?」




　俺はエイリアスと打ち合うと同時に、反動と移動魔法を併用へいようして壁際まで退ひく。

　今までとは違った動きに驚きの声を上げるエイリアスを見ながら、魔法を構築し──壁を蹴りつけて、一気にエイリアスとの距離を詰め、すれ違いざまに剣で斬きりつける。




　そして、一瞬の後──地面に、俺の左腕が転がった。

　これはエルハルトとの戦いで使ったような、幻影魔法ではない。

　正真正銘しょうしんしょうめい、エイリアスに切り落とされたのだ。




「勝負あったな。死に方くらいは選ばせてやるが……どう死にたい？」




　転がった俺の腕を見ながら、エイリアスが俺にそう質問する。

　どうやら自分の勝利を確信しているらしい。




　だが俺は、もちろん死ぬ気などない。




「悪いが、次に死ぬのは少なくとも千年先の予定なんでね。死に方を決めるにはちょっと早いかな」




　俺は残った右手で剣を構え直しながら、エイリアスへと向き直る。

　どうやら、本格的な戦闘の準備ができたようだ。




「強がりを。いくら利きき腕でないとはいえ、片腕を失っては──」




　そう言いながら再度剣を構えるエイリアスの目の前で、切り落とされた俺の左腕が俺の肩へと飛び──

　次の瞬間には、何事もなかったかのようにくっついていた。




「……貴様、本当に人間か？」




「失礼な。どう見たって人間だろ？」




　そう言って俺は、左腕をひらひらと動かしてみせる。




　別に俺だって、何の準備もなく腕を切り落とされてすぐに接合できるわけではない。

　今のは、最初から左腕を切り落とさせる前提だったのだ。

　そのために、俺は腕に二つの魔法を仕込んだ。




　片方は、切り落とされた後の修復を簡単にするための魔法。

　そしてもう片方は、腕が切断される際に敵の魔力をわずかに取り込み、分析する魔法だ。

　分析魔法の効果範囲が狭いため、俺は最初にエイリアスの動きをしっかり読んで、斬られる位置を正確に合わせる必要があった。




　エルハルト程度の相手であれば、不完全な情報で適当に対応しても問題ないのだが……こいつを相手に油断はできないからな。

　最初にしっかりと、情報を集めさせてもらったというわけだ。




「外見以外は、全く人間には見えんが……それでも、貴様の劣勢れっせいに変わりはないぞ！　はあああぁぁ！」




　叫びながら振るわれる剣を、俺は身体強化や魔力撃を使いながら受け流し、その合間に剣を突き込んでいく。

　分析が済んだおかげで、魔力の動きからほぼ完全に動きが予想できるため、だいぶ戦いやすくなった。




　だが、やはり魔族は硬かたい。

　防御の片手間での攻撃では有効打を与えることはできず、魔力が減っていく。

　そして数十回剣を打ち合い、俺の魔力が残り半分を切った後──突然エイリアスが、膝ひざをついた。




「むっ!?」




　エイリアスはすぐに体勢を立て直そうとするが、上手うまくいかない。

　思うように体を動かせないことに対し、エイリアスが焦あせりと困惑の表情を見せる。




「……貴様、何をした？」




「何も？」




　当然、噓うそである。

　俺が使ったのは、エルハルト相手にルリイ達が使った戦術の、発展版だ。




　エルハルトに使ったものは、比較的弱い魔族にしか効かないが……この魔法は、エイリアスにも効く。

　その代わり、さっき使ったような方法で、かなり精密に相手の魔力を分析しなくてはならないのだが。




「信じると思うか？」




「別に、信じてもらう必要はない……ぞ！」




　そう宣言しながら俺は距離を詰め、再度剣を振るう。

　その剣を、エイリアスが受け止めた。




「妙な魔法を使ったようだが……慣れれば、大したことはないな」




　言ってエイリアスが、反撃を仕掛けてくる。

　その動きは、戦闘開始時と同じ威力を持っていた。




　エイリアスの言う通り、俺がエイリアスに仕掛けた魔法による動きの妨害は、大したことがない。

　相手がエルハルトであれば、この魔法だけでも完全に縛しばり付けられただろうが、エイリアスが相手では、少しの間、感覚を混乱させる程度の効果が精一杯だ。




　だが、この魔法が真価を発揮するにはもう少し時間がかかるので、今のところはこれで十分だ。

　あとは本格的な効果の発動まで時間を稼げばいいだけなのだが……向こうも、黙って時間を稼がせる気はなさそうだな。

　そんなことを考えながら、俺は魔法を構築し始める。




「そろそろ、勝負を決めさせてもらうぞ！」




　そう言って、エイリアスが体内の魔力の制御を強める。




　次の瞬間、エイリアスの魔力が一気に高まった。

【魔力回路オーバーユーズ】。

　中位以上の魔族が使うことができる、強化魔法の一種だ。




　効果としては【凶化】と似たようなもので、やはり反動も重い魔法だが……【凶化】と違って、反動で死ぬ確率は低い。

　そのため前世では、魔族が使う奥の手の一つとして知られていた。




　やはり、短期決戦を仕掛けに来たか。

　今の時代では蓄積型の魔法がマイナーだとしても、俺達が蓄積型魔法を使うことに気付いてもおかしくはないからな。

　……だが、短期決戦に付き合ってやる理由は、俺にはない。




「いや、もう少しゆっくりしていかないか？」




　言いながら俺が、さっきまで構築していた魔法をエイリアスへと放つ。

　するとエイリアスの魔力が急激にしぼみ──【魔力回路オーバーユーズ】前のレベルへと戻った。

　発動が無効化されたのだ。




「なっ、なぜ今のタイミングで、これを無効化できる！　【魔力回路オーバーユーズ】に対抗できる汎用はんよう無効化魔法など、神話にさえ存在しないはずだ！」




【魔力回路オーバーユーズ】を潰つぶされ、エイリアスが狼狽ろうばいし始めた。

　無理はないだろう。

　俺が魔法を構築したのを見て、後出しで使った【魔力回路オーバーユーズ】が、無効化されたのだから。




「何でだろうな。……偶然じゃないか？」




　そう言いながら俺は、次の魔法を構築し始めた。







「……ならば、これはどうだ！」




　エイリアスが、手の中で魔力を圧縮し始める。

【魔力爆破】。

　これも【魔力回路オーバーユーズ】と同じく、魔族がよく使う奥の手の一つだ。




　俺はそれを、先ほど構築していた魔法で無効化する。




「では、これなら──」




　そう言ってエイリアスは体内の魔力を、手のひらに集め始めた。

　エイリアスの手が、白く輝き始める。




　俺がその手へと、用意した魔法を撃ち込むが……エイリアスの手の中は、輝き続けたままだ。

　中の魔力にも、特に変化はない。




「その魔法でも、これは打ち消せんか。……食らえ！」




　エイリアスが勝ち誇ったように笑い、手の中にあった魔法を発動し──

　俺の視界が、白く染まった。

　目くらましだ。




　その隙を突いて、エイリアスが次の魔法を発動する。

　エイリアスが使ったのは【強制霧化】という魔法だ。




　通常、霧の魔族は自分以外を霧化させることはできないが──この魔法は、他人を強制的に霧化させる。

　実体化魔法を持たない者にとっては、即死にも等しい効果だ。




　霧の魔族の中でも発現する者が少ない魔法。

　今の時代では、エイリアス以外に使える者はいないかもしれない。




　──だが、俺にそんなことは関係なかった。

　俺は密ひそかに構築していた魔法をエイリアスへと撃ち込み、発動を中断させた。




「なっ……なぜ、この魔法が無効化できる！　貴様が使っていたのは、魔族対策用に開発した特化魔法ではないのか！」




　ああ。なるほど。そういう解釈になるのか。

　確かに、魔族が使う魔法のパターンは限られているからな。

　それに対して特化した魔法を作るというのも、筋の悪い考え方ではない。




「だとしたら、どうなんだ？」




「この魔法を使える者は世界でも俺一人、しかも、誰にも見せていない魔法のはず！　対策を立てられるわけがない！　まさか本当に汎用無効化魔法を──」




「いや、これは特化型魔法だぞ。【魔力回路オーバーユーズ】を消したのは【魔力回路オーバーユーズ】専用の無効化魔法だし、今の【強制霧化】を消したのも、【強制霧化】専用の対策魔法だ」




「お前が魔法を構築したのは、俺が魔法を使う前だったはずだ！　無効化できるはずがない！」




「先に何を使うか予想してれば、先出しでも無効化できるだろ？」




　魔力の質というは、魔力を使うたびに、少しずつ変化するのだ。

　だから、魔力を分析することで、相手の戦闘スタイルや、使える魔法などを知ることができる。




　そうすれば、後は簡単だ。

　相手が切り札として使いそうな魔法の対抗魔法を用意しながら、状況を見て無効化魔法を使っていくことで、簡単に時間を稼ぐことができる。

　次に相手が使いそうな魔法も、経験などから大体予想がつくしな。




　ちなみに目潰しを無効化しなかったのは、食らったところで特に影響がなかったからだ。

　それなら、あえて潰さずに通すことで、相手が切り札を使うタイミングを限定した方が有意義だからな。




「だが、どうやって──」




「さあ？　いずれにしろ、説明してる時間はないぞ」




　俺が親切にもエイリアスの質問に答えてやっていたのは、ただの時間稼ぎだからな。

　その時間稼ぎもちょうど今終わったので、答える理由はなくなった。




「それはどういう……ぐっ!?」




　問い返そうとしたエイリアスが、急に苦しそうにうめき、自分の胸を押さえる。

　次の瞬間、周囲の空間にあった魔力が、凄すさまじい勢いでエイリアスの体へと集まり始めた。

　俺が仕込んでいた魔法が、本当の効果を発揮し始めたのだ。




「な、なんだ、これは……」




　周囲の空間から魔力を集めながら、エイリアスが俺に問いかける。




「自分の体のことなんだし、聞かないでも分かってるんじゃないのか？」




「魔力過剰による、爆発……？」




　正解だ。

　俺がエイリアスに仕込んだ魔法は、魔族の魔力制御を強制的に暴走させることで、周囲から過剰な量の魔力を集めさせるというもの。

　強制的に魔力を集めさせされた魔族は、過剰な魔力を制御できず、魔力の暴走……要するに、爆発して死ぬことになる。

　……しかしエイリアスは、よく頑張っているようだな。

　同ランクの魔族であれば、とっくに爆死していてもおかしくない量なのだが。




「なるほど。化け物に相応ふさわしい、凶悪な魔法だな。……だが、俺を倒すには足りないようだぞ？」




　そう言ってエイリアスが、苦しそうに笑う。

　周囲から集まる魔力は、急激に少なくなり始めていた。




　別に、魔法が不完全だったという訳ではない。

　単純に、周囲の魔力が枯渇こかつしたのだ。

　エイリアスを召喚しょうかんするときに俺が魔力災害を起こしたせいで、このあたりの魔力は少なくなっていたからな。




「そうだな。これだけでは足りないらしい。魔力の制御を頑張ったみたいだし……プレゼントをあげよう」




　そう言って俺は、収納魔法から魔石を取り出した。




「……魔石？」




　エイリアスは過剰な魔力を制御しながらも俺に目を向け、怪訝けげんな顔をした。




「ああ。とは言っても、魔石をそのままプレゼントする訳じゃないけどな」




　魔石に魔力を込めながら、俺は答える。

　それを見て、エイリアスもこれから何が起こるかを理解したのだろう。

　エイリアスは、俺が魔力災害を起こすために魔石を砕いたところを見ていたからな。




「や……やめろ！　やめてくれ！」




「ああすまん。もう手遅れだ」




　俺の手の中で、魔石が砕けた。

　放出された大量の魔力が、全てエイリアスの体に吸い込まれる。




　そして一瞬後。





「ウッ、ウガァッァァァァ！」






　エイリアスの叫びとともに、爆風が周囲を吹き飛ばした。

　俺は防御魔法で自分の身を守りながら、爆風が収まるのを待つ。




　そして、数秒後。

　建物は跡形もなく消滅し──後には、エイリアスのいた位置を中心としたクレーターが残った。

　そのクレーターから、折れた金属製の杭くいのようなものが突き出ているのを確認してから、俺は上空へと【強制探知】を送る。
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　イリスが、高度を落とし始めた。







「マティ君！」




　イリスから降りてきたルリイが、俺に抱きつく。




「どうして、いきなり飛び降りたりしたんですか！　すっごく心配したんですよ!?」




「あー。敵を騙だますためだ。騙されてくれなかったけどな」




　噓である。

　二人が飛び降りてついてきたりしないよう、イリスが高度を上げてから飛び降りたしな。




「でも……」




「まあ、無事だったんですし、いいじゃないですか」




「そうそう。マティ君はマティ君なんだし、無事に戻ってくるに決まってるじゃん！」




　追及しようとするルリイを、イリスとアルマが止める。




「そういうアルマも、マティ君の姿が見えるまではすごく心配してたじゃないですか！」




　……ルリイが、アルマに言い返す。

　人に心配されるというのも、なかなか新鮮な経験だな。

　転生する前は、俺を心配する奴なんていなかったし。




　それはそうと、こんな会話をしている間も、ルリイは俺に抱きついたままだ。

　個人的にはとても嬉うれしいので、できればもう少しこのままで……。




「っていうかルリイ、いつまでマティ君に抱きついてるの！」




「あっ！　す……すいません！」




　と思った直後、アルマの指摘によって、ルリイは離れてしまった。

　ルリイは、随分と顔を赤くしてうつむいているようだ。




　……なんだか、居心地が微妙に悪いな。話題を変えるか。

　対処すべき問題が、また増えたことだしな。







「とりあえず、魔族の話に戻るか」




「そ、そうだ！　何かすごい爆発が見えたけど、あれって何!?」




　俺の言葉を聞いて思い出したというように、アルマが俺に聞く。




「あれは、魔族が爆発したんだ。もちろん、確実に死んだのも確認済みだ」




　爆発に巻き込まれて死んだのを装い、こっそりとその場から逃げ出したりするのは、割と有名な戦術だからな。

　そういった偽装にだまされないよう、敵を爆死させる際には、魔力の反応をしっかりと観察しておく必要がある。




「魔族が、爆発……？」




「ああ。そういう魔法があるんだ。……だが、問題は魔族じゃない。その跡地だ」




　言われて、アルマとルリイは周囲を見回す。




「跡地……ん？　なんか変な棒が突き出てるけど、あれって何？」




　少し後に、アルマが折れた杭を指して声を上げた。

　ルリイとイリスの視線が、同じ位置に向かう。




「なんだか、結界を作る時に使う柱と似てる気がしますけど……随分大きいですね」




「確かに、結界柱と似てますけど……どちらかというと、龍脈りゅうみゃく柱じゃないですか？」




　ルリイの声を聞いて、イリスが答える。




「イリスが正解だ。あれは龍脈柱。龍脈に撃ち込んで、魔力の流れを操作する道具だな。問題は、その目的だが……しばらく前、俺達は魔族アシュリルを倒したよな？」




「ボク達っていうより、ほとんどマティ君が一人で倒したんだけどね」




「その時アシュリルが、魔物を大発生させる魔法を使ったんだ」




「魔族が命を引き換えに……もしかして、神話にあったのと同じ魔法ですか？　自分の命と引き換えにっていう……」




　あんな魔法が、神話にもあるのか。

　かなり使い勝手が悪く、マイナーな魔法のはずなのだが。




「神話は知らないけど、命と引き換えって言うのはその通りだな。あの時はほとんど魔力切れ状態だったから、発動を遅らせることしかできなかった」




　もし、今くらい魔力が残っていれば、あの魔法も止めることはできたのだろうが。

　……でも、質が微妙だとはいえ、せっかく沢山たくさんの魔物が出てくるチャンスをわざわざ潰すのももったいないな。

　魔力が残っていても、王都の結界が完成してから倒しに行けるように、発動を遅らせるくらいにした気がする。




「まるで、神話級の魔法を止められるみたいな言い方だね……」




「マティくんですからね……。っていうかイリスさんも、もし本物なら神話生物なんじゃ……」




「ん？　ワタシがどうかしましたか？」




　名前を呼ばれたイリスが、人の言葉で答える。




「ああ。神話の話をしてたんだ。俺は神話なんて、全く知らないんだが……イリスはどうだ？」




「うーん。あの山から出たことありませんし、分かりませんね……」




　どうやらイリスは、情報に関してはあまり役に立たないようだ。

　まあイリスが神話生物であろうがなかろうが、やることはあまり変わらないのだが。

　……でも、神とかが本当にいるなら、それには興味がある。

　そのうち、戦ってみたいし。




「……それで、あの杭……龍脈柱が魔物の大量発生に関係あるの？」




　話がそれかけたところを、アルマが元に戻した。




「ああ。刻んであった魔法からして、まず間違いない。エイリアス達がここに留とどまっていたのは、この下にある龍脈を操作して、大量発生が起きる場所を動かすためだ」




　それに気付いていたので、俺はエイリアスを普通に倒さず、大量の魔力を放つ方法で爆死させた。

　龍脈柱を撃ち込んでからの時間が長いので、効果はほとんど固まってしまっていたが……あれだけやれば、少しはずらせるからな。




「……何か、嫌いやな予感がするんだけど……」




「私もです。……マティ君。その大発生の場所って……」




　二人の問いに、俺は返す。

　恐らく、想定しうる限り最悪の回答を。




「──王都だ」




「王都に、魔物の大群が!?　大惨事だいさんじじゃん！」




「急いで戻って、避難ひなんの用意をしないと──」




「まあ待て。慌あわてる必要はない。さっきの爆発で魔力が乱れて、発生地点は多分、王都から十キロくらいずれたしな」




　出現場所が王都だと聞いて慌てだした二人を、俺はなだめる。




「でも、魔物の大群ですよ!?　十キロなんて、ないも同然じゃないですか！　いくら防衛設備が整っていても……」




「大群って言っても、多分あんまり数は多くないぞ」




　例の魔法によって出現する魔物の数は、術者の力と、召喚しょうかん系魔法に対する相性で決まる。

　今回の大発生、力が強い魔族や召喚系に特化した魔族が使ったわけではないので、規模は限定的だろう。

　俺がかけた封印の関係でも、いくらかは減衰げんすいするし。




「……百匹くらいですか？」




「いや。流石にそこまでは少なくない。最低でも……三千匹ってとこか。まあ基本的には、迷宮十階層クラスの魔物が五千匹くらい出てくると思えばいい。それと、ボスが何匹かだな」




「十階層が、五千！　それに、ボスっていうのは……」




「ボスは迷宮の階層主と似たようなものだ。場合によって強さは変わるが、一番弱くても二十階層クラスだな」




「それが、何匹も!?　王都終わりじゃん！　マティ君が何人もいれば、話は別だけど……」




「ボスは、一匹のこともあるけどな」




　まあ、ボスが一匹というのは、決して倒しやすいという意味ではないのだが。

　むしろ何匹もボスを作ることができる魔力が一匹に集中することになるので、単体としての倒しにくさは格段に上がることになる。




「それでも、十分絶望的だと思うんですが……マティくん、どうしてそんなに落ち着いてるんですか？」




「もしかして、分身できるとか!?」




「分身は無理だが、対処のしようはあるからな」




「対処？」




「ああ。学園生にも協力してもらうことになるが、迎撃げいげきはほぼ成功する。むしろ魔石や素材が沢山手に入るチャンスだ」




　魔物が大量発生するとは言っても、実際にそれが起こるのは結界の完成後だろう。

　場所が変えられたというだけで、魔物の発生時期は特に変わっていないからな。




「学園生を集めたからといって、そんな数に勝てる気がしないんですけど……」




「学園生が今のままなら、確かにその通りだ。……でも、実際にはそうじゃない」




　俺が組んだ結界作成計画は、一見学園生を作業員として使っているだけに見えるかもしれないが、実際のところ、あれはかなり効率的な育成方法なのだ。




「確かに、マティくんの方法を使い始めてから、みんな今までとは比べものにならないくらい強くなりましたけど……それで、十階層の魔物五千匹に勝てるんですか？」




「勝てる。ボスの方は、俺が相手をする予定だけどな」




　言いながら、俺はイリスの背中へと乗り込む。




「……普通は無茶むちゃなことを言っているはずなのに、マティくんが言っていると本当に見えるから不思議ですね……」




「マティくん自身が、無茶の塊かたまりみたいなもんだからね……」




「まあ、そのあたりは結界を張った後だ。とりあえず、王都に戻るぞ！」




「はい！」




　こんな会話とともに、俺たちは帰路についた。

　その途中、イリスが口を開く。




「あの、ワタシはこれから、どうすればいいんでしょうか……」




「そういえば、考えてなかったな」




　どこか遠くに行く必要がある時、一々いちいちイリスのいる山まで行くというのはかなり面倒めんどうだ。

　イリスの治療という意味でも、近くにいる方が何かと便利だろう。

　だが、町中にイリスを着陸させたりしたら、間違いなく大騒おおさわぎだよな……。

　と、ここまで考えたところで、俺は竜が持つという、特殊な魔法のことを思い出した。




「イリス。確か竜には、人の姿を取る魔法があったよな？　あれって、今も使えるか？」




「ほとんど使ったことないですけど、一応使えるはずですよ！　あの魔法は、ほとんど魔力とか使いませんし！」




「じゃあ、それを使って人間のふりをしながら、王都に入ればいいな。……いや待て。もっといい方法がある」




「……いい方法？」




「ああ。──イリス、学園に来ないか？」




「学園、ですか？」




「ああ。学ぶことは──正直あまりないかもしれないが、学園に入れば合法的に俺達の近くにいられるからな。治療も何かとやりやすい」




「……ワタシ的には、それでもいいんですけど……ワタシ、人の姿になったことなんてありませんよ？　学園に入って大丈夫なんですか？」




「ああ。人間としての常識については、まあ山奥から出てきたとか言えばいいだろう」




「人間としての常識を持っていない人なら、学園にはすでに一人いるしね」




「そういえば、そうですね……。最近、私も気付いたら常識知らずの仲間入りをしているんじゃないかと心配になります」




　俺の意見を、アルマとルリイがフォローする。

　そういう人間は、すでに一人いるようだ。

　俺はその常識知らずに会ったことはないが、俺の交友関係はあまり広くないからな。仕方ない。




「それならワタシ、学園に行きます！」




　よし。交渉こうしょう成立だ。

　これで俺は、いつでも使える便利な交通手段を手に入れたという訳だ。

　できればもう少し小さくて目立たない姿で飛んでくれると、町の近くでも使えるのだが。




「よし！　じゃあ、例の山に降りたら、さっそく学園へ向かうぞ！」




　距離的には、このまま真まっ直すぐ王都に行った方が近いのだが、イリスの図体ずうたいでそれをすると、あまりにも目立つ。

　今は元の山に戻って、そこから走った方がいいだろう。そんなに時間がかかる訳じゃないしな。




「イリスさん、今から学園に行くんですか？　どうして人になれるのかとかの疑問は置いておいても、学園の入学試験には、まだかなり時間があるんじゃ……」




「編入試験とか、ないのか？」




　俺は今の学園制度にはあまり詳しくないが、前世の時代にはそんな感じの制度があったはずだ。

　年齢の方は、もしイリスが俺達と同おない年くらいに見えなくても、魔法で見た目を適当にごまかせば何とかなるだろう。




「それは……あった気がしますけど、合格者の話は聞いたことがないです」




「ボクも、編入試験なんてあってないようなもんだって聞いたよ！」




「……そうなのか？　まあ、校長に聞いてみれば分かるだろ」




　人の姿になっても、竜は竜だからな。

　流石にブレスなどの特殊な魔法は使えないと思うが、基礎きそ的なスペックが違う。

　今の学園生達に比べても、イリスは遙はるかに強いはずだ。




　実力主義の校長であれば、通してもおかしくはない。

　入学しようとする人間に、わざわざ『お前は人間か？』などと聞いたりはしないだろうしな。

　そんな考えとともに、俺はイリスのいた山への到着を待った。




　──それから、数時間後。

　俺達は無事、イリスのいた山へとたどり着いた。




「……さて、イリス」




「はい！」




「移動をするのに、竜の姿だと目立つ。ここから人化していくぞ」




「分かりました！　えっと、確かこんな感じで……こう！」




　そう言ってイリスが気合いを入れると、イリスの魔力の動きが、急に変化した。

　竜というより、人に近い魔力の動きになっているようだ。




　直後、急激にイリスの体が縮み始める。

　そして、少しの後──イリスのいた場所には、人間と変わらない姿になったイリスが立っていた。

　外見の年齢は、俺達とほとんど同じだ。




「……ふむ。年齢調整は必要なさそうだな」




　ただ、まだ油断はできない。

　魔族のように分かりやすい角つのが生えているわけではないようだが、どこかに人間と違う部分があれば、隠しておく必要があるからな。

　たとえば、尻尾しっぽとか──




「ちょっ、マティ君、何見てるんですか！」




　そう思い、チェックをしようとしたのだが、俺はなぜかルリイに目をふさがれてしまった。

　害意は感じなかったので特に防御や反撃はしなかったが、ルリイは何やら慌てているようだ。




「……？　目をふさがれていると、チェックができないんだが」




「ルリイさん、どうかしたんですか？」




　俺とイリスの不思議そうな声に、ルリイは信じられないといった声で返す。




「どうしたじゃないです！　イリスさん、女の子じゃないですか！　しかも裸！」




　言われてみれば、確かに見た目は裸の女性だ。

　だがイリスは竜なんだし、そこまで気にすることでもないと思うのだが。




「見た目は人間でも、イリスは竜だぞ？　それに見ないと、何か種族がバレるような原因がないか調べようがないじゃないか」




「その辺の確認は、ボク達がするから！　マティ君はあっち向いてて！」




　そう言ってルリイに目をふさがれた俺を、アルマが反対側に向かせる。

　どうやらアルマも、ルリイほどではないが慌てているようだ。




　仮に竜を人間と同じように扱うとしても、それを気にするのはイリスであって、ルリイやアルマではないと思うのだが。

　二人は何を、そんなに気にしているのだろうか。

　……うむ。

　分からん。
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　イリスを連れ、王都に戻った翌日。

　俺おれはちょっとした待ち時間ができたので、街へと繰り出していた。




　鍛錬たんれんは魔力回復の関係で休みなので、ルリイ達三人も、今日はフリーのはず。

　そのはず、なのだが……。




「ルリイ隊長、マティ君がお店に入りました！」




「あのお店は……確か、弓を売ってるとこだね！」




　なぜか俺は、謎の集団による尾行を受けていた。

　具体的に言うと、ルリイ、アルマ、イリスの三人だ。




　本人達は隠れているつもりのようだが、尾行が下手へたすぎて全く隠れられていない。

　そもそも、小声とはいえ尾行中に話す奴やつがあるか。




　何かあった時に問題なので、戦闘の基本ができたら、今度は尾行のやり方を教える必要があるかもしれない。

　そんなことを考えながら、俺は置かれていた弓を観察する。




　前は弓の調達に来ただけだったため、一目見て別の店へと行ったのだが、今日は目的がちょっと違う。

　今の世界の工業力を、調べに来たのだ。




　量産品の加工の精度や特徴を見ると、使われた道具のレベルがよく分かるからな。

　鍛造たんぞう剣などはかなり職人の腕に頼る関係で、ある程度の数を見ないと分からないが。




「……そういえばボク達、なんでマティ君を尾行しているんだっけ？」




　俺が弓を見ている間に、興味深い会話が始まろうとしているようだ。

　盗み聞き……とは、ちょっと違うな。

　そもそも、尾行されているのは俺の方だし。
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「ええと……確か、イリスさんの話をしてて……」




「なにげに一番謎なのってマティ君だよねって感じで、こうなったのか……」




「私も、今のマティアスさんはよく知らないんですよね。ちょっと面白おもしろいです」




　……なるほど。

　それで、尾行を始めたのか。

　まだ合流して間もないのに、イリスは順調にパーティーに溶け込んでいるようだな。




　……あれ？　ひょっとしてイリスって、竜なのに俺よりコミュ力が──

　いや。考えないことにしておこう。これ以上は不毛だ。

　弓の様子も見られたので、次の店に行くことにしようか。




「あっ、動いた！」




「どこか、別の場所に行くみたいですね……」




「気付かれないように、少し距離を取ってついていきましょう」




　うーん。

　尾行をするなら、もうちょっとちゃんとやってほしい。

　そろそろ、尾行がバレたことを教えるべきだろうか。




「大丈夫？　バレてないよね？」




　歩く俺から数十メートルの距離を取って、アルマがそんなことを言う。

　大丈夫。ちゃんとバレてるぞ。




「もし尾行がバレたりしたら……マティアスさん、怒るでしょうか……」




「マティ君って、あんまり怒らないイメージありますけど……どうなんでしょう？」

「そういえば、怒ってるとこは見たことないかも。でも、普段怒らないような人を怒らせると、怖いって言うし……」




　俺の知らないところで、俺が怖いという説が提唱されていた。

　そろそろ、タイミングを見て顔を出すべきだろうか。




　このまま放っておくと、俺が怖い人みたいな扱いになってしまいそうだし。

　俺は、ただ少し戦闘が好きなだけの、善良な一般市民だというのに。




「確かに、怒らせると怖いですね……。昔なんて、危あやうく大陸が消し飛びそうになったりしましたし！　あ、でもマティアスさん、優しいところもあるんですよ？」




「た、大陸……荒唐こうとう無稽むけいな話ですけど、マティくんならあり得そうですね……」




「ちょっと昔の話なので、最近のマティアスさんは知りませんけど！」




　そう言ってイリスは、昔を思い出すような顔をする。

　俺が大陸を吹き飛ばしそうになったのは『少し』昔なんてもんじゃなかったはずだが。

　短く見積もっても、千五百年は前の話なはずだ。




「ちょっと昔ってことは……マティ君とイリスさんって、そんなに付き合い長いの？」




「初めて会ったのは、かなり子供の頃ころだったと思います！」




　これは多分、イリスが子供の頃って意味だろうな。

　会ったのは、もちろん今の俺ではなく前世の俺だが。




「ふーむ……これはルリイ隊長、ライバル登場かな？」




　ここでアルマが、よく分からないことを言い出した。

　ライバル？




　口調からしてアルマは、イリスのことを言っているようだが……イリスは戦闘向きで、ルリイは　補助向きなので、役割は分担できると思うのだが。

　言われたイリスの方も、よく分かっていないようだ。

　そんな状況の中、俺は隠れるのにちょうどいい場所を見つけた。




「ら、ライバルだなんて──あれ？　マティ君はどこですか？」




　アルマに答えようとしたルリイが、俺を見失ったことに気付き、俺を探し始める。

　三人が目を離した隙すきをみて、俺は三人の死角へと潜もぐり込んだのだ。




「言われてみると、見つからない！」




「えっと、魔力反応で……」




　ルリイの言葉を聞いて、俺を見失ったことに気付いた三人が、俺を探し始める。

　だが、三人は俺を見つけられない。




　魔力反応を探すという発想は悪くないが……それが通じるのは、俺が魔力反応を隠していない場合だけだからな。

　当然、今は隠している。




　俺はそのまま、三人に見つからないよう、死角を通って三人の後ろへと出る。

　それから、こう宣言した。




「マティアスなら、ここにいるぞ」




「あっ、いた！　……あれ？　なんでマティ君、ボク達に気付いて？」




「もしかして……気付いてましたか？」




「当たり前だ。ここまで分かりやすい尾行なんて、初めて見たぞ」




　特に酷ひどかったのは、尾行中に俺の名前を呼んだことだな。

　人間は、自分の名前に反応する性質がある。

　だから尾行対象にコードネームなどをつけて、少しでも気付かれにくいようにするのだ。




「勝手に後をつけたりして、ごめんなさい！　マティ君がどこに行くのか、気になって……」




　……まあ、尾行したくなる気持ちは分からないでもないか。

　情報が不足していれば、集めたくなるのは人間の習性みたいなものだからな。




　俺も昔は、海にいる巨大な魔物がどこから来るのかが気になって、水深数千メートルの海溝かいこうまで魔物を尾行していったことがある。

　三人が俺を尾行したのも、それと似たようなものだろう。




「ふむ……じゃあ今日は、四人で買い物にでも行くか」




　俺は少しだけ考えて、三人にこう提案した。

　尾行の基礎きそを教えるのも選択肢しだったが、それは魔力がある時にしよう。




「えっ、いいの!?」




「なんか、真剣に弓を見ていたみたいですけど……」




「マティアスさんが、人と買い物を!?　まさか、天変地異の──」




「前触れじゃないぞ。特に必要な物があるわけじゃないし、人数が増えても大丈夫だ」




　まあ、たまにはこういうのもいいだろう。

　──ゆっくりしていられるのは、今のうちだし。

　天変地異とはちょっと違うが、これから王都は、大きい戦いに巻き込まれるのだから。
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